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建 築 と 社 会

1 9 6 0  7  日 本 建 築 協 会
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88多い冷救
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Ｍ尽外 ｬζ は使用 ｈｾ 来ません

- 各事出品毎のカタログ見本

技術I報 ft;ぺ. ; ! J を御請求下さい

:  r  p タイ2f?

i l マ多J亀タイル

規格寸法 304. 8場 x304. 8ら 序 サ3. 2弘

価絡 3. 3干ー米 2，300内 - 4，8∞円( 村工.. !I.;) 

三星の弾性床タイルは何れも製法の

専売特許品で、日本の多湿多雨の気

候でも優れた性能をもっ、舶来品の

追随を許さない製品です。

4・ 特 徴

施 工 後 l怯附が少い・工 j引が f11. い

価 格 が T ごろである・子入わtil 玲がi I TJ rF 

色彩が 1"1 1t J に選以山; . 1 ( る・永作ちする

田昌応用化工株式会結

東 京 ・ * } ; {在日 J E ，1(_ [ ズ小 ff 田f 6 3 3 T E L  ｾ・ ｨｾ 911 代 表 I  I  8  I  

大1:))( ・大 1;))( rli V珂1'( J江胆fJJ&，I: J!lI 1 - 1 4 T E L  大| ぬ 44 代 表 5 9 5  I  

' 1  
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に 使 用 さ れ た

効呆台、な断熱- 吸着材

"  

グも¥)(J マヲ〉ト軒Z業様式会社

皆様の設計と 施工に 東洋 の床材

リノリ 2 - 6

リノヲイ ｊｾ

1: : : ヲ圃トヲイル

ヌ市ンジシ圃ト

。ソフトな感触

ｾ 優 秀な耐久力

ｾ美し い 色彩
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グ

進
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4

東洋リノリューム株式会社

本 社 工 場 兵 w 県f ) l )ナ di fJ l  JJ 5  5  8  

1Eぷf ) tJJ 代表3531 ・人ー阪⑬4490

東京支庖 点以自ｾＩ rl' 央区銀附 4 :_tlt ビノレ

屯，!，r; (561)  1  7  0  1 ・2 5  6  ，1  

大阪事務所 人: I以 di 点| 丞 l i 111]" 2  三拘l ピノレ

IUぷ (23) 0  3  7  5  ｾ＠ 0  3  7  9  
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特 許

冷 房 に ・

- どんな場所にも簡単に据付 ・移動ができる

軽量小型で便利な構造

・故障がな く、性能の よい密閉型圧縮機

・一様に冷風を分布する可動式冷風吹出口

・5佐でも運転できる完備し た全自動安全装置

・全国にわたる完全なサービス網

。襲撃23A毎日主製f師

経費節減527万円 ρ

利益を生も

平JJ トMPボイラ
女 高 性 能

.  
福 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命見. 現るノ

I!.J -，_ - .  女 1年間(7200時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

灼

35 

国日首Ｒ｟ｾた ｩ こ て

排力ス温度 jQ7

0

C

7' x  30' ラン カ ν ヤボ イラ と

のT n n  日 比絞して

s 白F 干、 11 5 2 7 万 円 益

¥1 ↑ I  ｾ＠ 芦長=- e，;;(i当P I 但し E . E.  2000kg/hr .  ¥ 

は 占 長話喬ｾじ苧 (  6000カロリ 一石炭6000円/ 屯 )

、ｾ ＭＮｬＮＮｬ ¥ 1 日24時間 1 月25 日と して /

平川~水位。ボイラ 、平川~機関111型ボイ ラ

. j 営業科目 !>

平川 ~駁型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

株式曾枇平川鉄工所

本社 ・エ 場 大 阪 市 大 促 区 大 仁 西2の1 屯活福島@ 1 9 7 5 - 8

. ! I ミ京営業所 東京都中央区八重州6の7 電 話 (281) 5883 ・7787- 8

九州出張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 62
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大 阪 窯 業 セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1丁 目25

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 伊 吹



日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

大阪市大淀区天神崎筋 1¥T 目五( 天六阪急ビル ) 東京都千代田区神田神保町 1 丁目

本 社 東京出張所

llll5 大阪⑧代表 1476 ( 直通) 7071 (交換) 電 話 東 京 ⑮ 2 7  1  8  

亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン クd ス フ。リ ン ク 棉 シ ヤ y タ ー

Jt え令い附まざ IL'をくば》た o (  ｾ＠

. ス プ リ ン グ レノヤ y タ ー ・ rf! :-:ft ス プ リ ン グ シ ヤ y タ ー

. 自 動 シ ヤ y タ ー ・ T !1i }J '， G: !1i }J ス チ ー ノレ シヤ y タ ー

持 制 ｈ カ ＵＱ ログ ｾ ｟ ｉ

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

J J Rh 司:汁1. . 工よ斗L斗J え阪'山;，口 υ" i'

ｆ 古戸首内Ｇￒ ｾ、ＡｦＡ 止Ｚｾミ j支.1.民刀 ｬ血ｉｴ， Ｚｵ 柿［出 ｒ 人Ａ川 ＱＱＱμ メ ｴ釘ｾ J件ト竹t什術(i :) ノ 5 .1 7 T E L (仔771リ) - 11げ71

1  古!同1 命ぽJソJ '6世古;1口1 正l'ι 名古 l i tdl l jqメ ，. 11 u1町 21 IIi 品j 由 J' E L ③ 関 与1 臼 2.'

r 韮卓義語手生生τ ，t".J， '¥1  I' Ji 主 弘、 九 a 、 11  
l ' 、 1品 川、 川、 加 山l
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事ミ室、議勾配屋根氏

軽快た近代建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌー ＱＨＭ［Ｇ ｉｾ ソイド
日 ｩ｝ＧｾＱ 時ン ｉｉｲＷ ィ ￬ ｬｊ

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表016 ＱｾＵ＠

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区郷土通り 3 - 39

T  E  L  Ｈ ＳＹ Ｉ ＰＹＲＴｾＵ ・ Ｒ ωＵ ・ ＲＰＷＹ
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藤 森 建 材 株 式
ゐ

一品
社

本 社 東 京 都 '1' 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 (27l ) 6  4  3  2  - 5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 - 1  ( 大同生命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 9 4 1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九州出張所福岡市楽院大通 2 - 73 電 話 補 岡 ④1945 ・⑤3473

30メーカー代理屈

大 阪 ・四 ツ 橋

23thfP，建務匁
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甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

株式盆 Ｑｦｴ 三和 Ｚｊ ￞ｾ 司・製作用

三和;;11 ':1 司・株式怠1ft

本 社 及 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ ヱ 2 3 番 地 X 阪 (40 ) 代表 5 3  4  1  

東 京 支 広 東 京 都 新 宿 区 新 宿 1丁目 6 0 番 地 東 京 (341) 2 478. 9678

札 幌 支 底 札 幌 市 琴 似 町 琴 似 5 2 2 番 地 札 幌 ( 5  )6873 ( 3  )7438 

東 北 支 腐 仙 台 市 土 楢 1 1  2 書 地 仙 台 ( 3 ) 3 2 9  6  

金 沢 支 庖 金 沢 市 上 胡 桃 町 3 6 金 沢( 2 )  1  3  8  7  

名古屋支庖 名古屋市中村区広井町2丁目的八洲ビル 名古屋 (54 ) 2  8  4  6  

九 州 支 庖 福 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2 番 地 福 岡( 5 1  5  1  8  1  

営 寝' 所 全 国 主要都市に在円



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 にイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル ・アパー トはもと より一般住宅

ミコ句 Ｕ おえｾ 御愛 用 頂 い ていた製品 し ＭＹＲ を基準と し て ー ー 慮 い た し ま した

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社 茅 ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区高6併合 5 - 32 T E し⑫ 4518 - 9 神奈川県茅 ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京 ・名古鹿 ・小倉・広島 ・高松・キLh -fi ll 台 ・富山 T E L  210 5 - 8  

る い

ロシリウム

定 価

陶 器 ( 1級) し 220￥ 2 ，750

金 具 れ:;7Oj;<IIIl>IL. 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ￥ 1，340

排水金具 T 6P "r 1，210  

パーノクハンガ

取付 木平ジT し220 0 ｾ＠ 200 

at ￥ 6，100 

参 考 定 価

陶 器( 並級) L 220 ￥ 2，200

金 具 ( . : 7.グ え 印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

｀ ￥ ｾ Ｑ Ｐ＠ ( 2個) ￥ 1，020

止 水 位 K 4 A Y

@￥ 570 ( 2個) "r 1，140  

緋水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

ロシタイ ｊｾ
モダンリビングに

品 質 随ー と定評 ある あ ら ゆ る 床 に " 7 ":/ チ す る

丈夫 な 寝 ピ 床張材 で す

防 火強 築 ICは

網 入

( 通盛大臣賞〉

!; i l 光用座 恨

nn仕 切 ・窓

ロシプbー ト ( 各 種 法 叡 平 仮) i' 

z主ロシ1l+'-ト (トタ;/ 'J 法普及品)

!口シガヲえ (透明・半透明平板)

品 質 品 高 の 美 しいフ ロ ア - 7 イル

惚準 脱 帽

厚 き 2 醐

30. 3cm向

( 1 尺1

'

，)

.  

司，.・

レ
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通 常 総 会 決 議 報 告
通 常 総
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決 議 報
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I:l  

II I.l和35年 6 )J 22口』ζ 近税法築会館で。I . } f j j位されました本会の通常総会に

おいて，下記の議案がそれぞれ原案のとおり承認決議されましたので，

乙とに会告申しあげます。

昭和35年 6 月23日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

寺普. . .  

記

(  1  ) 昭和34年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和34年度決算報告承認の件

( 3 ) 昭和35年度収支予算承認の件

以 上

理 事 の 補 欠 選 任

理 事 の 補 欠 選 任

昭和35年 6 月22日!C近畿建築会館で開催されました本会の定時評議員

会において，先般東京転任のためE宇佐ーされた理事宮脇晴美君( 前大阪府

建築部長) の補欠として下記のとおり選任されましたので，乙乙』ζ 会 告

申しあげます。

昭和351下6 月23日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

記

理 事 菅 隆二君( 大阪府主主築部長)

追て分担会務は主記であります。

以 上

昭和35年度

支 部 選 出 評 議 員

昭 和 35年 度 支 部 選 出 評 議 員 当 選 通 知

さきに会誌 3 月号をもって本部選出の評議員をお知 らせ いたしました

が，その後各支部より下記のとおり支部選出の評議員当選通知がありま

したので， 乙乙』ζ 会告いたします。

記

京 都 支 部 ( 2 名) 市 川 進 男 君 ( EI本管工業 版 社長)

佐 藤 正 莞 君 ( KK 大仏総社長)

和歌山支部 ( 4 名) 総野正春君( 栂野建築事務所長) (任期1年}

鍛本 芳一君( 襲五本建築事務所長) ( 任問1年}

児島 正積君( 児島建築事務所長)

宇治 国政雄君( 宇治田工芸社々長〉

中 国 支 部 ( 2 名) 高村 勝君( 徳山首達 KK 施設部長〉

山崎 旧君( 中国地方建設局監督課長)

京 都 支 館 長 新 任

-

口

小
都 支 部 長 更 迭

去る 5 月 14n 開催の京都支部総会lζ おいて新支部長が下記のとおり決

定いたしましたので， 乙乙 IC会告いたします。

新 支 部 長 ナi手正雄君( 井手建築‘ F務所長)

旧支部長大倉三郎君( 京郎工芸繊維大学教綬〕
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昭 和 35 年 7 月

H A R R I S 氏 講 演

A

去
開 催

HARRI S 氏 講 演 会

と き 7jj 16 n  Ｈ上Ｉ午後 Ｒ Ｑ 時半 ＭＴ ＱＱｾｦ 半

と こ ろ 関電ビノレ 2 1桝集会室 o七15<.1 ¥1之! ; })

議 自市 HARRIS 氏 ( コロンビア大学助教授)

目下フ J レプライ ト交換教授として来 " 中

「建築音響設計」の. t . =. f i

}寅 題 i.ls築と音響」

解説. f i 大阪市大 教 授 三 戸 左 内 氏

共 催 音轡学会関西支郎

建築学会近総支部

日 本 建 築 協 会

後 援 アメリカ文化センター

本 会 後 媛

プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー 卜 建 築 構 造 の

設 計 お よ び 施 工 講 習 会

PC 犠造の設計 ・施工

講 習 会

( P. C 建築構造の原理から応用まで〉

日 時 昭和35年 7月 22 11 ( 金) ， 29 日 ( 金) 2 日間

午前 9 時~午後 5 時

場 所 大阪建設会官1 ' ( 6 1椅集会室( 冷房完備)

議 師 京 大 名 誉 教 授 工I' if 坂 紛雄君

京 大 諮 問i 六車 照君

大林組 研究室 鈴木 ，1- 1夫君

会 • 500円( テキス卜代を合む)

定 員 100;(' ， 

斗

申 込 口木建築学会近級文郎( 束lズ北浜3) @ 9649 へ会伐を添え

てお申込下さい。

主 催 IJ 木建築学会近畿支1ffi

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその僅水線上金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口 汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美 しく 清潔、耐水性に富み

価格低廉で あ ります。 ( 坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 引程 度

学校、工場、病院、事務所、商底 、t1 レーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し 、浴室等

に最適であ ります。 ( 求 代 理 腐 )

ケ イ セ イ

慧 Ｒ 睦エ坐叫・ｾｾｾ 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

楕 来 係 エL 冨 土 T E L 大阪( 必) 3 5 9 4  
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会 告 3

第 15図 工 場 見 学 会

学術奨励金受贈申請

第 15 図 工 場 見 学 会

合 成 樹 脂 防 水 剤 の 工 場 と 紡 績 工 場 見 学 会

1. と き 7刀 23 I 1  ( 土) 午後 1時( 集合) - 4 時( 解放)

1  .  集 合 所 本会前 ( rI ; 2 ドゴーレックス工業 KK 提供の貸切パスで

出発)

1  .  申 込 lBrIまでにハガキで申込みの乙と。ただし参加者( バ

スの定員60名) はJ1I 1せんにより決定お知らせします。

1. お 願 い 開業関係者の申込はお断りします。

鐘淵紡績について・・・・ 明治 20 年 5 月}ζ 東京で綿糸紡絞会社と

して創立された。明治末JVHζ は織布を兼営し，大正 5 年 5 月に淀川工場

を建設。昭和に入り羊毛 ・化繊部門も生産開始して綜合繊維会社 として

の休:I;I Jを備えたが，第 2 次大戦で海外の工場を失った。戦後は再建整備

の難業をな し得たのみではな く最新の技術 ・機械設備とあいまってカネ

ボウの名を不動のものにした。現在は綿 ・毛 ・絹 ・化繊 ・樹脂など広い

領域にわたる繊維製品を生産し，全国に21工場を有している。

日本ゴーレックス工業について・・・・ 昭和341，手6 月lζ 鑑別|紡績

と岩井産業の共同出資lとより誕生した会社である。工法の士要点 : 製品

は高度の耐久性と伸縮性lζ 宮む特殊な合成樹脂ヱマルヂ ョン( 乳液) を

コンク リート 面( またはモルタノレ面) に塗布乾燥せしめ，樹脂の防水皮

膜を造りその上iζ 保護モ J レタ J レを施工し，保護モルタノレは下地の防水膜

! ( 強力 lζ 密着して一体の防水層を形成する。

学 術 奨 励 金 の 受 贈 申 請 に つ い て

毎日新聞社ならびに社団法人階成会の両団体では，それぞれ1960年度

の学術奨励金の贈呈に ついて，広 く全国の研究者より 申請をう けて選考ー

することにな っております。申請希望者は本会までお申 IL¥下 さい。

なお， 申請書提出締切日は昭和35年 7 月31 日です。

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築技術 者 と 材 料 業 者 の必 読 書

建 築

総 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国書庖で発売

本社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電話 (921) 2739

支社 大阪市西区西長編1- 5 四ツ繍ピル 電 話@92ω



新建築作品募集惨. . . . . . . . . . . . . . . .

一 一 「建 築 と 社 会」誌 上 に 掲 載 の た め一一

木設、「作品作風」に，毎号，新建築をニ，三点ばかり紹介しており ま

すが，なお，優れた作品が紹介されずに埋もれてい るζ とと存じます。

編集委員会では ，今後，広く会員のなかより，新建築を紹介していただ

き，委員会で詮衡の上，できるかぎり掲載していきたいと存じておりま

す。つきましては，下記のとおり，募集規定を設けましたので，ふるっ

て応募下さい。

募 集 規 定

1 目 最近，竣工した新建築で規模大小はtl¥lし、ません。 1'1せん，他せんも

さしっかえありません。

2  提出原稿

Ｈ Ｐ Ｉ 鮮明なるｾＺ真。大きさは八ツ切程度を希望しますＨ災而 ｬ こ簡単

な説明をつける乙と)

( b ) プラン( 黒インキングの乙と。室名は番号で示し別紙lζ 室名の

説明をつける乙と〉

( c ) 概要( 設計施工者合 ・所在地 ・規模構造 ・而桜 ・工期 ・主要 11:

上)

( d ) 設計者としての 乙とば ( 400字- 6 0 0字)

( e ) 純工者としての 乙とば ( 400字) ( 乙れは な くてもさしっかえあ

りません。)

3. 提出期日

j切口はと くに設けま せλ 。何H寺でも応募下さい。

4， 詮 衡

編集委員会( 通常毎月第二土暇lζ 開催予定) で詮衡の上，掲載を決

定いたします。したがっ て，掲載権( 掲載号) は本委員会に一任ね

がいます。

詮衡の結果掲栽にいたらない場合は ，t'I: 111¥作品はお返しけ! します。

5. 提 出 先

大阪市東区北浜 3 EI 木建築協会編集委員会 新建築作品係

H討和35年 6 月 社団法人 日本建築協会 編集委員会

. a.  

=  
告 4

新 建 築 作 品 募 集

大 会株式
dE』3  

錆防

耐 採 l立を 天

理 ｾ＠
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:臨墨畢 気光n遁風器塁
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仕
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切

h  ，h  大阪市西区江戸廊下通 2- 17

きユま益 田辺工業株式会社

電話土佐掲@7 4呂7- 9  
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テレビ放送 「建築の広場J

. ;(i の9. t 築の広場のテ レビ

欣送 lζ ついてのご批評やご

f.i; 見を事務局 までお苦手せ下

さい。

キ充

本 会 企 画 の テ レ ビ 放 送 「建 築 の 広 場J

本会テレビ放送実行委員会において， 沼:築』ζ 関する P R のためにテレ

ビ放送を開始いたしま した乙 とは会誌 5 月 号に会告済であ りますが. 毎

週のテーマが下記のと お り予定 されましたので会告いたしま す。 な お企

画の都合上多少の変更があるかもしれませんが，なにと ぞ多数お誘合せ

で聴、視下さい ますようお願い 申します。

記

1  . 放 送 局 毎日テ レビ放送 ( 4 チャンネ J レ)

2. 放 送 日 時 毎日曜日午前 111時から 20分間

自 5 月29 日( 口) 至 11月27 日( 臼〕

3.  スポンサー (l . i . 寸音順)

大阪窯業セメント KK，東洋リノリューム KK，日本板硝子 KK

4. 企 画 日本ｄｬｾ協会テレビ放送実行委員会

5. 製 作 毎日テレビ放送

6. 番 組 「建築の広場」

第 1 話 ( 5月29日) ちぐはぐ物語 l 節目話 ( 9月 4 日) 新しい構造美

第 2 話 ( 6月 5 日) I 第 16話 ( 9月 11 日〉

室内材料 さまざま |  気の毒なアベ ック

第 3 諮 ( 6月12 口) I 第 17話 ( 明 18 日 ) 鬼 門 の 謎

カピの生える くら し | 第 12話 ( 9月25日)

第 4 話 ( 6月 19日) I  安く家を主ｾ て るため に は

古い住い，新しい住い | 第 19話 ( 10月 2 日〉ビ J レ の 進 歩

安'; 5 話 ( 6月26日 ) 人 間 の 巣 箱 | 第20話 ( 10月 9 日) 団ランの空間

第 6 話 ( 7月 3 0 ) す ま い の 夢 | 第21話 ( 10月16 日 〕 未 来 の 都 市

第 7 話 ( 7月 10日) I 第22話 ( 10月23日) 家の建つまで

村にな った大都会 | 第23話 ( 10月30日 ) 子 供 の 世 界

第 8 話 ( 7月 17日 ) 亙 と す ま い | 第24話 ( 11月 6 日)

貸) 9 話 ( 7月24口 〉 新 し い 台 所 | 日本のデザ イン

第 10話 ( 7月31日) I 第25話 ( 11月13日)

建物のいざとざ |  新しいすまい ( 木造)

第 11話 ( 8月 7 口 ) 世 界 の 建 築 | 第26話 ( 11月初 日〉

第 12話 ( 8月 14日) 嵐 と す ま い |  新しいすまい( コンクリート)

知13話 ( 8月21[ 1)  I 第27話 ( 11月27日)

インテ リヤ デザ イン |  新しいすまい( 鉄骨)

第 14話 ( 8月28 U) 街 の お 化 粧 i 以 上

今般下川のように異動がありました。

氏 名 | 新 任 | 旧 任

河東 義 方 氏 'l I ! 京郵政局i ! ! 築部長 大阪郵政周辺築部長

必岡 信 一 氏 l大阪郵政局建築部長 }名古屋郵政府建築部長

株 式 会 社 武 智 工 務 所 i?f<尾 32郎 氏 !大阪府企業向宅地闘j 首都民大阪府ru築部住宅前回線長

μ百 蔵 芳 明 氏 l大阪府主主員発部企爾課長|建設 省 間 総 務 建築専門官

品田 f義氏 i大阪府建築部営繕諜長 l大阪府迎築宮E指導課長代理!

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l ( 井池筋) 旭洋ピル 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・ω8 9

竹内 成犬LI; 事路所開設 |大阪府組! 策部営繕課長

竹内 孝 氏 I I近 鉄 建 築 部 削 除



本 会 後 援

異 形 鉄 筋 講 習 会 開 催 通 知

異] 彰丸鋼が一般丸鋼に比 して幾多の平IJ点を有しなが ら，我国において

は未だほとんど利用さ れていない実状に鑑み，乙のたび鋼材倶楽部にお

いて，過去一年有余にわたる斯界権威者 による研究成果がま とまっ たの

を機会 lζ 下記講習会を開催いたす 乙とになりました。会員多数のi徳訴を

おすすめ申します。

記

1 ，主 催 社団法人鋼材倶楽郎

1 ，日 時 8月 3 日( 水) 101時一 4 1時

1， 会 場 関電ホー J レ( 大阪市北区中之島 3 丁目 )

1， 科目及務師

異形丸鏑

明 治 大 学 教 授 工 博 小 倉 弘 一 郎 氏

異形鉄筋コ ンク リー ト設計法

東京大学助教授 工博 椀村 魁氏

1， テキスト 聴識者 (C限り当| 司無料配付

異形鉄筋コンク リー ト設計法 I  

( 異形丸鋼の解説と異形鉄筋コ ンク リー ト設計法)

異形鉄筋コンク リー ト設計法 E  

( 設計数値表)

1， 会 費 無 料

1， 申 . 込 勤務先，職， 氏名を記して 7 月24日迄tζ

鋼材倶楽部大阪事務所宛( 電大阪@ 2331) 申込の 乙と

大阪市北区宗是町 1 ( 大阪ヒリレ 6 階)

但し定員 ( 500名) に達し次第締切り

1 ，後 援 関係官庁並 IC諸国体

追て開講習会は下記地区に おいて も開催されますから併せてお知 らせ

申 します。

東 京 地 区

8月 1 日 (月 ) 於私学会館 7 階ホ一山

東京都中央区日本橋茅場町 3 ノ16

鋼材倶楽部市場 開 拓 課 電 ( 671 ) 9371 

7 月20日迄申込の ζ と 定員 500名

編 岡 地 区

8月 5 日 ( 金) 於天神ピノレ 11階大会議室

八幡市校 光 1105

鋼材倶楽部八幡事務所屯①4067

7 月25日迄に 申込のこと 定員 500名

名 古 屋 地 区

8月 8 日 (月 ) 於名古屋市公会堂

名古屋市中区栄町 3 ( 山一ビ J レ)

鋼材倶楽部名古屋事務所電①654

7 月30日迄{ζ 申込のこと 定員 300名

会 告 6

異 形 鉄 筋 議 習 会

E 路 告 . ｾ＠

E  会員章 ( バ ッジ〕の製作費が E

E 値上げになりましたので ， 1 ヶ E

ｾ＠ 200 円{ζ 改定致 しました。 -

"111 11川 111 111 111川 川 川川 川 川 川 川 1111111111111川 1111川 川 川町
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( ピポ ット・ヒ ンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい〕

製 造 元

敷 島 金 物 株

布 施 市 繍 沼 町 1 丁目 4 6 番地 電話

東京都千代田区神田和泉町 1 ノ11 電話
( 中心吊自由開型)
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• フずンシーラッグ絡先元一 丸紅飯田( 株 )

-圃

車レ カーペッ ト発売 元 → 株 )辻田文平商庖( 大阪市住吉区南住吉町 4 の 5 9 )

耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 骨 材

|側g: i 拝JトライトI

-圃

h

V

-

1

-
引

l

l

川

M

W

「

|

|

|

ｊ ぐ ー ラ イト はｊＧ｛ ｊ 止岩を ＺＭｾ ｬ Ｎ 速に加熱、 ｈ 占Ｓ

11昌 せ し め た も の で 主 成 分 は ( ， 1，俗 で あ り

小 さ な 兵士E状 の ガ ラ ス 質 の 巣 の 集 り で

形 成 さ れ て !万り ま す 。

， ぐ ー ラ イト は ｾｉ Ａ Ｇ ｩ ［ Ｇ ［ に Ｇ Ｑ 吃〈耐火的である

の で プ ラ ス タ ー に 泌 じ 耐 火 、 断 熱 川 岱

仕 上 に X 、 コ ンク リ ー トと し て は 砂 の

イ ｴ りに Ｈ ｬｉＡ って ｉ ｴｊ ｩ まｾＢ ｪｋｾｬ ｴ ｴ コンクリート

と して 似 ITJ さ れ ま す 。

4寺 ，t生

軽 いセメ ントＮＢ ， ｊ レク ｊ レの ｍ 以下Ｈ品、上 ｴ ＡＺｮ Ｐ Ｎ ＰＴＭＰＮＲＰ 、砂 の ｟Ａ｟ ｔＨｬ 止の＾Ｈ， ＭｾＩ

耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン ト モ ル フ ル の 4 1在の効力がある { 燃融も品I主1000・C 以 上 )

断 勲効 果 が 大 守 あ る セメントモルタルの ＲＱ 円以 ｊ ｾ ( 1王熱 係 数 λ = 0 . 03- 0 .¥)5k田 1/ m h・C 1 ・ ー

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど 亀裂 が出 飢、 ( 〆、ー フ イ ト を 使用 し た 国 連 ピ ル 〉

遮 音 吸 音 効 果 が 大 セ メ ン トモ ル ? J レの 2 倍 以 上

! I i エが容易であ る 他 の 軽 武 骨材 に比 し h1!! 工 が 苔 易 で あ る

化 学 成 分 S iO，= 75. 5、A h O，= 15. 3、 F e，O，= 0.9 C a O= 0 . 12、1<2 0 = 4 N山 0 = 3 .5 三 パ ー ラ.イ 卜 セ メ ン ト モ ル タ J レ

~ 有 機 不 純 物t軍事産分な〈、長J ! IJ 保 存 す る も 変 'ft し忽い 三 調 会そのイ也 ・パ ー ラ イ トプ ラ

r  三 ス タ 一 の 酉E合 説 明 書贈 呈

用 途 の 一 例

(1 )  ｪ 卜 主ＺＱＮ Ｎ ＱＺ コンク リ ー ト ｮｊｾｉｉ Ｇ ｉ Ｇ ｉ Ｎ ［ｴ オ

(2 ) 在 日 材 平↓ ( 七メン 卜・プラスター 11' 材)

(3)  Ｑｾ ｩ ｲａ 凶 ｩ ｴＮＮＯ｜ キオ

(4 )  itlJ 41'  rn 

( 5)  ￬ｊ Ｎ ｾＢ 必 JJ j) キオ

ネ土株 式

東 京 仁241 ) 4101 - 9 ・2371 - 9  

大 阪 t44 )  3  7  3  1 ・ 3 7 5 1  

東 京 (241) “ 01 - 9 ・2371 - 5  

笹 !;:)， ( 54 )  3  1  7  1  - 5  

中 間 ( 4 1 9 3 3 6 - 9  

ゐ

宮
業井 金 属

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 室 町 2 の l

大 阪市 北 区中之ｾ｜ 3 の 5

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の l

名 古 屋 市 中 村区 広 小 路 西 通 2 の 2 6

福 岡 ー 市 天 神 町 3 ' 9  

鉱

-・・田・・

-・・田園-

本 庫

大 阪 支 庖

東 京 営 業 所

名 古屋 営 業所

福 岡 営 業 所

⑥ 
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青 年 建 築 家 特 集 号 に よ せ て

Eド 村 綱

第 7 [n[ ｉＧ Ｉｩ ｬＺＮｾ 築家村民号が山るととにな っ た 。 乙の企ての第一回は在、が編集

委員長をつとめていた ｬｉ ｾｩ であ っ た 。 ，ＨＧ ｩ い建築 家 ｋ Ｎ 対する私の考えはその後もあ

まり変 っ ていない 。 二 ｾ Ｑ Ｑｉ ｾｩ 私達が ， 巧えた乙とを述べてみよう 。

!:nーに 般 ｬ 乙ｒｴ築家はよ ｈｴ 的な ｾ｜＾ ｉ ｴ ｩＮＧ ｾを持 つことが多し Ｇ Ｐ ｬｬ ［ｅ ｊ ぷ著名ｾ築 家は Ｇ ＱＧ

ｼ立のギノレトｩｉ川の親分よろしく多勢のｾＧＩ寸亡を必い ， それらの弟子に仕事をさせる

と|百Wj l C. 1J 'J i を教える 。ずf い辿築家はk k : 初は 1! 日給 IC . 近い体給で ，住み込みに近

い勤務をあLけ， ｩｙ Ｎｊｾｬ を 入れてや っ と 一 人前の辿築家になる 。 しかし弟 ｦ 入りの

うちの仕やは一切親方である既成辿築家の仕おとな ってしまう 。 このi J ¥築家が

また胞_1'. 1ζ 刈しては ， !11 のお抱え大工式にな ってしまう 。

乙のような習 A出が絞 っている現在，立JJ いR t 築家の clll 乙は ，新しいセンスとデ

ヂインの ［Ｐｾ 欲 ｬζ 燃え，努 Ｉｊ を杭ける人々がいても ， その人迷は折角の ｬ 腕を持ち

ながらあたら既成B t 築家の名のー卜にかくれ ，いつまでたっても |立に現われるこ

とはない 。それは単に本人の不満起に止らず ，R t 築界にと っても不辛なことで

ある 。

第 一 二 ｉ ｃＮｒｴ築界は ｊｊｌ イ ｉＺ ＨｬＮ ｲ ｬ［ｾ 気にあり ， 主 ｊ 失 ｴ 的な ｦｴｪｪ ｬｨｊ を持ちながら ， その経＿ Ｚ ＿振

りは資本 ｪ Ｚ 一 品的で ， ｊＸ Ｑ しＧ ｟ れは長ｬｉ ｾｩ [:uのジj 仰j をしい られ，かっ賃銀は低い 。経営

おに J窄取されているのである 。いつまでた ってもうだつが上らない。

乙の ＱＱ 与にＩ ｜ ぃｾ築家が不遇な立射にあるのは ， 存観的 ｬ 乙は ， 封建性と同時に

存する氏本主義的経 Ｇｆ ＿ に ｬ 主 ｬ 閃するのであるが ， また若い丈ｾ築家自身の ＱＡＡ 怯 ｕｊ と

1!!l 自覚にもその原闘がある 。

乙の ＱＱ 与［ｻｾし〉悠築家を ｉ ｬＡＺ ｋ 山し，その下積みから解放し ， また持取から ｉｉ ， ｕ ［ｦ ｬ し ，

また本人の気 ) J を高め ， 自覚を仇! し，娃築 l乙対する京任を強めるため，背千ド鐙

築家特集 ｌｊ を ｛ｬＡＺ Ｑ ζ 送り ， 計し〉優秀なｾ築家を対ｻ介しようとしたのである 。

その後代々の編集委μ 長が，私達の企てた乙の企画を踏決して下さり ，今 日

の盛をなすに至 っ たのである 。Ｍ ｾ ［ ｾＺい名ｩｊ｜設ＱＺＺＭＨＧ［ ， ｾ築事務所などがと ｴＡ，ｨ Ｉｊ Ｍ トさ

って ，才l いB t 築家を滋分世に山すととができたとしたら ，私述の抱いていた希

望はなかば迷せられたこ とになる 。

しかしながら姥築界 ｋ は対処制の妓存物がかなり強く伐 っ ており ， また同ｬｉ ｾｩ

l乙資本制の経包' も行なわれている 。今 1::1 皆が LI 棋として努 ) J を続けている近代

的な民 1・'. ｪＺＮ 品とはあわない不都 合であり ， また才 ｩｾ ＧＰｴ築家にと っ て不 Ｇ ｾ Ｚ ｅ［ ・ ｴ ｊＮ制度

であろう 。 ζ の企てがさらに発以し ， ｬｴ 斤 ｉｾ 築家の地伐を ｉＺＧＺｪ め，気 Ｉｊ と Ｑ Ｚ 覚を

回復して ，国民のために ， さらによりよき建築をつくるという責任を持つにい

たり ，ひいては建築界の民主化に 発以するな らば，望外の喜びである 。 どうか

会員 ζ 兄 1[lli のご協 )J(ζ より ， 目的がi 1 せられるよう念願するものである 。

(可E日 l!1'，占保険料不} ，l .λr 会 大阪駐 在 111M指所長)

ｾ＠
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森 谷 著 作

生 れ 11 " : 大正14'.1

la終 芋 肢 広 山 県 立u:; 品 工 業 学 校

を 品ち

附利18年 l円呉i I i i 市胞流部人司i

附和 Ｒ Ｐ 年五 ｉｉ 輸す ￎｾ ， ￬ 世 ｬｾＱ 人 間 ｬ

附 ｾＱ Ｒ Ｔ 年 ｩｬＡＮｬｊｬＺ省近畿地方主ｾ Ｇ 士川

哲綿問iへ転属現 t f l C ず

る

ＱＧ Ｑ 品時 ｌｾｾ

J，，/oI l 悦務 I再

X 浦公共峨J住友A 所

| 閣内労災病院

JI '現業共済組合辿什会大下前病院

J己ケ崎労働法相股1-1'(1

J J I.花火rh''i j 災病院設計 IC従 '11

す い せ ん の こ と ば 片山 光生

糾 右 は ，1則 同 労 災 病 院 の 川 以 米 ， 払とは 州! 協 公 共 職 業 安 定 Ifr

コンビで ，c との大小にかかわらず ，i! l ! う人の

身になって ，式市 fl i C 取り組む努) ) o主です。 疋

米 Ｑ 丙院処築が得意で ， ＱＱ 下大限労災病院の，［Ｇｾ，［ｊ

lζ 従市しています。

• 

• 

⑦ 

!9i {EJ 也

吐 JI

胞 〕

純 絞

同 数

:L: ｊｾｉ＠

.)i; ト1< リ Ｑｾ i珂 l品

雄 投 1行 近 畿 地 ) j 処 J立川 'lfr 終日;{I

i町 l協 ｮｾ＠

R  C  
JpA， A  

2  

4  9  3 平 米

昭 和33年 l l FJ ，，"7-[  

宇よ 組

l明 il! 

34!巳3 月純功

• 

• 

2 階

1 会 議 主

2，所 長 宅

3. 'Jl 務 官

4.  i時 前 ， 主

5. 小 i! l ! 宝

6. ロッカ一室

7.  li'; 11'( 可て

8.  i l l ! 所

9.  i l l ! 所

10. ホ ー ル

11.  )'; :rJi 3'. 

段 計 者 の こ と ば 森 谷 普 作

148 昨のi l ! 物である 。 部会ならば' i ( ｾｉｩ みの Ｇｉ ＼ｬ ｃｊｉｉＡ れて

しまうだろう 。 払たちのf上白Ji の本命はこのT'I.I ，[ の域棋の

生ｾ物である 。 そして 1ff やり叩支のある部門のi l ! 物であ

る。

ｅ の主主物は慣ｾでイ ｩ 名な内 ＱＱ 弘 ､ｩ のｼ仁必の ｊ ，Ｚにある 。 眺

守11ζ 忠まれた均所で，新しい' i ¥公J i ' J邑l互に予定されてい

る。毎年寄になると九州，内国の山漁村の少々& が析し

い11¥売を乙の l也IC求めてやってくる 。そしてまず 'I ! るの

が ζ の姥物の1町低である 。

れl' の行かぬ少女が ，' i ( 肢から灘れて働き ICI I ¥るのは

大変な乙とだし ，不安な気持ちでいます。 その彼官たち

が E の七地で始めて人るのもこの組物だし ，働き始めて

いろいろ相談 ICやってくるのも乙の他物です。 だから

』と J主計にかかる前 11: IT .fl R  れからいわれた 。

対j い労働 nはs:. 況で働いているだろうか。職喝での ι

しさや不満を ｊ ，ｾ 勺 て今 ＱＱ も ｊ ￏＢを止っただろうか 。

己んなととを ，号えるとf L . たちの IJ'Ii は大切だし ，ま

た，体せだと思う 。fl ・'Jl の結! ! ! として見るとそれだけで

は済まされないのだが。

階

1. 'j( 1，1< 

2. ，'1 川、

3. 合 川 {

4. j'l j 物浄化情

唖lIlW

L....._ー」5m

階

- J  

- J  

- J  

- J  

- J  

.11 
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illl 刑 制I illl i剛面目 S闘掴目担割副圃

嗣醐叩厚! 輔副'

ダ イ

富

生年月円 昭和 7 年 3 月30n
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崎

ツ

君

工 業 池 田

rム

，ロ

ｈｈｾＢ＿ 股昭和 ＳＰ 年 Ｓ 月 jj( 加工芸繊維大? i . l l

第 科 卒 業

勤 務 先 制 、 式 会 担 大 林*Jl 本 Ji !1，i主計四l

1' 1 品 阪南海毛糸1 . .:.:l iJ 場市宿舎

;UiY' ゴムk k，正侠アパー ト

川崎重工業k k .i'iJ 十郎 ピル

戸 厄 肥駅周I ＨＯ， ｾ 道家元Ｉ

浪花学園点校合( 第 5 回生M壌コ ンク

ール公共の郎1<: 人選)

三 iJ 化学k kl悶F可決色試験所

三 H 閥 Tt!i ピル

イ1友生命然mfJ 1II .1:t ;住所

ダ イ ハ Y ユ: 鴨池 IT1J: l ! } 研究所( l : ' Jr

'1') 

す い せ ん の こ と は 小 林 武 夫

工 場 研 究 所

I昌
:l l.: 

'l:::i 

而 w  

工 j明

仕上続要

ＮＮＮＮＮＭＭ 角 田ー ・ ｲＭーｾ 隆 ｾ哩聖一一ー ・ ｆ 宅司

階

階

‘・・圃圃

鉄 筋 コ ン ク リ ート 浩地上 3 附

一郎併用

プリ γ ジ鉄骨造

l  際 5 2 5. 8 5 m2  

2 防 6 2 2. 1 5 m
2  

3 防 5 2 5.  8 5 m2  

11¥ F;{ 4  9. 1 6 m
2  

介 ;n 1.  7  2  3. 0  1  m
2  

m和 34 年 12月~昭 和 35 年 6 月

外型モルタル申J 1 ; 引エマールリシ

ン吹付

玄関節分一部 コンクリート 打放し

議 1[ 1タイ ル貼

ブリッジ ・アルミ紙1，¥

出入口 ，窓 ， スチー J レ， エヤタイ

トOP ヌリ

3 階 平 面 図

I 研 究 宅

2.  T- N自 主

2 階 平 面 図

1. 研 究 本

2 予 側 主

3.  Yr 1< 可Z

l 階 平 面 図

1. 1-: 1明

2. 研 究 宅

3.  I υ j 苦 言f

氏は作品がぷすよう IC 'i't JUζ して平史ではないが， 近

代 芸術を消化して， その.l <lJl.1<:十』T然と梢械をつくし ， :A

JI 意欲旺盛な !l f ， Ｇ ，Ｇ 年 主ｾ 築家で ある。あ えてすい せんする。

ダ イ ハ ツ 工 業 池 凹 工 場 研 究 所
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アｾ )1化 学 関 西 染 色 試 験 所

べ

浪 花 学 園 京 校 舎

f  

般 計 者 の こ と ば 宮 崎 君 治

主主主事は自然に次いで人間を育て生活を創る容鴻であらねばならない。私速が設計す る建物は

住宅から始って踊町地築IC至るまで，その中で人が育ち，人生が創り出される。乙ういうことを

汚えてみると近どろ準々しく紹介される強策は ，あまりにも主観的な造型 IC押し出された ，設

計者の l 人よがりの: t . o. nll. 辿物が多いと思われる 。またその結果全く無理なような設計図をか

き，あるいは，はなはだしい場合 ICは図面さえもなしに思いつきだけを振りまわし ，そのあと

始官を現l ! ! 日や施工者 IC押しつけるような場合をしばしば見うける。 ζ ういう風潮から本当の

血のかょった建築が生れるはずがない。己のようなプロセスが椛り硝って質の低下をまねき ，

そζ ，ζ ζ I C 問える述2軒家不1; : 1 の声の源となっていると大い IC反省する次第である。もっと本米

の使命をかみしめ，結果だけでなく建築の創られるべき本道 lζ 沿って設計されるべきである。

ダイハツ工業池田工場研究所はエ身内の旧研究所 IC隣持して主II 築されている。とにかくい

ろいろの制約の中で一書よかったと思 うのは ，蒸気時拐の予定であったのをダク ト方式のiE凪

日曜房に変更し ，将米の冷房 IC そなえのたととである 。予算の而や険械室のための而fli 的な問題

のしわi { f せは方々であらわれたが( 機械室は隣工砂一部を利用し ，約 11m
2

の地下ダクトにし

た) まず何をおいてもよかったと思う。工場内の廻りの雄物や l円研究所との調和のため ，玄関

の位置や，外観IC相当な制約があっ た。室内は人口，研究内界の変更にそなえて ，すべて家具

および持動スクリーンで仕切るよう大部庖にした。
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JJt 計 株 式 会 科 大 阪 地 寝 ・F 務 所

施 工 科 式 会 - 1J 奥 村 和l

鈍 根 第 1 J明 工 'Jl

本 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泊 地 下 1J務，J也 1，.

Ｕ ｾ 寄生 ｉｉ
， ￬ｾ Ｇ ｜ｬ＠ 鉄筋 コンクリート 疋 ｩ 及 ｪＴ､Ｇｊ Ｎ ｪｾ '1-: 家 住
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収 存人民 26OJ. ?; 

第 2 ｊｾ ｊ 工事
オーディトリアム 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

J 古， 地下 1 1務，J也 1: 5  

1桝<l!

収 容人 n 1，738同』

エ j早l 第 1 J ml ' jI HHHI 35午2月- II{{ Tl 135 {I' 12月予定

第 2 WJ 1'..)> ，;を“ l' ，) 十耐j '1
r  

外 枝 本 館 1 - 2 問者十t ' l ' ! 伸行人 P. Cプロァク 。

Ｇｩｾ＠ 2T! 卦タイノレ。

3 - 5 P，弁明 7 ノレミパネル， カーテン

ウオール，アルミライト処 jll[ o T ) レミ

サ ッ ν 。

持拡 コンクリー卜打般し。 一部大 J11[(i モ ザ

イタ模様貼。

和 田 晋 弥

生れイf II{{ RI 7 11 

最 終 学 臆 I耳i和30年 3 JJ ，;，抑 1: ;そ繊維大学: J :

ｾ Ｇ ｾＢ［ｾｾｉｾ 築 ｲ ｾｾ科卒

ｬｾ＠

1E 肢 町 内130年 4 ) J  株 式会 -11: .k阪?J !寝。Ji

務所人宇|

作品略腔( 人判後11，11' 1関係主J ! 物)

大 阪 木 村十l' 口t出Jr iJ 組 合 会 館 祈 領

日 ｬ ｪ 主 ｜ ｉ ， ｾ， iHi ｾ ｪｦ 株式会ＭＱ Ｑ Ｚ ＮａＺ Ｑ 四本ＭＱ Ｑ ＺＱ 刊模
伊藤忠利 。Ji 株式会- 11今，J i jj ! HY. t l Jr積

ＪＺｾ ｴ 不動 ｾ ｩ， 閉式会判刷、ド ｨＷ パー 卜
新 築

tli ，'';'l 不 動Pi i 刷、式 会判 iftli 也ピノレ相r犠

朕 ｗ ｦＺ織作パ会 ＭＱ ＱＺ ｾ 洗 ｉＺｊ ｊＮ，ｽおよび統

一f:J:l JJ 新策

す い せ ん の こ と ば 池 田 宮 彦

羽l川君は ，II1l HI30年 3 ) J 卒業後J l l ちlι "'i J9i へ人 られた 。

厳父も永年< l ! ，; 立業界 IC活四日せられた人だけに ， 本人も< l !

築 ICは興味と熱也、を持って日f俄 を続けている。 とりわけ

蚊近起工された大阪厚 生 会 館の 設 計 ICは ， 当初のゼ: ( . 、ラ

ノレプラ ンIcf 悶' ，1. " さらに今回の第一 ｗｉｾＺＧ ｊ ｊ の， ［ Ｇｺ Ｎｬ ｬ 別 ｬ 叫

を担当した。 ζ の< l ! 物はI ! I ; 主が似維で ， 使J' Jす る グルー

プが多都多様である。れ削教司講¥" i 会場，大小; 持' 引お

よび官 PI l' JI 務系となる 。 乙れ : yの司' およびill l1¥，人" の

ｅ 曲線がプラン の， ｬ ｩＺＱｾな ＧＡＮｌｴ となるものであるが ， たゆま

ず努 ) ) 研究されて ， 外観を時! & : しつつ、1' : I((i を取締められ

た点をとく に1 いせんする。
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設 計 者 と し て の こ と は 和 国 晋 弥

すでに第一Ｉｾ Ｉの ＱＺ ・ ｊ ｬ が心々とｩｬｬＺめられている 今 ｬζ な 勺て ， 乙の主 ｍ 物の設計の過釈をふり返ってみるに ，

弘としてはただ主張. ft無中であったとしかいえないような気持がする 。 今まで住宅は別として 'Jlf) j j j 再建築

や ← ＱＧＮ 均等の ， 符ｾや生産という険能が ， j ( ' ( ! 主的な文配} ) を持つ主M物の，;'l ，;j '1ζ 隙わることのプi がJ - かった

ため ，-1J 会信社という人nn1:. i占の恨ドに結びつ くこの祐の .:rl 州 ζ 携われる乙とは ， 大きな喜子びと期待で

あったにもかかわらず ， いざＢを ｊ 十 ｉｃ ＱｬＢｾ下してみると ， あらゆる而でむしろ当惑に近い健解さを忠ぜず K

はいられなかった。 しかし乙のプランを l刊にした判初から感じた 『あらゆる人々に科しまれる姥物を』

という s( f 、干は限後まで持ち続けていたつもりである 。 人nn1: 11; にと っての大切な地位でありながら ， と

もすれば一般の人々から敬遣されがちな ζ の怖の' J l 官のために ， ｣ の＼ｬＡ物の ｑｾ す役書 ＱＩ を ｩ 型、う時 ， そう広

ぜずにはおられなかった それともう一つは ，ー，I . t t mをhiJ じくしながら多祐多憾の rl 的を持つ内容を

l 、か IC梓l殺する E となく ， 述併を 保 ちながら一つのｾｉｬｬｪｻ｣Ｚまとめ止げるかということもこの姥物では大

きな， ｉＧ ｉｾ 闘であった 。 その他 IC郎心ICおいては比較的思まれた険地条 1'1 をフル IC生かして総物と外部との

つながりを少しでも円滑にする乙と ， 住吉地域による，::j さ制限とオ ーディトリアムの問題，外装のアル

ミパ不ノレによるカーテンウォ ルの技術 (1') ・感 党 的Il: J阻 な ど な と ， どれだけの己とをなし i号たか今はま

だわからないが，1・')i の進行にともなって， また第三j剖の，:'l:，;ffc 刈って ， 一人でも名くの人 の福祉の 1&

f . ! となる他物であるべき乙とをft 也1 . " そのため IC，努 ) J したいと思っている 。
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尾 本 茂

ｾＱＢＩｊ 円ｬｉ ｻｪ HI6 年 4 JJ l t rl  

ｾＧ ［［Ｚ＠ 阪滋賀ｾ，｜立 ｩｬｩｊｾ ｊ 大乍氾ＧＭｉＡ稿料宇

;括 経 ｶ￦ｦｦｬ［ｾ 築設計 Ｇ ｊ ｬ 務所勤務

作 品 大阪瓦l町丙品共同住吉

情同人制1新伊丹共同伎で

大阪瓦! 折今i1tク ラブハウス

大限瓦 Ｑ 時 ￭ｦｾＪ . 八)DII')!l 所7F

す い せ ん の こ と ば 渡 部 圭 吾

入相 してから 6 年になる。 その技術的進歩が著しい。

交友誠実で，イ上τJliζ は ζ とのほか熱心，他の模範である。

段 計 者 の こ と ば 尾 本 茂

相会生活の jl!:Jt Iζ 作勺て' - I ! 築全般はますます惚雑同 l't

化 l " しかも辿度化しつつある。われわれはその設計 lζ

際して . J. jlJI!)_ から政事い条 fl を従tJ¥され， その上ロー

コストである 己とが ￯ ｩｾＧＱ こｪＡＧ ［ｪ とされる。 ｌ の ｉ ｩＺｊ ｩｉＡｬを質的に

も時I l ll( l'-J IC も丹処するためには ， 例々の Ｉ ｊ の結合がｾＮｾ

であり ，多人政の協hil によって I}11めて可能である。われ

われは己の可能性の上に ， 伎{ 有古としてのよ: ! 心と熱意で

解決 Ic jfJ 'jffi めたい。

さて姫路球場は子制11. 一刊?を市民のレク リェーショ ン

・ センター としてｾ宇和 ｬ の ｮｾ 胞 Ｑ 没 ｩ 汁闘の一つで ， 公式

球場としての" を仰はもちろん市球場やJ罪判会， 展示会な

ど広範聞に叫に府l川され市民 IC t I l しまれるよう計画し

た。 とくにＡｊｬ， ｕｾ ＡＮｩ ｲｬｬｬｩｩ ( 一時に多人政を収存するため非' i j ¥'

の際および出席など級別幣理) と) I ;jl 問の環岐に調和する

よう心儲け ，経済的に 評された範間内で， 機能的lζ も造

型的 Iζ もスッキリしたものにしたいと努力しました。

とれからも ＧｩｩｾＧｉｃ 析しいものを求めて制 ｊ 告していく ζ の

仕 ji lC . 協力と努) J を続けたいと思っています。
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島 ・z‘ 、d‘

Y 製 鉄 所 教 育 部 11-
1

尾 教 習 所

所 感 南 L 晃

一つの U，'I' を車与え ，後 11 それをふり必ってみる時，いつも感ずるのは ，臼分が' i ii ' ICI1¥

発点にあるという乙とです。ふり 返ってみているものは ，けして満足できませんし ，む

しろ ，以前よりも故多くの 1: :J 題点を合んで，そ L ｉｃ 司 ｾｌｪ ￟ ら れてしまっているのです 。 私

のなすべきととは ，次の 仕 'Fへ1¥¥ｪＧ ｾＭＴ る乙となのです 。 Ｑ｝築設， Ｑ Ｑ という業務 ｉＨ 倣 ってか

らいくばくかの年月を絞て ，あらためてその時しさを感じています。

買12 分館は ，y 製鉄所の It 門として ，また将米本 i 1' 務所への人口として剥 l曲されまし

た。 l 階はピロティとして開放し) 2  Wi は社 11の診療i9i，3 階以上は，). 務室とな ってい

ます。

ｲＩＮｾ ｴ［ ｬ ｬＹ ｲ は Ｑ ，［ Ｑ じく ｙ 別主 ｾ￘ｩ のＭｉ ｕｈＧｯＧｩ のためのもので ， 担 ｵ は ζｅ で ， 一般佐官牧内お

よび職務 JJIJI J j 川教 f1を 'Xける乙とにな っていま甘 。その ため ，ー舵牧宝仙: の他 IC . :J n9/ 

ｉｾ ｛，む ｦ ｊｬｬｊｬｩ か ｬ 没けられ ， ＧｬｾＧｐ ｊｬＡ＾ ｊ［Ｑι は惚 Ｑ ‘ 五 ， ，L-1-: 宝なと産業師l的な性枯を j'!f つよう "1 幽

t  t ています。

• 
所 在 地 福 岡 県 八 幡 j1i

設 計 K .  K. 点 知l 他 築 事 務 所

飽 工 附 d t . j 工 業 休 式 会 -IJ

;J! 模 災門 llIi 鉄筋コン クリート. i r f

2 間帯主n

教五島u 鉄筋コンクリート造

Ｕ ｾＨｾ＠

rfFJ!. 棟 鉄'n- 鉄筋コンクリー

ト述i地下1階地上3階

lfii ｦ Ｎ占 ＺｊＡｾ ｎｬ 延 ＱＮ 0  4  6  m"  

教室llIi 延 3， 5  0  9  m
2  

fす』理棟 延 4， 8  1 4 m'  

渡廊下 その他 延 4 3 9 m"  

J 十 延 9，8 0  8  m"  

主要 仕上

外装 コンク リー卜 Ji 政し ，一部 2 丁 掛

磁 ;*1 7 ' イル

内 装 叫' : Nタ イ ル

!盟 プラ スター，エマノレジョンベ

イン ト

天 ! I': . ，コースティテックス

ユ 却1 35 年 2 JI - 35 年 1 2 月

南 上 晃

附府17 i 1' U Jl 7 L11:

1111き学校 附Tl I3l 年 3 月 Jir 郎工芸線維大学工

主主学問11 ] 集工芸学科卒業

1世 腔 l I {j .fl 131年 4)1 :iIミ却はn築事務所入相

千代川光学材工! 品川工場

ｾｲＮ ｲ 七製鉄広知事 Ｑ 鉄所鴻板工場

;;; _l 製j割、u. ; 畑製鉄所! ム IjJ J' f. 肱J 場

大阪 市内 尚腕アパート

聯合 紙［出名 ￯Ａｩ Ｑ｟ Ｑｻ ｊｾ ｊ ｬｪ

八幡製鉄所第二熱延J . : ! 品

八幡製鉄所産紫鋼板工場

すい せ ん 者 東 畑 謙 三

5  

19 



ｾ， ［＠

階

1. 'Y'  (相 当主

2. 祈聞記者宅

3.  1[' {祉耶務所

ｾＮ 政 ｉｂｊ 交 付

5. 'J、 使 主

6. lii 直 室

7. 機 械 当〈

8. 西 玄 関

ホ - )レ

9. 企 / t I I

10. 渇 梯 本

11. 使 所

12. !J! 衣 屯

13.  'J> 務 宅

ｾ｟ｊ ｦｦｩ ｽ＠

20 

13 • 

1 3  

。

階

1. ，; R司I! '¥{ 

2. 議 日 住 市

3. 正面'1議長引

4. 応 銭 前

5. 議会事務 J.. j  

6. ロ ビ ー

7.  ¥I . i 活交換京

8. 監l ' t 可4

9.  it} 沸 可J

10. 似 所

11. 委 n 会 市

12. 教i " i Ie 

u 会 主

2 階 お よ び

配 置 図

1. rli 長 本

2. 比、 t喜 明

3. 市 長 公 引

4. jj)J 役 五

5. Wl 入 役会〈

6.  / l I 納、{

7. 総 務 型

8. 中央ホ ーJ レ

9.  i時 沸 市

10. flI! 19i 

11. 'Ji f主 主

12. ド ラ イ

エ リ 7

13. '1< W 

御 所 市 庁 舎

山 田 新 治 郎

生年月日 昭和 4 ijo 9 JJ 15r1

う 隠 昭和 24年 tli 仲j 工程専門学

校i J ! 築 学科事

， ｾ＠ 出 株式 会 社 柄 本 ａＧ ｊ し ｾ￭Ｇ 鋼筋コ
ンクリ ー ト 妹 式 会 担 を 経

て. 昭和29il oiJ! 策 '11務 1'Tr を

自営し現在 IC ポる。

作品医判 ｦｬｭｾ 占 ｋＮｋ Ｎ Ｇ ｬ ｩ 務所ｽＩＮ｝
Jl} ・テイジンアセテ ート 広

告階及i j ! ' y，_ . ll l 本病院病室

j土・Ji務Oi . ，IJ 山照シ 4 フ ト

K. K . 倉 li ll ・'1' f'師 、よ院教

室及 研究弔 ・行古 "1閣校合

・奥村医院 ・御所 rl i 立御所

中 宇校講常 ・何Jlli 商会社組

. 朝日屯3占'E京支1，l j TjI 務所

見工場 ・ 辰己百ｾｾ 'J'務所) ，l . 住

宅 ・大様商白倉tt( ・御所市

Jr 合 ・印刷向山千挺支 J.s l]r

務 所. J: :lId.  :(r/oll  

す い せ ん の こ と ば 上林 1噂雄

制j 皇!f '1f 1'1のブーム後の不況のなかにあって，

氏は 何度も 勤め先をかえる乙とを予儀な く古れ

た。 しかしその問 IC も氏は iJ! 築' $ . としての，t;切

を長い . ｩｊＡｾ匹絞術家としての日 ｦ ｒｬをつみ ，相 会

のしくみに吋して深い制祭を行なっていた 。

19! 1Lし てi J ! 築設計事務所をもってからは . "十

数 IC長じた J 能を縦横 IC発 foliL . ｦ ｯＱ的 ｉｃｾ くの

iJ! 設，;n 十にたずさわってきたが，近時質的にも

品い主 ｾ 築のぷ ｩ 討を担当するに ｴ っている。氏か

一層 r(:i/[ なh';j 1i 技術を体I() し. 19! 立し たi J ! 寝 返

として ，立派な作品を Il tI ζ とう機縁となること

をJUI侍して . ｬ ，Ｇ 年生 ｾ 第五として推ｾＡｓする 。

制J IVr i !i Ij 
どi、

"  

所 夜 地 J自 民 リ ，L 御 所 rfi

ぷ ｊｉＧｾＺｩ Ｎｐ ｬ ｬ 11 1 川 姐 寝 'J' fh 19i 

施 1  ふ一 定

tJl. ｾ＠ 鉄 筋 コ ンクリート，i i l . j也1: Ｓ 防止 ｾ

1i't区 3 陪

n  7 / { 本 館 経 2 3 7  2  m"  

F付属 ' Hl i 1 1 9 m"  

工 JUJ ＱＢＧ ｩ じ ｾｉＡ AI  3 5  11' 7  ) J  - 1  2  )J 

設計者と してのことば 山田新，台郎

ＧＣＮをｩｊＡてる乙とが一般の ｦｲｾｬ ｬｬ 山 Ｇ￈ｐｲ ｩＮと ｙＮ なり ，

大部分の勘合がｪｊ文生ｾｾであり ， ｩｊＡ策 の， ｩＡ ｬＺｵ ｬ も

iJ! 築主の ij 文をまってはじめて Ill l M; され る状態

である以上 . iJ! 日匹家がm軽のJ: l : l 十をしようと .¥!.l

えば，第一iζ 設計の注文を交けるということが

不吋欠の問題となる 。 乙の ζ とはi J ! 築のよ)，; 1と

いう災務的な 仕事の他iζ ， もう一つの 仕 'Jl があ

る乙とをC ! ; 味 している 。

ささやかな事務 所を 貯なんでいつも桁 ? ょする

のは E の{上'Jrのむづかしさである 。よ'l: .rt 11の椛

術とi J ! ) { ! ; 主 ( 依頼者) の; ' ¥' ，- ' 1' ゃ' I l ' ; 1<とが触れ合

い，ぶ つかり合う場において，われわれの技術

( 与え } j ) が試さ れ ，その紋陥が改められ，処

祭主 のむ/IIJ が正しく 姥築に反映される条 f'J をつ

くる 。 E の fJ: 'J¥は基本 JI I削，災施設計 ，税引1比

四1，完成後の各段階に おいて I ￭ ［｜Ｇｉ ｃ 必ｾ であり ，

設ι111はどんな小 さな Il: J凶にでも' i ;i' にお 般に IC<

総み ，その失敗と成功の経験によって臼己の技

術 (Pll 論と技能) を鍛えるという態度をとるべき

である。ｩｊＡ築家が Ｇ ￬ｩｾ にこのような態度をとり ，

その独善性を改め，謙虚 IC Ilt 人の，: i " IC .u を傾 け

るならば，凶i正のiJ 頼を i虫1リ1.- . 止II 築家の tJ: :合

的地位は必然的IC向上 されるものと思う 。払も

今 後 E の観伐に たっ て技術の l向上に 巡巡したい

と止1っている。

、
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川 辺 真

大 正13'1' 3 )1 2511 生

学 ，ｾｾ＠ s{{. flI 20年 名 f'iJi{ エ史専門

学 校m高学科卒

ｾｾ＠ v世 附 布121年大日本土木1 1 < ，. ，

会 社人判

lI {j 和25年 目M! 設計工務脈

式会副名古川'Ii

務所へ入所 ，税

在にいたる

作品略fM ｾ川市民病院 ， 小松市 立病

院など 主として病院の l没 社

IC 従 ｾｬｬ

す い せ ん 者 . 山 根 正 次 郎

豊 川 市 民 病 院

19i ｾじ地 盤 川 市 牛 久 保 IUJ 光 郎 両 10lfrJ也

鋭 校

当初外米数( い 1) 計画i外米欽 ベッド; ' . (

平均 2 5 0 5 0 0  252 ( 既設)

〔現在約550)

組 摂 11，1抜 本町j'f j也階 92.  2 2 m"  

I 階 1. 7  7  3. 8  0  

2 階 3 6  2. 5  2  

，11- 2， 2  2  8. 5  4  111" 

機械ボイラ一室 2  2  4. 7  2  111"  

同i白 鉄 筋 コ ン テ ' ) ー 卜 逃

_( JUI i1i.l: 1刑 事1 3  1 年 7 }'j 

竣. 1' . IIH 有1 3  2  "l' 4 月

( プランその他は坤，J ; IIs AI 34年 10月号病院特集

参照の E と〕

政 肘 に つ い て 川 辺 真

白川市民j両院は戦後海111工廠J . : IHii t ，. を改造

して泣けられたもので，昭和32年 IC外米，管理，

附属診療問ｉＡ ｉｾ および機械室ｬｬｉＡが新築された。

プロックプランは ， 第一 ｊｕｉ 工 ｾｬｬ として外米診

療 ｷ を ＧｉＧｾｭ とし ， I): IC附属診療悼を病制l との

'I 'II Il IC設け ，各々への述絡をはかった。外米の

待合にはいろいろのタイプがあるが，融通性の

ある乙とを主に考えて各科の待合を中央ホー J レ

にまとめた。 E のホールを快適な環境にするた

めに中央部分に 111
縫を設け ，待合 IC うるおいを

うえ ，また越屋根として向側より採光と ，通風

をもとめた。越1 i i 恨の中央郎分は ，予算の関係

でまだ災現していないが，冷房ダクトスペース

IC考えてある。

現在抑制l病棟 ( 100出〕がM! 築されつつあり ，

地1i'l' 郎i I l の近代的綜合病院の姿をととのえつ

つある。

終り IC，動総のJド'i i¥i C解決しやすいプロック

プランにできたのは，推せんいただいた山際氏

のご指却によるものと深〈感謝しています。

，ｾ般写真

正 而 外 観

1!j 合 ネ - ) V  

待 合 ホ ー ル

手 術 室

21 
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目立造船株式会社因 島病院

19i ＨｦＮ地広山県閃， ｉＺｾ ｲ ｊｪ上ｾ町

構造純模 鉄筋コンクリート必地」二 5 陪 ，ー

同 ＱＧＱζ 王ｾおよひ Ｒ 防止ｬＡ

延! 年 luih'i 5， 2 6  1， 5 7 7  mつ( 1， 591. 62昨)

J :  J明 11(1 T11  3  5  11' 4  JJ . 品 工

則 自1 3  6 年 1 0 F l 竣ょ )' j ι

施工i ' ; 者 日 pn 他 次 株 式 会 剖

U: J 慌'JJ: 外国 ｩ は主としてそ ｊ レタル塗申 ｦｾ｜ ，

カラコンモザイクタイルｉｬｾ ， モル

タル塗ショーフレアクス仕上

内部l年は N タイルl I i" Ｇｊｾ モルタル

怪スプレッドサテン fl:_l. ;i， JH' ;  

官ボードエマルジョンペンキ仕上

1 階 平

1. 外 米 主 l悶

2. 下 . l ! O引

3. 調 剤 ヰ ィ

4. 来月 ')i j 賀川

5. ホ ー ル

6. 外来' ) C 務宅

7. 心。[ ! ，iI' '.;{ 

Ｘ Ｎ 内科 ｊ 告祭ｾ

V.  # 処白石

10. 外 HJ 告察当J

11. "  処[ 同市

12.  " 物1良市

13. 外来下 i拘引

14. X 線i正悦市

15. ，， ) 品』出今'

16. 11日 可J

17. X 線l守' d'1 不

18.  X 線機州当4

1日 " I主 主主

治 療 宅

20.  " 技 師 宅

21. W. 婦 人 fl

J タ 祭 五

22.  " 1勾診ヰ{

23. 。 処目前

2.!. " f本長 五

25 製 究i 市

26. 柴 w

27.  9J  k 似 19i

2 階 平

1. 歯科診察' . j {

2. " f:主 I S

3.  ，) 、出1 科

診 察 当f

4.  砂 処E主主

5 伊

特別J主務当{

6. J H証明取外

診 察 玄

7.  伊 処法衣

8  聴 j J ! 主主主

ｾ Ｎ＠ ift  仰 木

10. ｉ 恨ｈＮ￭ｾ祭本

11. " 1的 京

12.  i年 { i

13.  9J 女 {山 lii

14. 中央検山本

15.  干{ 荷主! 岡市

16.  T 洗 平

17.  :m I t 市

18. 下 iti 司{

面 図

28. . ¥1. ¥丹待合

29. エ レ ベ タ

ホ ー ル

30 股 II 五|渇

31. 1;'1 前 半I

ＳＲ Ｎ 級 ｌｬ 食 Ｇ￬［ ￭ｾ

33. 洗i ( ，l 五

ＳＴＮ 保 ｩＱ 修 ｐｾＮＺ［ｻ

35. 験 日 前 夜

36.  (t JoI. 

37. 1: fi i  
:;" 

38. 炊 ')1 人 im

39. 険 J;A 京

40.  ft ，1，，'， Ht 

41. ， ｾ Ｇｊ ｊ Ｇｉ ＡＧ ｊｩ Ｑ 苦 Ｇｊ ｩ ｾ

42 ト 洗 市

43 調 jll¥ '.r(( 

44. 特別，)，Vtl 司'

45. 世;酎 i円fl1'.r;{

46. 配 偶 . 1( iffi 

47. lL n  'J" 

48.  ［Ｇｾ女 ＧＮｴｪｻ

49.  M 3iJ '" 

50. 動 物 引

51. 平'l J l Wi ，佐木

ＵＲＮ ｉｈｩ 焼 ｬｾｬｩｻ

53. ボイラー引

54.  H..i ' . . I(可J

面 図

19. ギ プ ス 可 '

20. 君主 ・Jj{ ，

唱ｾ J. ぇ 'i{

21. ＧＱＧ穴 ｾｦＧｩ f住

十t i十 主

Ｈ伝 ｪｬｾ l!.f) 

22.  "  

(1旺il' i ，:J )

23.  il'j ，ｾ市

24.  'Ji 務 当 {

25.  Il.' ;  .. j  

26. 院 長 京

27.  1じ姥' . ¥{

28. MIJ 院 l毛可{

2日 台 品 引

30. '，l!，;，f; x燃 本

ｾ Ｑ Ｎ＠ ii' i  [1'1 ヰJ

ＳＲＮ ｾＡ＠ 1<  '" 

33.  AII 九 可f

31  エレベータ

ホ ー ル
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目 立 造 船 株 式 会 社 因 島 病 院 股 計 者 の こ と ば 松 原 孝 史

ｭ 拒設けのれ分野が和 ｬ 分された組織の中で ， 弘の初、可は主と して 病院主 ｮ ｾ であったため ，

今日までの刊品のrpでも病院が大部分を 山めています。h;; 院地策は姥策よ: HIの'1' で も股か

しいものの一つに迩いありませんが. その併しさは‘ I'.if，i.，r酬や設備計匝'1の州推さにあるの

でなく ，iE しい ;Q: 味で忠丹本1立の仇'院をつく る乙と( 山人をいたわる気持〉にあるよ うで

す。

日立造船凶品病院は U 下J : ' l " " の姐物ですが. Ａｬ［ ｬ［ｾｾ ，｜ｦＨｩ ［ｴ￭＠ di から見合で一時1111' 1" . 制ド内

i虹iζ 押ぶ) 1 ¥光 IjjJ 舵!なhJI Cij! つ病院です。 ζ のjゐIC造船所があり ，その附属施e没のーっとし

て古い州院があり ますが，木造の} f .f' j 拙策であるため改策が :!t ｉｉ ｨ ｪ され ， 京 ｦ 州 院は 外 米止 ｈ ｾ ￭Ｍ

1  11 4∞ :1' " 入院忠者 157 ＺＱＧ ，の統合 ｊ ， ｾ 院で Ｎ .¥!.' ，丹 Iζ 対するサービスは有議 ，給企 . W " Iζ

完全を Ｑｾ Ｑ しています。しかし ， 現在の ｩ 郎、土地 ｉｃ ＮｾＧ， ｉ ＡＮｩ を続けながら ｩ 茎次改築するというｾＦ｜

量rl で. ｊ 内Ｇ院の手而計酬と してはでき 上 っ た ｬｦｩ た けを見れは ， 不 Ｇ 品 ｩζｉｾｉ ，われる山も多 くあ

りましょう。よい病院をつくりたいというはじめのなm6. に'Ii 予算上 の制約や . ｊ ， ［ｩｾ ｪ，［ ｮ＠

1: _rUII か らの強L、帯型で，次第にいじけたものになりましたが ，病院長しくない J，%I . 従来

の病院特イi の陰気さをな くした . IYJ るい本i l l WAの1内院にたけはしたいと思いました 。

神 港 高 等 学 校

公 立 隻 闘 病 院

公 立 豊 岡 病 院 ホー) L ，

松 原 孝 史

生 年 大 ，f l 2有

ｊ ｴｊＺ終下 ｊＮ ｡ＺＺＺ 附 向 Ｑ Ｑ Ｘ ｾＱＧ ｾｉＧｉ＠ i 刈符r : w'γ 校 卒1';

1' 1品 時 限 公 立段| 崎山院

市川 ili1'z: J，ヰ院

l吋聞 ;1: 人H 友病院 ( 5 J ]J，;-I C  1¥) 縦)

11立造船凶尚Jl ii 院

住友l ' fl行官nl; ifr: 文山

住友 銀 行 天六五山

紀防銀行 ［ＡＡｾｉ 歌山主 ｾｉｩ

神港高等，校

政 Lぜ 附<<127年 11 倍 以 JI' 1: 務幌、式会社に

人相 現T正にいたる 。

す い せ ん 者 室 井 修

紀 陽 銀 行 東 和 歌 山 支 庖

住 友 病 院

λ ヰ ; 宵f

ト行" 聖Ml i i O' 7 ( 千liif) と

本町'f (1長 J j )
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大 阪 大 学 文 ・法 ・経 治 乍 部 本 館

J9i  110 Itl¥ ｾｾＧｉＧ＠ di 雫JJit32 ) . : . 以大下 It，校構内

企 耐 火 山 人 ・ 1 本市; 施" を 11't!

l改 訂 施 工 本 ! パ 会 -11 大 j;j; ，u  

k年 四 11 1、(1' ' t : 公 I'JI i， 1' ， ;: J9i 

縦 模 鉄筋コンクリート［［ｾ ， j也J: 4防止n

一 部地 1: 1W; . 地 下 I 1耽他

11: ilii IJ' l 延 5，6  Ｒｾ ，＠ 1  m"  

1: WI 1I{{Il I34 I，: 7 JI - 附自 135 1['. 3 JI 

設 計 者 の こ と ば 山 図 貞 次 郎

'，'，;， 11 す る 池 に よ 勺 て い っ そ う tj( 観をそえられた起伏の1 - い大限 It，l涯の 構内

[j ，救nの 均 と し て は ま E とに #¥Qf な均19; である 。

Ｑ Ｚ＼Ｑ 川 町｛ ， 川｛＾ｦＨ， および教ＨＧ，ￏ ｶｦｾ 主主の三つの部分からなるこの 姐物 は ， 明 ｪ 也

の川 低 ，ｾ［Ｚをヰ ＧＱ 川して紋日研究可， ｉＡｉＡを市 に ｲ ｬＧｬ ｊ って ＱＱＱＱ けた仙台 i己， t叫l町内l吊i分を

ｉｴｾ ｩ に池を見 ￐ｎ らす ｉ ｐＮ存分 ＱｬｊＺ ｬ 、下 の地税におき ， その川をr yj .l t に長い .'1附13

分によってつ江いでいる。 ｉＧｾ ， Ｇ ｈ 剖ｾｪＢｩｻおよひ ＢｦＧ 生 ｦｴ 引をｾむ ｩ 叶， Ｇ Ｑ 州市分 ｉ ｩＮ

ｉｴￆ の眺めを光うＩｾｾしめるように ， 11: か るズ I1まで J、きくガラス，hi をl [ ( り，

さらに J.' ，jflftICパルコニ を 倒 し て ド 外 と の 辿 り を は か 勺 た

今 阿 は 第 一WJJ: 'JI として ， 4 防止nの教' ，: 研究五悼の太平と，'H.ji.の I 隣 分 お

よび閃，'1舶 の 21明分を' :1Ii 1するに，1め ら れ た か ， 将 米 li ，'11・le. I叫t 作品' f はそれ

それ 3 ，4 防長IIIζ 別 稿 ，救 H研究官制lは乙の i帽に ， さらにコの O BにWI 弔 さ れ

る予広で ， 完成のあかつきには ＱＱＱ 而＿との ｉｉ ｉｦ ｉι 広い抑かむＧＱＧ叱かｽｦ ｾＩￚ られて ，

ＱＭＢ消なＺｾ Ａ いの場所となる ι とであろう 。

山 田 貞 次 郎
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1: i [ '}J 11 大1 E121[ ' lOJJ 2411

H終 ρ? J: 止 If! Jjt 叶，大' 11二 1:'';:: 部長n

築下f 1 辛

点 脱 附11' 2]11 大体制l人- 11:

;j'I，'j ，， 't. i (出動 防

ｦＧｆ品ｊＺ ｉｾ 福 } Hi 行 ピ ル

1，:;取 .Ii ; j (川 iY: Rfil. 'i

A: r，di 11 ，. ，与尚山

火 山 di ｫ Ｚｅ ｩｾｬ 肥 ｢ｩｻ 会附
ノ，Ihdi ' Hl l l U ｩ 吊ＩＡ［ｾ［ＺＡ， ｉｩ
大 山 市 大 f "{dj' ll "た 体行向1

火 山 di 大 1[.υ 、下 t ・iJ，・経 済

' 戸羽i本町f

大 山 rlj 大 1中制11、h1i 分布

irJl ir ，'j'di r' {A倣{J ) FtJl i' 1.'J ポリ

オ ワ ク チ ン 下'tj 百19i

す い せ ん の こ と ば 稿 短 鮫 三

ノ，..:，，;::をホ1をしてただちに" ' i 制l ，;'t ，d 問iに別J務 ，今 11 にいたる d その jli の4E

ｊＮ［ｩＺ ｩｬＺｾＧｻ Ｑ Ｓ ＺＡＺ ，＠ ｗＱ￬Ｈｉｾｊ にはまさに ｉ Ｇ ｊＱｲｬｾ Ｑ を 干 えんとし ， 本会の被推せん年令

すれすれの ＧＱＧ ｴ［ ｈＯｴ［Ｇｾｯ 7r !i' ，1. くか ら仏 教 ;::lctN.iJJl L . そ の 川 満 な 胤 怖 は {'I ・

11111の | に む あ ら わ れ て ， あぶなけ のな t 、 ＱＱｾＺｘ なｦＧ ｬ ｩ ｽＱＡを見せている。その人

何＿と門［， Ｇ ，， Ｇ， のｼ則辿において ｘＧｊｉ な羽白 Ｑ を ｾｾｉｉ｜ して ， あえて仰せんする丹、市で

ある 。
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大阪大学文 Ｎ ＱＱ［ ・ 粍祈 γ Ｚ ｦｾｬｪ 本官 ￎｩ

地 階 平 面 図

1. Ｎｾ ［［Ｚ＠ 1ょ f ! 叩

2. 教 "Ii 食 咋

3. lJj Jj) 

4 ボ イ ラ ー 京

2  - 4 階

!言ご1
5. ｾ＠ ¥I.! j_{ 

1. 教 I¥" {;)f 究 主 2 削J 19i  3.抽: ト

6. !l i  1< ' Y 

7.  :(r w  

8. イ1 μ4 I;¥( 

9. r)ピ w  

10. 占 w  

11. リ フ ト ン ャ フ ト

12. 雌 干

13. 鋭 雪-主

14. よ ，L  り

1 階 平 面 図

1. '([ キ4 百f

2. 教"I" ¥" 研 究隙 玄 関

ホー ル

3. *  
百f

4.  '.) 骨I 今{

5. 11; [1'( 当J

6. 小 1史 ー官J

7. 悦 J9i  

8. rr; 奇〈

-.  9. j f 1' 1' 

I、、
一/ 、

10. 蜘
一卜

11. 占 /!I t  

12. リ フ ト シ ャ フ ト

13.  ｉＧ＼ ｉＮＧｾＡｊｉＡ主ｼ明ホ Ｍｊｌ， 
14. 1'4 ， ｉ ｾ＠ ' F 務 引

15. 学 生 | 削 賢 明

16.  !f， 日 閲 覧 本

17.  !1i"1 ヰ'

己4
lly i lz 記|

② 
18.  ＢＷイクロ ｴ 晶［［ｾ j ¥ 

|  ロｾ庄司
ｬｾ ｜ Ｎ＠ 7 ィ J レ ム 位 前1可〈

20.  11 録 ヨJ

2 l. ｾＧｦｲ＠ I! H  1町 民 可 '

ｉ ＮＭｴ ・ ｾ ｩ 1c剛
22. パ ノ レ コ ン

23 側 矢
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M

以

来

作

鹿児応大学工学部沼山 [E人助教授の協力で ，今井 Jf' 迷

+1をすいせんします。 1t はj J ! 篤と生活を与え，そして掛

る乙と IC悦びと fN然を持つ 。そして向分のペースを{A; ち，

11i なる外) f > 的校i世を緋する 。 とくに風水ｾ， I  { - の多い己の地

方のj J ! 物と取組み ， まともな解決を求めて i也.i u l C 進んで

いる 。

神
、
、

j

 

/

 

学'

所 在 地 鹿 児 品 川 l I F lJ¥ ml IH ，片岡f

及 川 e. /;1
1
1  i j ! 築 引 務 所 今 月 半 途

1. 1.  胞 コ ー 丹 水 nn 姶 J9: ｊ ・ Ｑ 在朝、式会 ｾｉＺ

杉え ｾｬＡ＠ 悦 鉄 筋 軽 flt コンクリート ぬ3防j J !

( 一部 2 附〕

竣工部分 1  4  2  O.  6  0  1  m"  

"r 岡部分 2  1  4  5.  8  7  5  m"  

百十 3  5 6 6.  4  7  6  01
2  

問1 3  4. 1  0  - 3  5. 3  

主要f上 l 外部 ll! モルタ ｊ レ ｉｾｉｉ . f; 引 " !i;!-t

腰及隣F主人治イ i洗If l l J.i.liJ f

IIJ し

此L字 国 人 jE イ1 日f 111 l  

木鉄器1 : オ イ ル ペ ン キ 設

内部品 ｊ ・ ｉｉｉ 木教主 Ｑ［ ＼ 桧綜 ｉ ，，ｾ臣貼

廊下階段人巡行日flf l し

股モルタル Ｑ￭ Ｎ ｾ ，作成I i 1Isnコ

ンクワート 塗料 ，ツヤケ ν fJ :

」二

!笠 ν ックイ ，教五 l勾号、而肢

す い せ ん の こ と ば 塘 一 郎

示飯 ，合板l凶

天チ| 吸音 IU. プラスターボ

ー ド，水性ペイント塗

ロッカー ・棚 ク' ) ヤラッカ

ー仕上，内部ステイン挽

c  

設 計 者 と し て の こ と ば 今 井 孝 逮

プランは別段変ったものではないが ，J也} j の

特殊性を l 夫した山をあげる 。九州 i立大間半lゐ

のJti 南端部にあり ，おきまりのfi !I i由lI4i， しか

も多 ｉｾｪ でｪｊＡ物は 真 正面 ｬ から乙れとよ ｬ う乙とにな

る。' ! Y( } 血は rll を1Y 10 J i 状で . t j ，! l l ，の通りもよ

い。乙の 1I 然の ft 成 IC対する号え Jj と，通Wi と

l山村の州立という乙と ，それ らのかねあいの解

決が，! 'U! ! i となった 。 E の地方では細部によほと

の処凶をしても ，台風の際欠陥を1 < わすので，

無 PRなディテ ールはさけた 。予.¥1. !外の14i l，1も可

lol! lC人れ，パラペァトは，1主けずUt の端部 IC排水

況を jffi しである 。木製窓は組 T を余分に，Jl み，南

側点、I'.J レーパー上部のランマははめ役しスリガ

ラス人とし . I担スイLは! 止が1下にとってある 。;U

路とハキモノの関係から ，ilE士で止s物 l勾が汚れ

や 1 く， また JI:1; ，のときは 一般の人の遊飾品』所

にもなる 。それで救可' は I W泊，I官ド防[ ) は人 J 白

IVflfl しとして区分した 。iill 励ゅの，lt uhj で主hl .が

3 附j J ! となったので. n キの生徒 l.!flll のほか，

隅f止でーやに教宅に入るときの動怖をさばいて

ある 。

ll手で

配 置 図

26 



-， 
.  

.. 

。

2 陪平面図

ｆ リ ｾ ..- -， ，.----------.. p  

一 関 山
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神 山 小 学 校 平 面 図
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[i  8  

教 '" Ｎｴｾ 商

27 



後 藤 直 信

ｾｕ Ａ，ｽ ￬＠ 11 ｉｾｻ＠ Tl I  6  :，' 2  Ji 1  8  11 

fJl:終"? I!J. ｉｉｻｻ 向 Ｑ ＲＶ ｴｪ ネドド ｟ｮｾ 専門下校雄策科干

史 !註 1f 1l [1126W 11 jj!.l止JI 工務徐式会- 11に

人t I 現似にい たる

1'1 品 医 亦 W Ifj Jj' 1守

火 山 I(.j rt 転 I! ( 仮l J I ! 会選下 1i'i 泊施設

大 ＱＱｾ 変Ｏ Ｏ Ｚ ('}l 1(， K.  '1も務 所

fI 点百主( 1  業 ｋ Ｎ ｋ Ｎ ｾ 二時 ｩＮ M'  ｊ［ｾ＠

す い せ ん の こ と ば 岡 橋 作 太 郎

f'I' .III 'rか飽 /，Ii である E と 今 11 わ かI司の ，'l' i- f.' 刊に 一 般 に

見られるコンクリート ， ブルータリズムの傾向に紋もま

た名少円 され てい るように見えるけれど も。

1 階平面図

1. k 山

2 ホ ー ル

3.  1i' Jl!l ' 1¥務所

4.  ， ) . ぷ 可 {

5目f: t Ｇｩ ［ｾＺ＠
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6. /1、 I!l l

7. si1 1丈 本

8.  rr; 京

9.  (JI! 所

10. m IJ} 

11 サービス人円

12. i弘 前 ， 市

13. f!止 川 人 主

14 食 [1111， J. j{ 

15. 市 日j U  /O!( 

16 洗 油 『 本

17. リ : ? ン 本

大 阪 府 自 転 車 振 興 会 選- 1'， 1[" 1 泊 施 設

ｾ＠

ｾ＠

o  5  1O:n 

-

18. ｻ， リｾ J9r 

19. ボ イ ラ - i  

20. '0[; '，( 可'

21. I f ' 吃

サ ー ビ ス

22. ヤ

自i (E J也 大 阪 ili 附 {;'1 野区怯O: : j l ' ! [ - f U

t匝 l  除 式 会 判 }  i  n I 制1

μ! 1'.¥ 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 3 防 総

2.  3 附 明 式 情 込

内 抗 1 l'i'i 763. 0m"  2 階 349. 0 m"

3 問弁 349.0 m"  延 1482. 9mな

I!J: lI {i ，ｦｾ ｬ＠ 3  1  ij )j 

外 ＱＮｾ＠ 色モルタル ' ! HL ー盟iプラスタ ー

大 阪 府 自 転 車 鑑 興 会 選 手 宿 泊 施 段 平 面 図

2. 3 階平面図

ロ

1. 1;" ii' 1  '-i i  3 洗 [ili 本

2. 附 卜 4. W! 所

，.‘  



、

.， 

大 阪 変 圧 器 K. K. 事 務 所

i9i  (E 地 ｪ 、 ｲｻｲｬｪｾｩ 淀川区疋 今 Ｇ ｬ ｬｊ ヒ ｩ 昌三 丁 ｆｉ

抱 l  大 TI: ｾ設問ミパ会社

品! l'A  鉄 筋 コ ン クリ ー ト 2 附主n

円 以 l 隣 577. 9m2  2隣 566. 401"

延 1157.8m
2

唆 1: ｾＨＮｻ＠ RI 3  3  '1' 1  0  )  J  

外 波 打， ＧＱｾ コンクリー ト ＱＱ 肱 しシ Ｇ Ｉコ

ン11); 1-1

t¥モ ー エ マ ル リ ノ ン 11); 1ナ

建 物 の 寿 命 後 藤 直 信

他 物の J. i，(rii はわれわれが 号えているよりも' 官

外応かい ｊｾ 合がある 。

ζ れは' I liζ 物即f内は Pi !l ll でなく ，内存的なも

の AS よひ Jf ;ょにつ い て 号 え た 叩ζ 起りj ( } る 。内容 |  

ＨＱ ななものには ， 使い ｽｪ の融通性の伝さ ， 白 Ｚｾｉｾ ，内

千五の変化などにより JJ : 初の wりを夫い ，改造な

どを強いられる J }}(r 0  Ｉｦｾ については Ｎ Jf>そのも

の 以外に使われる仕上村が大きく杉汗している

が， 世なくとら IOo J のほ JJ を続てなお nさを IY，

っている 叫! ; j ! i はかなり の Jf 命をも っているとは

ることかできる。

乙のよつな 見方をすると ，処 物のJ . j ，1il は ， コ

ンクリー卜の Ji' 命とかサ y シの耐久t f : r Hトにそ

の 他の '}1l1 も合めて巧える必' r 1 - がある
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到: l b} 寮

目立製作所石橋独身寮設計に当 って 青 木 繁

実務に人 って 7 i j:[ 11j Ｔｾ ｪ［Ｈ 大限で勉強させていただきました

が ， また ｮ 分の満足できるものができないのを ｦｾｾＺ ｉ ｃＮＧ ｊＮ ｴ ってい

る矢先，指せんを いただき大変約いた次第である 辛い lu;r: i 1:  

i1L!の双 方、竣 l したので立川、切って枕 /1¥することにした まずl主

主プJ からうえもれたデー ターを綜作 1. "， 乙れに 11，のかねて仰い

てい たアイ デアを加 えてデザインしたのであるか， ζ のI . i ! 物の

'1' ，ui.;j 'Mとその外制 ，c. /' ，'人の知らしい閉そさと ，鋭さを . ｾ冊分で

も ロマンテッ クに点現できれはという 引い 、かとう「か j ! !1I. され

たのは似し ｬＧ ｯ さらにその色 ＱＱＮ ［Ｑ，仰 ｬ において組物 の ｾｕｉ Ｇｴを位 ｩｾＱｾ

するよう ， ライ トプルーを思い切って配したのも ，窓 '/11のh引1立

を，' ，いチェ γ クて紡んたーのと相l まって ，やや史的l きに 傾いた点

を主主えて成功し似たと! とl う。 ただ諸々の。I"t ，'，かあ って ，せ勺か

くの' f": rr.か仕上に怜じ j!} なかったのは ，はなはた伐 ι てあると

ともに ，住 まわれる Jj 々に は巾しわけないことをした 本位物

か弘の 号えるとおり表現できたことについては ，終始f 1. の J :.i l

である占 11I jJj 氏の強 } J なパック 7 ';1 プかあったれはこそて， ま

乙とに，'is..lI 'ζたえない 。
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ｾｉｦ＠ 1号、1- ，lI E 券 K K 名 古 屋 独 身 主l

平 田 宜 広

' tir.)j 11 lI {l 自1 3  lJ'- 11 )J 

同' } ;  ｊＺＱ官匹 Ｇｈ川ｼド門Ｂ勺 ｬリ ｪ 下校処 Ｕ築匝科可平ｾ 1
1

世t  

|  ，ｾ肢 主 lI{l f如4れωi氾2お61年iド→ h氏 J川| 他会鴇坦 λ1をt 川 'Jドi f防耳}所9財i人 11

主なる l瑚係刊作- 川

l'f 十付「 “，，11: -'1:券F イ本'-1判! ピ Jルレ ( I H 点i江o

f名" p同神|ドi ピ Jルレ 7 イ ン グ ( 1'，名z 占H附n

型針f 付 ω，，:1 券 J立主 h日山1可i 訟 L，'，i， 

l'f' 付 nJ F.J1，卜 f名 L1i ｪ ，｜ｾ｟＠ Ｑｾｾ＠ j 1' Yl  

j!f- H  ，;，f  15' d(  ，;， l1! JJ Y，i  

ｾＡｦＧ 付 ｵＡｲ ｾｦ＠ Tf i: 1i ｊｾｴ＠ J正 常

ぜi n  1・ 1三 K . K. ぶ 11 ピル

ｉＺＧ ，｛ｩ険 ｾｾｊ む ｋＮｉ ＼Ｇ 1' 11
1
，" ，，¥:ピル

す い せ ん の こ と ば 佐 野 正 一

金融険関心，［ｾ，Ｚｉをよ ｱ て泊、けて ｈ の ＩｊＨ 同は弘のｩＧＧＭ首 ＱＹｲ

で記，) ' がある。たたこの }j 川の ( 1:'Jilζ はなにかと制約が

あって ，; でいうなら派Tーでないし ， ，tlI l" さも少いので

.HI C は: J . 、々 %の flj であ ったかもしれ ι ぃ。L . . tJ、しその i也

ｾ ｉ Ｍ ｉｊ 枠を壬のまま受取らすにつき ｴＯ Ｈｩｽ てあたらしい治 ｊｦｪ

を1' 1 り/ 1 ¥すことこそ ，1¥の使命と与えてほしい 壬の "1

能t' 1を期待できる人たと弘はいじている。

32 

出 ｦ 村 ｾ ｉｅ ｾｽ＠ K  K  }j L  ;;{ ｾｄｾ 身寮

ノ重喜

ll' f 十、J- ，liI: ｾＧ 手 本 ｛ＮＱ ピノレ

な ｮ Ｇｾ -1一業 K K 本 社 t:' ノレ

ｾ＠
:‘  

、.



段 E十 に つ い て 平 田 宜 広町村出[ 券 K . K . 名古出独身寮

/9，1， 地 名 古 川 di r. 純 lズ 見 I.t 町

肱工組司ｾ Ｚ K . K 竹 中 1 初 日1

骨I 'f HJ ; ' 1J }丸1 ti . 1 : 喰 1<. 1<.

'IU ，ｾＨ＠ :  Ｇｈ 行Ｎｾ a; '.'( 1:  'Ji I< . K.  

111 ￕｾ＠ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト J11

j 也 l  附 J也. l : 3 ド持組

経 1 7  4  5， 5  111"  

'{.t 京 4 3 古

川 務 11京 5  '.;， 

J: WI Ｇｾｉ＠ fll 3 "  :1' 1  1  JJ - 3  5  ｾｉＧ＠ G  )! 

乙の H: J HIは，11 券" t Wのト γ プをゆく . N -I- I のものてある 主務白性肺 I:ir( しい

II 前の労働を終えて，( ，から休息できる地所てあり . 1;;) r J の労働) J のJ l i ' U 在の場所

でなければならな l ' o N t I : のものについては今まてに二， の，，! 倒の:x例かあり ，そ

のたびに官ボ Ｇｉｩ ｦｴｻを ＱＱ｜ しでも色って ｉ ｩＡ ｊｾ自， ｉ ， ｉ ｟ｩＮにつき検 ｈ を Ｉａｉ えて ｩｩ き ， ζ のソリー ズ

のものでは . ｉ［ＯＮｉ 孟ＺＢｩＮＺ ｬｩ ＧｩＺにぽいものだと，ｉｊＮ ｉ Ｎ っ 。 ζ の祐のＧｬＮ ｈｾ￭ＱＷ の一般的傾向として ，

'1"IW' 11こも1¥1 覚的にもJ ! J ー なものになりやすく ， ときに無味乾保な )1 人間的な防成

にさえなりかねない。これに変化をもたせ1 = . 況をあたえ ，色彩. ; j 'U町. fJ・1: 材料を

1'1 1111ζ 大仰に N・JII l ，制，j j ) J 1 : ' 駅使して，'1' ｾｉ の少をｾｾｊＩ，｛することなど ， 入 ｊ ， ｬｩ ＿ￎ の耳 Ｑ

Ｑ 世条 ＱＧＱ をＮｩ ￻Ｇ Ｏｊ Ｎ立するための紺 ｬ かい ＧｌＧ づか ｌ 、が必＿ｾてある。

今伐の 19: JH ! のあり }j については勤労円際紛の成長とともにその} ，'ill 条 rl として

の本慨を一歩一歩川めるように・しかけることは ーわれわれ他宿ヌに l仰せられた判会

1M: 仰のーつであろう 。
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寺 谷 敏 行

'1::1ド)111 II1lfll 3  Q' 2  JI 15 11 

J " 終学I!i IIllflI 23:1'Ti' 1;  C¥'i 守門学校生s弔 件 辛

Yi 1M: ｉ､ｉＱｲｮＮｲＧＱ ＱｉＩ，ｾ七本ｩＱＡ弔問 ｬ 姐弔， ＡＧｉＡ に勤務

耳UI にいたる

門，Vr Bi品l! J:

31. 1- 31. 6  V，¥江 ;1'名必校 11: ( ) 而flft"g" ;i:

31. 5- 31. 12  ｾｉＧｉ［＠ 阪 大 病 院 MWf H吋附

32. 11- 33.  4  11，¥屯三 b江川校特別』司令J

33.  1- 33.  7  I} ，¥屯尼崎北高校第 1 IQI 1:'1' 

33. 11- 34. 5 )]1 川 11・3 祭器 CM'I j自のみ)

34.  4- 34. 10 ＱＱ ，｜江上郡山校 ＱＴ 門間 ｬ 世，［ｾＧ［［Ｈ

34. 11- 35.  5  i i  / ，{ ユース ・ホ ス テ ル

構 jiJ，:l 1向i ・手IflI，lln"i をー穴させ ， その」ーに削 'i i : の; 明快

をとｾｽ } }している' . ' . i ， ， お よ ひ j 也日|、に併J庄している，: ' { ，1J ! ，岳

山を押せんします b

光安義光・山田勝成 r
i 毘 ユ ー ス ・ホ ス テ ノ レ

I9r  (1: J血 j' f J; l  -r! i 央 山 田r . { 央 池す い せ ん の こ と ば

o  sm 

ｳ ーら ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ｟ーーＦーーーふーｾ

芦屋 ユ ー ス ホ ス テ Ｉ ｾ 平面図

2  階 階
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芦屋 ユ ー ス ・ ホス テ Ｉｾ の設計について

寺 谷 敏 行

，， Ｇｺ ，［ｪの納 ｉＱ は 辿愉省のｴｊＡぷ Ｉ，ｾＱｖＧ に定められて

いるのて， ζ れを選可するだけで相当の 'J j ) J を

J2 したが ，現地がハイキングセンターのため，

J l叫J" と順応するよう j 也Jf >を桜"t に利I ! J した

ザiJ 也の七. l t J W止と j 也貨を呼応してコア状の，[ 0 ' 刷

形式をとったが ， ζ れは動特，: 1 [山i 上 Ir 有! とな

り， ｴｊＡ， ［ｾコストを引 下 げるためにも非日に伐か

った。' 1 ' 央の[ ! X j I ，コアは事政の小宅J ! f ] より吃け

る ｉｅｪￚ 広を救い ， また庁、光のため， ｬｾ けた。 ｬｩＧｩｩｪＧ｛

市の{ 瓜、7. 1' 1と対P.({ して ，) む川町i分は 11111位十l を l'

，［Ａｾした 将米J f ' 1壌の上は; . j _ ! U80人となる が，J七

m叩分についてはそれを 与慮 しである。 仕上 は

ポド卜，[ 0: 1' / . を行とし ，内需1; 控天井の存悶; 仕上はほ

とんとステイン 11 1 ' ，仕上である 外r; ; ; は II .jJll lの

結とマッチするよう ，ダークローズと，' [ を jlJ い

た。 j 色ド険hi 引 は U'i 引 li' 段 の 中 央 1"1町;lc l立

し，)1，111[1は 1"1転 市白地 ・物 1・2品として利J l J でき

る 沌柏，(i の仏却HC は R C悌治とプロック hft .i2i

とＲｆ ｦｩ あるか ， 改めて ｒ ｃ ｾｗ ，告のｊ＼ｊｬｉＮ Ｉｊ の切か

さを ｉｬｾ［ ，ｾした次第である。

_1.:. ，m¥ [:':j 校 体 行 fR1

... Jf. 1  1'1: )c: ＱＱ 向 ｾｴ ｪ［￵， ｪ 校｣［［ ｮ ｬｊ ｾＱ ｉ Ｂ ｊ ｾ Ｉ＠

所 在 地 J己 崎 市 塚 11 陥 川

見工者 '1' 川地，:1 コ: 官官、式会社

説 校 鉄 筋 コ ン デ リ ー ト ii1 4 階t J !

ifii I占九J l I ' i 231mど 延 949111"

工 )gl 3  3  11' 1 月- 7 月

ｙｬｾ 立尼崎 ｉｴ 川校綜合，ＯＱ酬による， ｭ W J( (付' 1

l 隣 2 防 3 限 4 附 介

古 向i 1  415，37 415，37 415.37 341. 87  1588，00 

i州 市 品 川 1 463，50

1  

197，0  373，50 259. 08 1293，081  

限 雌 ド1 33，201  33，20  9. 0  ー 75，40 

合 i 十lZ J 5 7 Z 7志 川 両

県 立 尼 崎 北 高 校 綜 合 計 画 正 面 図 I :  I  0 0 0  
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吉 岡 凡 夫

生tj ' J i II

II Il RI 7 有 4 }j 5  11 

" ? 挺 ｊｊｴ 却 ｊＺ ｾＺ 繊維大

ｱＺｊ Ｚ ｾ さつを部長 ｉｉ 弔工夫

乍科 ｉｉｻｈｬ ｉＳ Ｐ ｾ ￬Ｇ平

ｾＧＺＮＡ ｾ Ｎ＠ f l 川崎山

i;!Ji H E. ｕｉｾ ｗ Ｎ＠ (J I 予

鉄会館，占HI 独身別

す い せ ん の こ と ば 徳 永 正 三

ｈ は大 Ｂ［［ＧｾＱＱ の折のぷ ＮＱＱ な 博うｾｊＮｦＺ改 ｩｩｨ 定 ミ は ， 当時の

近絞大学 ｭ 高科の辛 ｾ， ［￬Ｚｈ において ｴ Ｇ＼ｕｾのでき栄えであ

った。弘は乙の n' ，t，tf をみてお IIl III な努 ) J まで， その努 ) J

によってすべての点をお吉なっている乙とを感じた。ま

ったくそのとおりで， 卒業 Ｑｾ ＺＮｊｉｬｾｾ弔・ ｪｦ 務 所 にきてから

も， ま勺たく ' ;0: とおりに努 ) J 本で今日まてつらぬい

ている もくを J5 らす ， たてよ己からする市f究にさらに

努 ) J 引であるかゆえに ， ｾｉ ， Ｇ［［￭￯ こ館実に ｉ Ｑ 引をすすめてい

るといってよい その以 fflil . t 唱が大分わかりかけてきた

現 h のけは ， いわは波乱あるは川、で JHi¥にむつかしいfι

般 に 吋 1111 していると l出われる 努 )J す る た け で な し に ，

; ' l l 弔かも勺と rr- l 、判会' 川占や 1: 正史の七、統の l にたってい

ることをも ， 10" 叫によ止をもって感じとってほしいと払は

.¥::. 1，勺ている 。そ して今 の 11 分 I IJ.止のペースをくずさない

で . ;'ll ' W)( である IIIf によりよい人 1111であることに徹する

ζ とか将米の大成になるのではないでしょうか。

f

t

，
、

ふ

本

I

山

[: ， 

ノk

11 本 山 々 公 社 イj ＮｉＮｦｾ似 長 ｉｙｲ

中
+

ム

サ

吐

イ

川よりみた全知 Ｈｬｩｬｾｊ :  Sanza G roupe)  

道 路 側 全 !il
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泉J士i

夫

以近れ ｾｉ の 保 持 ｉｙ ￮ なるものかあち ζ ちに見うけヮれる上うになった ｡ 出会のゴミゴミした Ｑ

￬，ｾ からぬけ ｩｊ ｬ して ， ｾＨＧＢに厄Ａいの ｪ 喝を，ｽＧＺめられ ， F，J  11 の! ; ! ' ，( を持っている。

ι の ｴｾｴｾ ｩｕｩ もその ＭＱｾ をになって ， 観 光 地イ ｮ 日のれあいに処てられた。がけ心 Ｑ Ｚ のしかも ｾｩｗ

のひたいほどの駅地 IC，できるだけ光分な弘山を円りだすことが必2 f であった。 '');J 血を! ) 、い liil

而道路 IC甘f せ，石 'J ! { 告の少胞を1 l く iなって ，できるだけ央 ii のある広じを1 ' 1ってみた。

11棺のロ ビー とi将司f はかけのよ IC飛び111 させ ， ｮｾ えの ｊＵ を光分に満喫させる。存可くからの眺

引を' <11瓜的にするために 1¥' 火 4 ，1>:の tJ から ，問} j に約 3 米の持 111 しとし ， 2 ， 3 院を口けた。

思い 切 った持 iJ l しにより . 2 ， 3 1?t. のマスを紅t ! < な lf< t 止いにすることができたと思う。外明

1' 1セメ ン ト，!);付け一部" ( if/!み ， Ｒ 防 スラプおよび ｬ ｗｲｾ引コンクリー ト ｦｲｽ ｪｫ l ，サ γ ν おt . ｾＨ＠

J判ド オイルペ ンキブル ー miJJi 1ダイダイ および亦以色。

凡岡吉図意の計段

11  ;.1.: '，[1 々 公 社イf ｮ ｾ 保持 ｬ ｟ｩｪ ｦ

所 有 地 神 J i 'li 兵W l正 li! 月間I

比篤T fd W 1附 1  7 6  m"  

2 隣 9 2  111"  

3 附 9 2  111己

，i)' 3  6  0  111"  

日| 近俄ｾ []' ，(j呂f.l) .. j止II 壌市i

三 Ni ｾ且模 Ｇ ｊ も務所

K. K. 大 林 制l

，，'{ 

脳

f喪 泉 荘 平 商 図

1  ロ ヒ -

2.  !J J  {- li 'i 市

3  女 子 市 ・4

4  関子脱氏、子

5  女子脱 町、J

b 配 下

i .  'y.IJ，t1ホ ール

B  ボ f ラー、，

9.  ｉｾ 所

10 拍 仕 世

11 臨 人 宣

12 フ ロ ー， ト

13  胃 却 人 市

14.  DI  Iil 

15. 111 臨

階

司曹

/ 5 

15  

信

h

間

込

山恨

問

込

ul

m
込

千

ド

所

所

以

ノ

ノ

ノ

日

川

仰

故

防

和

次

H

M

判

決

問

仰

田

氏

M

収

用

同

円

四

円

四

引

担

担

割

田

島

町

羽

目

，、

， 

A  

2.  3 階
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中央樹林帯中の間地椋識 ・ 絵本市 ・ Ｇｉ ｾ 会所 ・ ポイントハウス

公 団 住 宅 春 日 丘 団 地

団 地 役 計 に つ い て 大 国 豊 悦

乙の設計 ｾｬＭｾ ｉＡｪを � ｦＱ めた のは ｽ［， ｉ｛ Ｇ 2)! "'ft! であったと lどいます。 その地 Jfi

はほとんと会蚊地にわた って， スポ- ' : ; グランドとして快j也古れ，団地全

j.1‘ では 3 [Qの向低; r : C2.500m) をもっていた。 '1' 火部内側f克界にはド'1地 が

あり ， 外部と姥続して池をつくり . かつ . r)!Nが l 、たると E ろにあった。

そこでこのすは らしいJ i 然の曜U J を生かすよう一日J の泊I占をなさず， ラン

ド スケープデザインを Ｎｌ 、捌け ， 池宮Ａされる『院本立 ｦＡＧｉｬ 、ＡＮｩＡ ｊ によるｾＱＮか

なる持怖を歌いあげるようイメージした。

キープランとしては 3 つの ずラスターとしてつかみ ， 九々が雌 } Hi 駅前

の郎i ! i センタ - J If随.，.t にぶ占さがるものとして呼えた I也Jfi よりその路引

はＧＢ路引をとり ， 組物による ｭｾ じられた主 ｪｩＺ Ａｊをリえる ｅ とを 可思した 。

主ｾ物配抗についてはリ民地を Ｒ 分するよｐｬ，Ａ＼ ｔｦｲｬｩ Ｎ 邸主nll による r
i

; / ( 限定と

地J f 3 に仙き ， イ工τ. のグ J レーピ y グを念願において配抗した 。とく に阿側五

地 の樹 林mには 11i {J曲i Wの ' }' l 、ポイントハウスをおき . nu也の『リクリェ

ー ション ・スペース J に号え . 'I !会19i ， 'i7.PIt 'H務 所 . W竹 {t. t ; . 給水j " j ，

広川はすべて '1' 央 f}! 休惜の紋の" ，に入れて . [ 引地のセンターとして充分魅

;J J あるものとなるよう与えた。

; 千棟 !UJ にとられたサプロソト ， プレイロット . 7 レイグランドの遊び時

と ｩ 泣ｬｉ ￭ 公 ｲｾｩ は Ｎ 1引地内を，仁勺ているフ Y トパースのかたわらに」、らさがっ

て ，ql リ， f}! 林 .iif に，，，*. ' ' ] される

とくに問地中火にとったＧｦｾ [，t  30t on.  ，0;:，さ 30 m0)  I' ，':j ｾｾ＠ ，1<榊は ，粒i材、に包

まれたこのI - J IJ 也の快徴として池' ' 1' されることであろう

以後にこ のｼ 引地は公開大阪 ＩＮｻＮＯｊｦ の Ｎ ｾＡＧＮ ｉＮ ＺＧ ｉＡ の協 ｉ､｝ になるむ ので ， 払は壬の

111l 可 1'.' てあり ， とくに l: j、， j;j[引の人々の協 }J . およひJ l U'1の人々の }J

に( ' 1 うところ大であ ります

大 国 釜 悦

38 

生i j ' . J 1" 1111 ｾｉ＠ 3  ;ド 2 }j 13  11 

学 !日 広 Ｎｉ［ｾＩＮ 、 ［ＺＺ｣ 学吊 ［ｪＺｈ 且喝 ｬ 句、 ［ＧＮｈ

29
1
1' 干E

1'; 町一 !日l iJ' 4  Jj 小 111総; 匹. : U Ｇｪｉｦ ｾｉ 折哲 ｖｊ

務

ｉｬ ｩｉ ＺｉＮ Ｑ Ｒ ｊｪｉｌＮｉＺｾ 片山 ［Ｇｩ 他喝 Ｑ Ｂ， 'J c  ｾＺＺＺｩ＠

1十 1、指所動指

i別府 131 !j' 6  JJ 11 本{.i"t:: 公 l剖大限

7. 19 f 処楽部 lVJfli . 現在にいたる

('1' "11'1 ｾＦ＠ f _ I 。百公 [.11 斤 '11. ' 1 ¥仲間- ' ，..，

f-Jj JC!.: '!' ;1 六 1 [ 1 [. ft 1也

N  11 li' .  UI 1也

1(11 ケ l訂 1[1也( 第 1 WIl 

斜 [111 利 } I / の プ レ イ ロ y ト

l抗策公園より . l DK .  3 K をのそむ

lH 三、 19i o r:、 JJ)

す い せ ん の こ と ば 蹴 早 信 夫

ｲＱ｛ ｩ￭ＧｲＺ ， ｉＧｾ ， ｪｬ の吊山をランドスケープデザインに

おき ， リクレ ー ション ・センターとしてのaw

の 地 Jfj 地物を必〈利111 して，郊 外[.I 1J 也の' 令官凶メ

を 飯J&している

プレイロ y トより l'ljfl{l J lI' JtI ; J )  

ポイン卜ハウスをのそ L、

e‘  

『



公 団 住 宅 春 日 丘 団 地

所 :(E J也 大 阪 1(1 *1 曳 野 市 街 大 阪 町

大 阪 府 南 河 内 1111 J< 陵 町

設 計 百 円 本 住 1 0 : 公 聞 大 阪 支 i Y r

路工I l - K. K.  ［ Ｎ ｾ＠ m紐 K . K. 大 林 組

出中処，N K . K. K . K .問 組

K. K.  n  l¥' i純

Ｈｦ日し 姥築 ｾｉＧＮＭのみＩ

工 JUI 悶拘134年5月23rl - 昭 和35年2月10rl

団地図的 5  1， 9  0  6.  6  5  m"  

住宅 戸 数 7  3  7 戸

l 戸当り問地I而陥 7  O.  4  2  m"  (21. 3汗)

;¥l!.A:人 11 2， 7  5  3 人

人 I I  ｾ府 Ｑ 且 ｬ

y 欽 腎 "工 l

ｾｾ日 ｉｬｬￏ ｦ 此ヰ ｉ

ｾ＠ ｾＺ名谷川可Ｎ｝

530.37人; ha

141. 981  '/ha  

11. 75 %  

55.42  %  

v  

住 l ' 型 式 El lふも品 |訓練数

共同胞; ! {

集会i9i ・11 ｐＧ ｉｐ ｊ ｲ 務所 ・ ｬ｛ｦ 管住 宅一 ｒｃ ドまｾ

主 ｾ 築面的 Ｑ ｾＶＮ 44m"  延面倒 160. 6 2 m
2  

，u  
1副) m

民

吻
J

 

い

'

A

盤選選 定却セット

総選選 E 市 場
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浜 崎 海 太 郎

1: : 年月f I 11日和 11年 1 月 1 日

五t終学位 i明和30年 3 月 大阪市立

部 品工高雄築科卒

:'W ｾ主附ｒＱ ＳＰ 年 Ｔ 月板 内 主 ｍ 築
設計 l]l 務所入所現在にい

たる 今年ぷ演米し ，

Mi n o r u  Y a ma s a k i  

a n d  As s oc i at es  IC勤

務する

作品略段 H{l 官]29年 全同工高設計

鋭校日 IC本長M築学会貨を

受 賞

11日和33年 大阪府主主築士

会主俄 「心斎締筋 ICIJ! っ

i ! l i 統白書fi J ，l j 世間競技 IC 1  

T予入選 (tll l，;J J置計)

ｲｰ Ｇ ｩｩＮＮ邸 ， 中 ｽ ［， ｾ 邸 ， 大阪前

世間校新築工事のうち別

館，大阪稲山学関新築工

事 ，院斗全面1綜合計l J I i iおよ

び設計，北'Ia高等学校新

築 J : ' ]l

す い せ ん の こ と ば 板内 鎚男

当所へ 入 所以米 Ｕ 年 ， よき紫 質 ｉｃ 加えて庇ｾｾ

なる研究心の持主で ，Ｑｾ￯ｃ よきアシスタントと

して活路してくれる好丹年である。( 近く減* ，

してミノル ・ヤマサキ長M築事務所 IC行く乙とに

なり ，現( E 11I 1側 rpo )  

福 武 邸

所 在 地 西 宮 市 巾 子 園 口 1 丁目 64 1111也

設 計 威 内 建 築 設 計 ']1 務 所

施 工 二 川 I J ! J聖 K. K.  

純 枝 鉄 筋 コンクリ ー ト造 2P.再生n

J : I ' 数 l 陪 1 5  O.  0  0  m'  

2 階 1 1  6. 0  0  m"  

延 266. 0 0  m"  

附属ガレ ージ 3  3. 0  0  m"  

工 期 間 和 35 年 1 月 - I  .. J 年 6 )]

｣Ｎｾ竜野 取 母。定 歩 ｲ

t予

40 

段 計 者 の こ と ば

義

'‘ .1 

t泊、:

' ・J 必L，己

浜 崎 海 太 郎

敷地は武路川 ，'r 子園ホテルを噌見する向台の松 林で，

約 350坪あり ， 附近の敷地あるいは道路より 3 米ぐらい

日< ，敷地内 ICは大きい松の本が点在している。

施主の希望は絶対にこのF胃埼を保持する乙とと素直で

環境 IC順応する住いである ζ とが， 第一の条件でした。

昔mで自然と融合する住いという条件は ， 私の主義と

まったく合致するものでしたが， f{ 地の要所要所をI立地

忠いもののように占めている錨主の愛治する松本立には

大変な制約を交けました。現在L ' IIは80% ぐらい進行し

ていますが， 今では乙れらの松林も析しい 仲間! とし て ζ

の泌物を交け入れたのか ， 両/ ' i " はいたって仲 よく狸手し

あっているので ，u ，も安捕しました。平而3十闘にも空 fln

構成にも ， とりたてて例もいうべきほどの試品はありま

せんが，紫砲で飢いやすく ， 環境とも 釣 り合って，住 わ

れる 人たちには心から愛情を感じていただけるだろうと

j，1 じています。
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大 療 仁 志

昭和3年 II 月2臼生

学 歴 昭 和24年名古底工業I ! J .

門学校* l ! 築科卒官

1; 陛 現 在 nl J !設計工務株式会

社名古屋事務所勤務

作 品 略 股 名 鉄 ピ ル 権 造J主計

n7，t
l
¥紡 総 億lゐ工場情造設

計

王子製紙春日井工地の設

計 IC唱参加

本州製紙車i I 路工場の設計

IC参加!

大[ I i ! 毛織小[ l l ) r ，( 工場の設

計

大東紡鰍鈴鹿エ喝の構造

u吐庁十

ょH洋レ ー ヨン岡崎工場の

情造設計

工 場 三 題

W( l 製作所繊浜，戸線工

峨の設計

上 王 子 製 紙 春 日 井 工 場

す い せ ん 者 の こ と ば 片 山 節 義 右 - 大 東 紡 績 鈴 鹿 工 場

主II 築構itt ，コ Jt IC とくに俊方なるものがあると

if じます。

下 : 本 件t! 製紙劃i I 路 工 場

工 場 建 築 の 考 え 方 お よ び 一 例 大ｾ仁志

主として工場長II 策を担当するよ主計者として ，種々考えております E

とをー，二述べたいと思います。

工場の設計においていつも痛感しますのは ， レイアウトへの参加の

必要なことです。生産工程，生; a 管理を完全に杷艇できないまま ， 向

軍 ，配位を確認したのみの状態で，設 計 IC もって行かねばならない場

合が非常 ｉｃｾ いと思われます。

ｾｮＺ工程の変東は ， 製鋼所 ， 製紙工場の 抄 紙宝なと ， 特定の目的 ｉｃ

限定される場合をのそ' いて，中間工程の噌加，変 更，極端な場合は生

産製品の変更まで行なわれます。 7 レキシピリティ ， ζ れはI J ! 築の1: .

命を 11えるとき第ーに考えるべきだと思います。

製品の向上のため ， エ程管 ｾｊ は飛脳的 ｉｃ 高度となりつつあります 。

室内条件の固定化，空気および動力のダクト . i¥li圧，高温の配管，幡 送

設備 ， [ . れ らが統ーされて号えられない場合，各担当者により雑然と

配置されており ， ｾ ｴ ｵｴ ， 工程 ｩζ 多大のロスを出している例が非Ｇ品に多

いと思います。 ζ の場合，伎 術 的IC イニシアティプを取るのは長II 築 技

術呂以外にないと忠われます。

工 期，生産1期始l明nが現状においては重大なポイントです。ユ:J 町，

設 計 ｊｾ ｊ 間 の圧縮はわれわれの肢も苦痛なと ζ ろです 。 これを突は工

ｊｬ ， 残業で対抗するのはあまりにも神風的と忠、われます。工 ｊｾ ｊ を短縮

できる工法 ， 既成材料の集成 ， 直ｊ￮加工工程の減少など ， エ ｊｾ ｊ の短縮

によって号える時!日lがほしいと思川、ます。

〉え x  x  

段近設計が終り ，政初のスケ γ チと大差なく ，現在胞工中の軽峨ht

工場のアウ トラインを述べて見ます。

工場は ， ｒｃ ｾ Ｓ 階ｉｊＡで ， 経 Ｑ 立のプレス ， コン ベ ア ー の工程で全館

空調を行なう予定のものです。配也は 1 階 IC原 料 倉W ，修理工喝，製

品倉J i I l などをおき ， 2 ， 3 階をコンベ 7 ーの流れる床とします。

柱 rUJ は. 8 mx  8 mlc 規定し ，際高は . 3. 5m 以下 ICは 配 管，配 線

など何物も/ l I さないようにしました 。主配管および動力はコンベアー

とtriJ ーの方向 IC位置を定めて配置し ， プランチは祭1 ' t 速によってスラ

プ下 IC配ほします。動力はすべて下の階より立上りの配線とし ，各ス

ラプ lζ ボックスを設け ，将来の配置変j [ ! IC そなえるようにし ，情 i宣は

部分的な変更が可能なように ， スラブ，小l誌の強度は祭，住などの 2

{ 自の 111械を予定しております。
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山 口 治 男

生年月日 間百16 年 2 月 6 口

段 終 学 歴 昭 和23年 3 月 大阪市立部品工

Xi，，;;: 校処築科卒業

j¥ 陛 附M 3年 4 月 株式会社大仮処

築 '11務所 IC入社今日 ICいたる

作品略歴 八幡別鉄株式会社八幡製鉄所厚

板分塊 J:; 話

ｾｮ 干レーヨン株式会社熱梅保安

所

三共i l ' l 造抹式会社事務所

Ｗ ＢＱＺ七別鉄ｾミ式会社室品画製鉄所然

11I l 任延J : t号

浪速国学院体育館

股 計 者 の こ と ば 山 口 ，古男

若いわれわれにとって ， たとえ単純な地玄でも ， 自分

で担当設計 したものが仕上って行く過見を ， 自らの販で

学びとることは非常 IC大切な乙とで， 図面上で決定する

各部の詳細や寸・法が果して実際の姥築空間内でどんな効

果を挙げるかを確認する乙と乙そ ， 姥 築家の: a 務である

と思います。 D L焼結工場を中心とする焼結設備全般に

わたる挫家および慢械法礎の設計は ， すべて現地で行な

われた乙とも . 自分K とっては非常 IC有意義であったと

思う次第であります。

己の工喝の焼結能) J は ζ れ ま で l ，∞Ot /day 程度のも

のが股大であったのが， 今度新設されたものは . 2. ∞o  

t/day という大きな能力をもつものであるため. 名機械

の寸法，重i誌が著しく大きなものとなり ，さら IC第 2 次混

和織を ｇ ｌ ｾ ＲＵｍ Ｎ 焼干 ｾｩｴ 唖を ｇｌ Ｋ ＱＷ ｍ の高所 ｉｃ 鋸えな

ければならなかったので， 主ｾ Ｊの架 憾 と焼結機のｾ台と

を エキスパンションする ζ れ までの方法を採用する ζ と

が ，嶋造的にも経済的にも不利なので鉄骨鉄筋コンクリ

ー ト造として他家と架台を一体化 l . 機械の振動などに

対しては充分な間'111を保たせる方針を探りました。 構造

設計上とくに窓を用いたのは l 階主排風機室 . 2 階 配1u

盤 室. 3階管理宅. 4階 第 2 次混有l慢 室 を 容 す る 部分 で，

I 階の主俳風険宝 IC 20宮 クレ ー ンがのりかつ骨量械の配置

や将来地築予定などのため 1 階 桁 行 IC全暁壁がとれず，

2 階以上を 21 m持政しとせねばならず， また 2 階以上に

は重露物の機械がのるために ， 主II 物の自 ill をできるかぎ

り少くした構造が要求され，結論としてスパン 21 mlζ 対

して . 2 ・3 階の階向 13. 5m を梁成とする笠原( 15c m の

鉄骨鉄筋コンクリ ー ト) i l i 壁梁を架ける ζ ととし ， 地 震 ) J

はラ ー メン内 IC筋違を設けて処理しました 。 鉄骨はユ期

的な問題もあり ， リベット接合を主に -e;; 溶接を採用し，

コンクリ ー トは打政し仕上げとしました。

所 在 地 姫 路 市 広 畑 区 広 畑 富 士 製

鉄株式会社広畑，. / 鉄所内

設 計 抹式会社大阪主II 築事務所

飽 工 株 式 会 社 戸 団 組

規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ート 造

3 隣組一部 4 階m

面 積 1 階 1. 726.  2 4 mヨ

2 階 1. 0 4 7 . 96

3 階 1. 0 4 7. 9 6

4 際 335. 5 0  

延 4. 1 57.  6 6  m"  

主要仕上 底械 モルタル防水一部オ

リエンタルメ タルi皮阪 H

外壁コンクリ ー ト打放し

一罰法型鉄依貼

工 期 昭 和 34 年 8 月 活 1

昭 和 35 年 4 月 完 工
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富 士 製 鉄 株 式 会 社 広 畑 製 鉄 所 D L 焼 酎i 工 場
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.  

高 橋 慶 夫

山口君は弘どもが ｊ ｬ ｬｾ 指所を倒立した当初から苦楽をと

もにしてきたもっとも純愛する協 ) J i 'i の一人でありま

す。 今日まで十数年の 1¥lI lc 南は九州から Jr は北海道，速

くアルゼンチン の 製 鉄 所 まで iヰ別鉄所の設計 IC従 '11

L . 下itl も苦労も 随分的んで きました。

富士軍司鉄広畑税鉄所 . D L焼結工場の設計は多数の人

の協力を得ましたが. r司君は段初のスケッテから関与し ，

ユ可I の竣工 まで一年IBl，; を計制闘を但当 L . 現地でがんば

り続けました。 ζ のi j ! 物は詐 i且の工場とは巡って，各階

IC各組の慣械が乗 り. - j 1 ! の作業が行な われるもので，

むしろ姥家全体が機械の時礎であるといえるような 雄物

で，複維な陵械の収まりをたんねんに検討盤J l I [ して，す

っきりとした工場姥壌 として J[ l ( 縄めたのは ， 同君の多年

の研さんの成果を示すものであり ， さらに 今後の努力精

進による大成を期待して ， とくにすいせんする次第であ

ります。

す い せ ん の こ と ば
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京 都 工 芸 繊 維 大 学

森 口 雅 文

Z ス ケ ッ チ ブ ッ ク

E 近 畿 各 大 学 工 高 卒 業

i 設 計 コ ン ク ー ル 入 選 作 =
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機 能 と 性 能

。0 0 0 。

建築の機能とは古典l時代からよく使われる語であるが

。0 0 0 。

建築の性能という語はあまり佼われていない。

機械ではどんなものにも性能が云々されているのに 。

建築は機械でないという乙とを主張しているのかもし

れなし h 笑はあまりにも複雑で，そのはたらきを漠然と

定性的にあらわす以上に手が出なか ったのだ。

しかし，世の進歩とともにそれではことが納らなくな

りつつある 。美術館の深光性能，音楽堂や劇場の音響的

性能，工場あるし刈まオフ ィスヒソレの熱的性能などなど，

11寺代の要求は建築だけを特別扱いにしてくれそうにな

しコ 。

もちろん単能機械でないところに非常に因知があろう

が，すべての科学が定性問題から定呈化への道を進んで

きたように ，建築も一つ一つの軽量1誌について性能設計の

できるよう定量化への 努力を怠 つてはならない。

。。

いつまでも機能にしがみついているのは建築家の恥で

はなかろううか。 (ZM)

C .R. - ( co:nmuni t y rel at i on)  

日 ｩｦｦｩＩｾ 歩の技 術革新の波にのるア メリカあたりの企 業

が，最近盛んに C . R という乙とをいい出しているとの

とと 。 P . Rは一般大衆に対する啓蒙喧伝. C .  R は企業

の ｫｲｾ する地級社会に対する企業の ＱＱ 任や両者の協力関係

のあり方というようなな l味。tl ' t に資本家だけの利主主を追

求するのではなく ，企業内の労働者の福祉はもちろんそ

の属する地域相会全体の発展まで考えなければ，企業日

体の発展もないというような考え方，こんな考えプJ が，

社会政策やイデオロギ ーの問題としてではなく ，企業 li

体の体質改習の問題としてでてきたところが荷11勺い。

新しい産業の発展と市民生活の向上とをしっかり結び

つけるために，都市計画 ・住宅建設あるいは市街地の改

造やレクリ ヱーν ョン施設の後備なと ，人間的なものと

科学的なもの，経済的なものと社会的なもの，その他も

ろもろを結びつける総合的技術者としてのミ姥築家 " I乙

対する期待は誠に大きい。

•

• 

( 1M)  

不 安 全 行 動 と 死 亡 災 害

ある大手建設業者の過去 3 年間の死亡災 'I! fの人( I' : J . 物

的原因をみると

32年度 33年度 34{1二度

A. 本人の不安全行動によるもの 6296 6296 5596 

B. 第三者の不安全行動によるもの 1296 Ｑ Ｒ ｾ ぢ 1796 

C. 物的原因( ( . 法く災害 2696 2696 2896 

D 不可抗力による災害 0 0 0  

とな っていて， 不安全行動による人的原因は大体 7 '，I;I j強

で最も 多く ，第三者唱が不可抗力だ と断言 しうる事例が一

件もないのは一 つの特色であろう 。 C の物的原因とは不

安全な作業環境( 天候，立地条件なども 合む) . 不安全

な作業設備によるものの也、l床で，現場での災害の| 坊止の

理想的な形態は，たとえ A . B の場合のような作業員の

不安全行動があ ったとしても，これを安全施設で保護す

ると乙ろまでも って行くことであり ，また行動は!m，ti 識

の内にも安全行動をとるよう安全忠; 惣の1(j如氏化である 。

( M  D)  
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1ニりと米 fJ l j は J 二，tL.:敏、JI /' 1にJ ! 1" i してもらいます。

建 築 と 設 備

I  jll: 頃，設 備 を 専 攻 す る "f: 生がbyl えた」 ということ

だ。|百l じ大'1 の10年前の学業生 [ζ は，設備を! . / j .J.欠した荷

は，阪めて少なか った。

乙れは特殊なケ ースかもしれないが必ふさ誕の将米 l己責Iす

る一つのプ')II 'Jをng示しているように忠われる 。

今まで建築家は視J ; t を fl lli ill し. i f ! I J さていたようだ。人r: u

の Ｑｾ ｽ Ｚｴ ｋ は ， 視覚以外ＨＨＮもまだまだ重大なものがある 。

首i . 光， ｩＯｾｕ ｊｴ ｬ 限度の論利 ｬ は憾めて大切だし ， やむ生 ， 交

通，述給， jlli 微なとの設備は. ，' - ; ) 境を快適にする 。

ｾ物の規校が大きくなり，人間の密集 ｂ 正も大きくなる

とＮｾ 築設 備の重 姿十 ＱＺ はますます ｗｩ 大してくる 。

災際 ＨＨＮピノレの，Ｇ，で 勤務していると ， 視 ｊ ＮＱＺ的なｾ 築 より

も，設{制似備li市仙i日筒iH的内なA池i主: 築の; 』r }月，! ! ! をうける乙との/ ん'j今のカが1山刈t4強 ;

「 設師附附 ｈ 付 ｬに ζＳ せ ｊｾ れ ｪλ し，ｾ姶 ｩ主Ｚ築 Ｇｾぶド は凶 ＱＱ時日時 ｴ寺 ｴ 代 ｩ返犀れただ、 」 という 11附1侍寺刻!代℃が， も

うきているのではなかろうか。

.  
、

一‘

'.  

(OK)  
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衛生陶器川

カタログ送呈

タイ ルマーク

。〉

設 計 ・市 営 繕 課

純工 ・大成4主設

納品 ・C C 130 

衛陶マーク

良 質 と 量 産 を 誇 る

f  ｾ、 計可 燕 Eす 穿¥6428号

d F  衛生陶器は J IS 表示の伊奈の製品を

伊奈製陶械式曾紅

本社及工 場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 国 電 ( 代) 7 0 0  

東 京 事 務 所 東 京都中 央区西八丁堀2 - 8 電 (551)5261- 2・5921



錆びない

遺言色。

ボ ン デ ラ イ ト を

焼 付 塗 装 を

完 全 防 錆 を

錆 止 メ 塗 装 は

し てまし致施実

是非御採用の程願上ますし て い ま す期
尼崎新工場 8 ) J より稼動致

京玄鍾長ず婁
‘ 4 圃 9

号 冨

します 、ど期待下さい

1株 式 書 箱 土

電 話 淀 川 (47) 代表 5123 ・3000大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

' 本 手j 工 場

駅 エ 2品

東 京 支 府

福 岡 出 現 所

、名 古 屋 出 張 所

日本ドFーテII !l Q製油株式会圃tヨ「占Ｇｾ 罰li 2 ! f J 司匹釣冨位

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 jli l<:



F  

汁1) 1ンヲ} J ，兎ヲル製造株式会祖

兵 ｾｈ V，¥ }己 崎 市 長 州 F 稲 川 析 川 町 44 "u ，活 (48) 4  9  4  7  

崎 玉 県 桜 市 大 下 原 越 1 6  2  0  '，G  ，; ，占桜 3 2  5  2  

m> ilj ・八 幡 ・名 古 民 ・ 川附 ・む 1'" ・下 部 ・延 岡 ・以 賀 ・三 b; { ・徒、 出

J  1- S 規格合格 IR1

@  
ー酷酸ビニール合成樹脂防水防湿剤 E

用 途

0 一 般 陸 震 綬 防 水

O シャーレンドーム盤根防水

0 軽 鐙 度 線 防 水

Ｐ 一 般外ｾ防水

O  プロ ッ夕、ド 1) ゾール紡水

0  浴P昔、! f 所タイル下地妨水

O  がヲスプ ロy 夕日地防水

0  ドレン、パイプ廻り紡水

0 亀 裂 補 修

0 打 滋 ジ ョ イント補強

0 其の他防水工事会般

一特許第227752号一

日窓 Z 二ロン練式会結

東京営業所 氷 点 都 中 央 区 銀 座 四 二 / 一 波 築 会 館

小 型1'1卦セメ ン ト凶号室 T E L 京情 (561) 4411 ・4331

大阪事務所 大 阪 市 北 区 梅 田 町 ニ 第 一 生 命 ビ ル

小野間セメ ン ト大阪支府内 T E L (36) 1261(代表)

本社、工場 東京都江東区深川塩崎町一 T E L 東京 (641) 0992 

営 業 品 目

ユ ニ ロ ン A  

ユ ニ ロ ン B  

ユ ニ ロ ン 溶 剤j

ユニロン防水フィルム

ユ ニ ロ ン M 

ユニロンコーキング

ユ ニ ロ ン 急 結 湖

2‘. 、



ABC - キ

、

〆 ヲ"

n  ゆる朗隙から 永 久に漏水の 心配を根絶する

系くえに気容を保持する

廉イ函で‘ 耐 久11生のある ゴJ キン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡〉

( 現 場 渡〉

之ぷN ニム 美しく ，磨耗せず，滑 らず，かつ耐水性 lζ 富んだ床材

床，廊下，階段，ロビー ，パノレコニー，ガソリシスタシド等美しい色彩と耐磨耗性を必要と す

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

フ力

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

フ
ム 忠 ふ と 工

コンク リート 床の金属性硬化材で ，

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

l その他

7，080円

5，880円

(坪当り ￥1，180)  

(  1 / ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

プエ ロコ ンの施工によって床は恰も鋼板を張ったよう な効

{ 色 物

現場渡{

i ナチュラル

6，200円

5，400円

Z J K…去二二上 近 代 人 の 部 震 に は 疲 れ を い や し，いらいらを 取 る 壁 材

合成ゴムとコ ノレクから製造されたコノレク ν ー トで落着いた上品な感覚で ，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東京渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x o. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

イ j し

電 導 ビ ニ ー ノレタ イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ｾ＠ 7  7  

T E L  (581)  1  4  1  1  ( 代表) ｾ＠ 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京町 堀通 Ｑｾ 18 Ｈｪ ［ｾ＠ II Ij 会飴 ヒソレ〕

T E L  (44)  3 9  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3

司



ラ

.民

lli 1-t m ｾ＠ i M.J ｾ＠ Ｏ， ｾ ＮＮ＠ Ｎ ｾ＠
民主 r- - ー及川

近 代 建 築 調 査 九委 : 員三会 報 ム三: 袋 . 1  I主 主 |

尽 都 主良 行 本

わがｼ同の鉄筋コ γ クリ ート Ｚｩｊｪｾ物と

しては，きわめて初期 ｋｾ するととが

乙の建物を特色づけている 。 すなわ

ち，設計の若手が明治43年 (1910) のは

じめであ って，その当時純鉄筋 コソク

リー ト造の建物はまれに実現していた

が，それらは事務所か企Ill1の矧であ っ

たのに ，高島屋は場所が京占有の，fbメLiill

りに而していたことと ，その}T] 途が只

H&応であ った乙とが注目された。

設計関などが巡っていないので，詳

細1は不明であるが，京都銀行本山とし

て佼川されている姿は50年前の tU! 彩を

充分に伝えている 。断片的な記録や工

事関係者の記憶などによると，大体，

以下』ζ 記すようなものである 。

官

時

• 
ー

ｾＵ＠ ( 元 京都 高島屋〉

山 建 築主の意向

建築主は，ミ呉服，雑貨の出向I i が，夜

fe はそのまま安全な商品flll li ミとなる

乙とを主眼とし，できるだけ土地柄と

商 ＿ Ｇｾ ｗ ｪ とを考 一 えて ， 顧客 ｬζ アピ ー ノレす

るようにしたいという芯!' J向であ った。

そ乙で，まず京都大学の日比JLL彦教

授に設計についての相談がなされ， I百|

教授は設計者としてJ) ! E 波新平氏を桃山

されたが，榊造計算については教俊 rJ

身も予をかけられたようである 。その

が ｩ よｾ，外観は在来の土蔵 ｩｩｅ りのｽ巴をと

りながらも， ν ヨー クイシド ー を設

け，室内は和洋折衷の機式とし，先場

le は 3 階までの吹き抜きがあ って，ス

テ γ ドグラスの天井からは ν へ・ンデリ

r:i e， ｾ＠

• 
1主

c，_ 

ヤがさがっているとい ったものであっ

た。梢造はもちろん鉄筋 コソク リー ト

が採用された。 ζ れらは，いずれも建

築主の当初j のむ JilJ が表現されたもので

あった。

(2) 設 計 者

日比忠彦教授はいうまでもなく ，わ

が国の構造手ｾの先党者で ， とくに鉄筋

コソクリ ー トi告についてはたえず熱心

にその啓蒙と普及 lζ 努力された。

J¥1 f 波新平氏は( 元) 梨京高等工業学校

卒業後，( 7c)1.'[t ，l;占県立工業学校教諭を

経て大林組』ζ 入社し， その間，橋梁，

堤防，土蔵などの築造の経験者で，鉄

筋 コソクリ ート 工事に造訴の深い人で

あった。 しかし，地下 l 階地上 3 階の

商j古建築は最初j の試みであったため

に，外国の占知を取り寄せて研究する

とともに ， 日比教授のな見をたたくな

と、苦心が払われたらしい。

新 築 当 時 の Fl 雪 平 面 ( 推 定 )

-'-
，:、

ー

， ｾ＠
ｾ ＮＮＮＮＮ＠ 一口

ミ土

百一一 ー… ー.  

曜、1・
fJ.. 母子

圃 • • • • 

c;， 九 i.!. 
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大正 13年改修後の外観 (j j( 部尚 j; 』股) 1階の窓を飾窓 1<: 改造したもの

京 都 銀 行 本 庖 ( 元 京 都 乱l元日)

昭和23年改修後の外観 (J j，締銀行本庖) 烏丸通よりのぞむ

48 

(3) 建 物 の 概 要

建物は本館と附属家とに分れていた

が，附属家は木造瓦卦てのものであるか

ら，ζ 乙では省略し，鉄筋 コンクリ ー

ト造の本館のみについて，竣工当 11与の

概要を記すと次のようである 。

0 位置 京都市下京区烏丸通り高辻下

ノレ薬師前向

0 敷 地 面 積 489. 8vl'( 1.  619. 2m" )  

O本 館 地 下 1 階，地上 3 階，屋階付

建坪 185. 9Vi' (614. 5 mコ)

延vi ' 594. 5P1 Ｈ Ｑ Ｎ ＹＶＵＮ Ｓｮ Ｑｾ Ｉ＠

( 屋階を除く)

!Ilf 高 46. 0尺 ( 13. 9 m)

fAi高 63. 0尺( 19. 1 m)  

0 総 造 構 造 体，外壁，床，各階Jlt .

勾配屋恨下地など主要首15は鉄

筋コシクリ ート 造。

ただし地階から 2 階床までの

柱と梁とは鉄骨鉄筋 コンクリ

ー ト造。大屋板を支える トラ

スは鉄骨造。

外壁と床l仮における コジクリ

ー トの厚さは次表のようであ

る。

外壁 j盤廻りは花l対石。その他は漆

l喰仕上げで，その色は淡いエ

ピ茶。 l庇の極J診の木口だけ

白。

屋根勾配なりのスラプ』ζ 瓦伎を出

め乙み，これに引っ上を置いて

校瓦ZF。大材l，下り事I i . 兆瓦な

どは在来の型によ っている 。

a右げ‘一、'  

木製窓の外部に鉄製| 耐絡子を

つけ ，さらにその外部に両日IJ

l坊火扉がある 。防火J J j l は二重

鉄板製で '1' 1乙アスベスト製

充。 乙のJ J I j . が，淡い総色のペ

ンキ塗り 。ただし 2. 3  ｾ告は

而i絡子がない。

0 室内 室内仕上け. について，設計者

はもっぱら不燃材料によ って

機l戎する芯見であ ったが， Ei:

築主は，只服太物の隙列場と



、
J  

F  

窓防火J i j ¥

しては，どう しても木材の仕

上げが望ましいという乙とで

あっ たために ，天井廻りから

盛，階段にかけて，かなりの

木材が佼用された。 とれが後

年の火災の とき に被害を大き

くした原因 となった ζ とが，

建築主に よって卒ji'( に反省さ

れている 。

(4) 施 工

設計者の決定よりも前1 [ ，施工者は

( 元) 合名会社竹中工務庖が指定されて

いた。同! 苫としても ，無鍛iコンクリ ー

ト造とか小規i肢の鉄筋 コジクリ ート 造

倉庫などを手がけ てきた が，当時と し

ての時代であっ たか ら日比教授を煩わ

J  

までの コ Y クリ ー ト足li 般には乙のタワ

ーが佼斤j されたが，それ以上は ，テ ッ

ポクを日でかついで足場を殺る方が，

かえ って能率的だったので，タワ ーは

利用されなか った。おそ らく J巻き上げ

も下倦き程度であ ったからと思え る。

( iv)  コンク リー ト打ち

床やERの堰板にはー而 lζ 去rr lUl紙を貼

りつけたり ， 石i撒水をお金イIJ したりし

た。笠，住では高さ 4 尺だけ寝板を入

れてコンクリ ー トを打ち込み，それか

ら次の 4 尺の堰板を入れるという手I1闘

が繰 りかえされた。

( v ) 鉄 筋

鉄筋は長尺物とい っても 15尺止 まり

であ った。梁の主筋などで柱の rlJ心ま

して統習を受ける ，いわば丙10辿築に でII11かないのが許されていたらしい。

は経験のないととしばしばであ ったと これは外Ik1でのやり方がそのまま 月九〉

いう 。 られたの であろう 。

(  i ) 上 家 ( v i) 防水工事

足場丸太で依板葺の上'ぶがかけられ i也階の IW水工事はアスブ ァノン ト塗布

た。 乙の下で屋根のコンクリート打ち と，外壁の外廻りを厚 1 尺ほ どの粘土

も行なわれたのだから， 高さ は21 mほ

どにな ったはずである 。

(  ii )  コγ クリ ー ト1 キナ ー

三 井物産の斡旋 ｋ よ っ てＯｉｾ Ａ 14から輸

入 したミキナ ー は，ボイラ Ｍ ｦｾ き ｪ� 型

の四切絞りのもので，燃料は: - r il Aを使

用していた。その1ill i絡は 3，000 円前後

であ った らしい。

( iii )  コンクリ ー トタ ワー

木製のタワ ーが建てられ， 2 併の床

で飽き旧め る方法と が併月j された。乙

のtii I- .IW 7 ] < は大正時代にな っても ，か

なり使用された方法で あった。

( v ii ) 出 土 品

婦プ'] "1 1ζl 直径 8 寸ほど の必がでてき

たが，その r' ，1C.は一分銀二分金などの

硬貨があわせて 3 列ばかり納めであ っ

たの11寺flUi で約 3 万円と評1111i された 。乙

のJ - i! [ ) ，故金の乙とは高，I;ol豆の r
l
了い記録に

も ｊ 己 ， ＱＦ されて い たが ， それはやｾｾ必とさ

外 部 詳 細1・烏 丸 iffi り に 而 し た 南 端

れていたので，いつの間にか忘れられ

たもののようで あった。

(5)  工事関係者その他

建 築 主 高Q屋飯間合1' ， 会下j

建築委員 渋谷緋治良1¥

顧 問 日 比Jt、彦

設計盟主傍 知 ｲｾ ￰ｊｬ新 三 ｬ Ｇ

同 助手 下itli Yt 術 ・日l代刀市

工 Ｔ ｊ ￇ ｾＡ ｊ Ｎ 負合名 会 社竹， Ｇ， 工務 Ｇ ，Ｑ［

峨場主任 r: =S見定太郎

現場員 7]<!l!i' 秀宵 ・沌邦一 ・

，'，村四 |三 外

ユ二 平三

起工 明 治43 ・12 ・28 ( 法礎工

ｾ ｊｊ ［ ｩＺｽ手Ｉ

唆 工 明 治45 ・5 ・30 ( 落成式

と被保)

工引1!i:

詳細は不明であるが，約 15万円

であ ったから ，坪当り 252 円余

( m" 当り 76円余)

( 参考〉改修工事

第 一次 改 修 大 正13{ .j'.

烏メL通りに l節する 一階の: 会、をν ヨ

ークインド ーに己主iiJi 。ただし ，貿

易部玄関が廃止された時期不明。

第二次改修 IIR和 2:( .j'.

人:iF.15 ・12 ・12，午前 1 11寺，スキ

ー展の装飾準 (lHl '  '-'! ζ ，京北昨qのν

ヨ ー クイ γ ド ー から ｾ￯ｪ 屯発火 ， た

ちまち全館内の設( J i 1 J と商品とを全

49 



京 都 銀 行 本 居

近

代

建

築

調

査

委

員

会

報

告

7  

硝子天井の骨組 大1E13年の改修の際， 改造して附下天 )1 を府 I1ーする

と共 iζ ， 各階の吹き抜き部分も I止を曹i，jをしたものと j K) i ! される a この

.n*且だけが現存する。 ζ の硝子天 JI の止部は ， 疋貸の Ｍｴｾｾ を ｬｩｬ ｬ {- I;; { ，l  

としてt I : 光してあった。

<: ， 

鉄骨小屋組

小以裂の11<と ，主11配J . ，{線下II ! ! とは共 IC . R .  ｃＮ で ， 物ｾＧＱＨｴｬｽとなっている

焼した 。被災後の調査によ って ，

射材、lζ は損傷のない ζ とが間tかめ

られた。 乙の鑑定には尼崎久助氏

がちられた という 。

乙の 11寺の改修工事は ，木製: 会、をス

チーノレに改め，容 l日エレベ ーター

の新設，附段の不燃化，外壁のク

Y ーム 色 ペ ン キ 塗 り な ど で あ っ

た。

改修行T が11丹羽 12 ・1 ・7 で，完

了は同月末，工 ｔＡｈｾ 約 Ｔ Ｗｊ 円

iI;-A次改修 11m司128i lc:

乙の91物が京係銀行本l点とな った

ときの改修で，ν ヨーク イ γ ドー

をふたたび窓 lζ!民し ，玄関廻りの

改 造と ｲＺｾ 辻過に玄関を新設し たの

が主たるもので 2 階以上はほと

んど原形のままである 。 工卒 ｴｮｾｊ

2，300刀円。

以上 3 [ii]ICおよぶ改修κ よ って 1 附

の玄関ili りが変更されたほかは，外 観

上ほとんど新築当時と変りはない た

だ前にも記したように ， 新築 ｉｉ ｾ の外観

は色彩が比較的はなやかなものであ っ

Tこ。

記)( 鴛尾九郎
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ー

... 

払1誌の陸 T主ヒ急畠の枝砧均三千J ろ

大 阪 支 広 大 阪 市 西 区 阿 波 路 l有 illi 1 ー 1

屯 話 代 表 (54) 8  5  2  3  - 5  

東 京 支 庖 東京I i s '1
'  

j.，:区 1-1木 精 浜 IIIJ 2- 47 

fE 話 ( 671') 7  3  0  9  

本社及阿万工場 兵 ｷ 県 三 原 ｬｾＱ 南 淡 町 伊 賀 野

福 良 工 場 兵 ) ，F 県 三 日.;1 lt 1 l 南淡 町 稿 良

‘ j  / ゑ鍛め宅S
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Cro wn  Zell erbach ビノレ

J ohn Hax cにk ピノレ

t ( "  t " ' {  r' 1  

Z長

し の び よ る ロ マ ン テ ィ シ ズ ム

村

ー

里子

i此近サ ンフランシスコの街に， ほとんど時を同じくし

て興味ある一つの建物が完成した。 Cro wn Zel lerbach  ビ

J レと J ohn Hanc民 k ビJ レがそれである。しかも， 乙の全

く傾向の異なれる建築は， S. O .  M サンフランシスコ事

務所の作品であるから，一層われわれには興味がある。

C r own Zell erbach  ビノレはマーケット街のお重な場所を広

く倣地にして，その- i 制 ζ アメ リカントラスト銀行の丸

し、一階建のijl 物を組合わせ= しかも地般の高低をたくみ

に取り入れて， 主階の;:t 観lζ LI ;l¥: 的な手法を加味 してい

るのが，近はi流行のジャポニカ! 凪なと乙ろは少しも な く

さすがに S. O.  M.  ' j T 務所の設計である。

敷地の高低と建物器部の接触や， s 感の軽重と線の粗

ff; などの巧妙さなど非常 lζ 優れたと乙ろがあっ て，それ

を見ていると ，との事務所の従来の作風といささか異っ

t o  

藤 吾

てはいるが. ヒ| 併以上はこれまでの傾向と同じく 1約千強

りの建築であるのがイ、調和K 思われる。サンフランシス

コのように 20階以上の建物が 1 .ダースもないような郎会

で， しかも，州部諸都市のうち比較的伝統的なと ζ ろに

は，乙のような建物は必らずしも適当ではあるまいとい

う向きさへある。乙れは，ニューヨークのように，街lζ

光線が不足するような総会とはいささか也きを異にして

考えなければならないので; まあるまいかと思う。

J ohn Ho問。ck ビJ レは， Cr own Zellerbach ビノレの近く κ あ

って，両者は全く異な った外観であるのが非常に対照的

である。 一方がl i I ' l 子張りの建物であるのに対し，一方は

ミネソタ庄の花出石の踏いたものを張って，ｾは 拙作森

五商底のように，壁 l仰と軽い凹t'l はあるが，規則正し く

浅い火が開いているだけである。[ J 背子の背と花f割石の磨

51 



J ohn  Hancock ヒV レの基部のコンクリートのアーチ

52 

いた表面とが，光線の明暗に映えて，全体としては黒色

に見える。写点で見るよう 1(" 基部は大きなコンクリー

卜のアーチで，表面はビシャン叩きを自立洗したままであ

り， しかも Ｕ 代以 上 も Ｕ 尽き 出 て ， その 上 に重そうなｾ

が 121皆の高さまでつな がり， さらに コンク リー ト打放し

の豆いコーニ スが空と 強い一線を区切っているのが印象

的である。アーチの角の取扱いなどについては， 4 月号

の Forum で Al l an Temko 氏は乙の建物の紹介文のなか

で，アメリカのど乙を探してもコンクリートがとのアー

チ程愉快に使月] されていると乙ろはないと 11めている。

アーチの中| 絡には， ｾＮｾいパ ｊ レコニーが横に流れるように

歩道の上にかぶさっていて，バルコニーの存在がまた，

乙の総会 lζ 対し特殊な役割の鎚を与えているといわれて

いる。パノレコニ- . : 9 下焔はチークの細長い板が張られ，

全体として節度のある外観となってはし、るが，ともあれ

庭部と頂部をコンクリ ー トにハサまれた漆黒の磨いた石

張の壁は，奇妙なコントラストであり，いくらか不器用

な点があるにしても同時に異常 な創造性を有し，一見し

て J レネッサン ス風な旧式なビノレのように思われるが， し

かし， Al l ao T帥 o 氏は，乙の建物の出現を開拓者ーたち

の教訓が現代の新しい建築用語 lζ 忠実に書き直された よ

うな ものであるといっているし，また，日光の中 K. 黒く

どっしりと構え，空と天候と 1(. 表枯一豊かに呼応して， ロ

7 ンチックなI 1IJ K 対するロマンチックな創造物 であっ

て，110"l C ピック リ漆け乙んでいる 。

保守的なボストンの保険会社の乙の西郊の本拠は，サ

ンフランシスコの活気 ICl ! : t j ちた金融街K 非常』ζ 想像)JIζ

72む手際と近代主:ゐ者のドク 7 から完全に解放 されたがl

新 さを もってその位置をたかめたとい っている 。

ほとんど 301ドにもわたってミースのJ: J j ，: 命はオフィスビ

ルの設計 lζ 対して支配的であったし，いま なお支配的で

ある。ところが， 丁目nko 氏はいう。 H a医 院k ビルの石張り

がその使われている乙とを何等秘' & ; にしていないのは，

ちょうどミースの去として装飾目的の Ｉ Ｑ ・梢造 ｭ 金属 ｬｾＱ 材

の使m Ｈ欽 什の部材を ｉｾ｝ 火的 ｬ ζ 掩 ったものを表 ｬ こ到わし

たも の一一隠級むれた欽円・部分の表現) と |日M是正 l立でか

つ辿築学的に千r*"J な工夫であると主張し，また美の. 4 . : 質

は各部のすべてが調和し協和した状態一一それK 何物を

加えても，J t X . 去っても，変えても悪くなるだけである と

とき状態一一いわば，建築のパイフツレから引用したよう

な言葉は，過去の設計者ーよりも現代の設計者たちのブj が

さらに怖れている言葉であって Ha間 町k の設計者た ち

は乙の言葉をJ 1TI C銘じて仕事をやったといっている。

つまり同氏は，建築の近代主義者連が， ニュ ー ヨーク

のパークアベニユウでやったように， J況(J. の美 しいl3'，'i .rJl

を一連のガラス張りの建物によ って全然作り変える こと

に満足したような乙とを失敗ではなし、かとして， Hanc.民 k

ピJ レの創造 的な建築的な業絞を過少評価しては ならない
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Ｈワｾ ・ ｼ当而は ｆｯｲｵｭ 泌1960年 4 月号より m写)

J ohn  H oncock ビノレ2 階平面
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といっ ている。

と乙ろが，乙 の建物の設計者がミ ースの理論から離れ

たという乙とは， S. O. M. 事務所の名声と 20年間以上に

もわたって， ミースの設計理論に忠実であったととを考

えると ，それだけでも重要な建築上の出来事である。

最近に おける同事務所の作風として，例えば Honcock

ビソレの外にブラッセ J レの銀行な どを考え，またサーリネ

ンその他のアメリカ建築家遠の最近 Ir. 現われた作風など

を思う H寺， ミ ース的なしかし，アメリカ的な ｲｵｾ 誌の傾向

にもど乙かi泊り角に来たのではないかと恩う。

H。町民k ヒリレの出現は，同時に設計者 Edwor d Chor l es 

Bosset t  (38才) は， S.O. M. サンフランシスコ主任建築家と

して， また稀れな才能ある浪浪派の建築家としての出現

を意味する。 TelT如 氏はこの建物の紹介文の最後に，

S. O. M. 事務所( 恐ら くサンフランシスコの事務所と思う)

が浪漫派の光りとして，存在してきた乙とは偶然とは思

えない。乙の光りはサンフランシスコの光りであり，サ

ンフランシスコ湾を見渡す四角い，黒い，強力な建物を

照す光りであると結んでいる 。

さて，われわれは，乙乙で前掲の Cr own Z ell erboch ピ

ノレ Ir . もどる。乙乙にもミ ースの理論がある 。S. O. M. 事

務所の最近の主tt 築的傾向ーしたが って広くアメリカの建

築的傾向 Ir . 視野を向け てみよう。ミースの: J 1 l ! 論は，オフ

ィスピ J レの設計 lζ 対し支配的であろう か。T凹 ko 氏は，

h 市 町kビソレの /1¥現はサンフランシスコの光りとして，同

時に ζ の建物の設計者ー Edwor d Chor l es Bo掛け を波法派の

光りであるとしたけれども ，竹中工務応のサンフランシ

スコ出張員北村氏は，私』ζ 乙の建物の設計者は， Honcock 

ヒツレの完成と共 fe， 自から責任を取っ て， S . O. M. 事務

所を辞職したと語ったのである。はたして事実だとすれ

ば何のための立任であろうか。

Ｈ筆者村野 Ｎ ｾ建築ｬｊ ｉＡ 留所Ｉ
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|理事会 |

11 日 Ｔ 時一 Ｕ 時半於会館集会ｾ

lH席者 尾崎会長外 10理事， ZJ 盛中国支部長代

理

議 事 ( 1  ) 昭和34年度収支決算の件

( 2  ) テレビ放送実施の件

( 3  ) 建設大臣表彰候補者推間の件

(  4  ) 講演会後媛の件

( 5  ) 理事補選lζ 関する件

( 6  ) 欧米視察団募集 (C. 関する件

(  7  ) 入退会者承沼の件

( 8  ) 報告事項

小委員会 ( 新建築見学会)

6 日 12時一 1 1時 於会館会議室

IU席者八十島主査，藤沢委員

新建築見学予定建物の選定

委 員 会

9 日 5 1時半- 7 / 1 与於会館集会室

11'，席者 岩崎，岡本正副委日長外 11委口

議 Ｇ ｊ ｾ＠ ( 1)  6 月 7 月の事業企画について

( 2 )  A' -年度の新事業企画について

( 3  ) 報告事項

小委員会 ( 工場見学会)

20日 正午ー 1 1侍 於 会 館 会 議 室

(  5 月 分 〉

出席者 山本茂主査，井村，橋長各委員

見学候補の工場選定

小委員会 (若い会員の集い)

20日 5 時半ー 7 時 於 会 館 会 議 室

出席者 松 村 主 査 外 3 委員

既往のwりの検討と今後の企画について協議

幹 事 会

7 日 3 1時一 5 1侍 於 会 館 会 議 室

出席 者森， 上 林正直 ｉ ｊ 委日長外 Ｓ 幹 ιｊｾ

8 月「施工特集」号の企画審議

幹 事 会

14日 2 時- 4 時 於会館会議室

出席者 上林副委員長外 3 幹事

9 月「設似jj 特集」号の企聞審議

委 員 会

14日 4 時- 9 1時 於会館会議室

11¥席者 森 ， 上林正副委員長外 10委貝

議 事 ( 1  ) 経過報告 ( 6 月号および 7 月号)

( 2 )  I建築の眼J 執1f t，者の件

( 3 ) 会誌の現状 f L 関する説明ならびに編集方

法についての打合せ

( 4 )  8 月 「施工特集」号の企画

(  5 ) ヲ月 「設備特集」 号の企画

( 6 )  10月号以降の特集テ ーマについて

。〉

｢ｾＭ ，孟厄=・

＿ワリｽｾ系ラテ Ｂｊ ｉｽｊＮＧｦＧ イント
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幹 事 会

27日 3 1侍- 6 時 於 会 館 会 議 室

出席者 上林副委員長外 3 幹事

(  1  ) 青年建築家の資料選衡

( 2 ) 適正工期 lζ 関するアンケートの件

| 出 版 委 員 会 |

10日 3 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者高橋委員長外 10委員

議 事 (  1  ) 委員長選任の件

( 2 ) 各出版企画の経過について

( イ〉内壁の仕上

( ロ) 左官工法指針

( ロ) 建築基準法および関係法規一覧表

( ニ〕建物および設備の保全

( ホ) 鉄骨 コンクリート実例集

( 3 ) 大阪市の地質調査表な らびK 西対処築史

写真図集lζ 関する件

[住竺竺|

12日 4 1時半- 6 時 於 会 館 会 議 室

出席者 海上委員長外 7 委日

議 事 ( 1  ) 片山副委員長後任の件

( 2 ) 委員会担当のテレビ放送テー 7 内容の検

討

( 3 ) 屯気協会の家庭電化 PR 専門委員会lζ 関

する件

( 4 ) 女子委員担任分科会の件

| 災 害 委 員 会 1

24日 3 時半- 5 1侍 於 会 議 集 会 室

出席者 越田委員長外 13委員

議 事 ( 1  ) 委員長z 幹事選任の件

宇部スレート工業株式会社

(  2 ) 前年度委員会より申 し送り事項の件

( 3 )  ，1 三年度の事業企画について

( 4 ) 報告事項

「空気調和設備」改訂打合会

9 日 2 1時一 5 時 於 会 館 談 話 室

出席者前回教授外 5 氏

改訂の方針その他について協議

委 員 会

26日 3 1時半ァ 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 中原委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2 ) 前年度委員会より申し送り事項について

( 3 ) 本年度事業企画について

「鉄筋 コンクリート 施工指針」改訂打合会

28日 正午ー 2 11寺於会館会議室

出 席 者 官 間 氏 外 3 氏

執筆方針などについて協議

分 科 会

27日 3 11寺半- 6 時 於 会 館 会 館 室

出席者ー 若木委員外 3 委員

議 事 ( 1  ) クイケン ・インシュレーション ・ボード

およひ' ダイケン ・インシュレーション ・

プランク審査の件

( 2 ) アートポンド審査の件

| テレビ放送実行委員会 |

委 員 会

6 日 4 時- 9 時 半 於 会 館 会 議 室

」ミ築用米国弐

r 輔元み

本 社 ・宇 都 大阪営業所・ 大阪市旭区大宮町一丁目 103

出頭所 ・名古屋 ・新居浜・岡山・広島・下訟・ 小倉・福岡
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出 席 者 足 立委員長外 8 委員

毎日放送今回プロデューサ一

議 事 ( 1  ) 第 1 話および可S5 話の原稿検討

( 2  ) 第 6 話の構想、検討

( 3 ) コマーシャルについての説明

( 4 )  7 月以降のテーマ担当者の選定

( 5  ) モニターならびに宣伝K 関する乙とその

{也

委 員 会

21 日 l 時半- 7 時 於 会 館 会 議 室

出席者足立委員長外 9 委員

毎日放送今問プロデューサー

スポンサ一 日本板硝子，東洋リノ

リュウ ム両社担当者

議 事 ( 1  ) 経過報告

( 2 ) 初期放送予定各テー 7 の内特について再

検討

( 3 ) 会長とスポンサ一会社の社長対談の件

( 4 ) タイトル画而lζ 関する判ニ

(  5 )  11月の都市不燃化全国大会時における企

画 ( C関する件

委 員 会

31 日 5 時- 9 時 於 会 館m会室

出席者足立委員長外 11委員

今回プロデューサー， i立i透明井氏

議 事 ( 1  ) 経過報告

( 2 ) 穿l 2 話出演者の決定

( 3  ) 第 3 話第 4 話の検討

(  4  ) 第 7 話の構想説明

( 5 ) 第 6 話の原稿説明と放送局へ手交

(  6 )  ["街のお化粧J ["気の毒なアベック 」

「未来の都市 J 担当者を決定

特訴防災シヤ・ッター全般

26日 3 時半- 5 11寺 半 於会館集会室

;1¥席者 滝沢委員長，林野幹事外 7 委日

;ふ が い ) 7 月号発表建物の決定

(  2 )  ［ｊｾｦ ￭Ｎ資料台 帳 Ｚｴ ｾ の ｊ 食品 ｬ

( 3  ) 正月特集号の企画案の説明

( 4 ) 建築学会の明治廷を築研究述絡委員会 !ζ 関

する報告

( 5 ) その他

会 員 名簿 発 行 委 員 会

13日 5 時半ー 7 時 於 会 館 会 議 室

;1¥席者 山本委員外 4 委員

議 事 ( 1  ) 資料整理状況の報告

( 2 ) 広告募集状況の報告と対策検討

日 孟 コンクール図集 出 版 記 念 会 |

24日 6 1時一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 森 田編集委員長外 3 委員

会食の後刊行図集について意見交換

| 鉄 骨 計 算 講 習 会 講 師 懇 談 会 |

25日 5 時半ー 7 時 於会館会議室

出 席 者 石崎主査外 3 議附

会食の後講習会の成果な らびlζ 図書再版lζ 閉して窓

見交換

|講
習

鉄骨機造計算講習会

( イ) 広島会場

1. 共 催 広 島 県 建 築 士 会 ， 木会中国支部

- Hl f f i ・
⑨ 25jjl 俣桝所大阪支庖
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東京事務所及工場 ・東京都北灰田端町
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1. n  1時 五)J 11 n  1 11与、ドー 5 11与

1  場 所 労 働会館ホール

1. 科目 および講師

鉄骨格造の設計方法

大 阪 大 学 助 教 授 馬 場 善 雄 氏

鉄骨格造の実例解 説

京都工繊大学総日iU 山日 邦男氏

軽量型鋼構造の使用実例

富 士 製 鉄 調 査 役 字 井 允 文氏

1， 総論. ( J ' 230名

( 口) 福 岡会場

1  共 催 福 岡 県 建 築 士 会，本会九州支部

1.  B  11、:r 5 月13仁1 ＱＰ ＱＱ ｾ ￍＧ Ｍ Ｕ Ｑ 時

Ｑ Ｎ 場所 福岡県医ｲＮ， ｪ￭ 会館 Ｓ Ｑｾ 雪

1. 科目および講師

鉄骨格造の設計紙説

神戸大学教侵工博 fl
o  

最近の建設用鋼材

潔 氏

八幡製鉄技術部 中島 亮氏

jJ 、行構造の設計方法

京拘 Ｕ 大学教 ｊ 受工ｾ石崎繊維 氏

鉄 rl. 構造の実例解説

九州大学助教授 ] i. + 嵐定義氏

1. *tli hYi  (j '  64名

|主 学会 |

住宅公団天神橋分譲施設付住宅見学会

i没，11・ " * 住宅公団二出建築' j C - i l i 所

監 理 三 座 止tt 築事務所

施 工 竹中工務l古

288 3 11年一 5 1i年 参加1' i ' 100名

ノ¥阪府9. . t t 築士会とjum

|後援 した会|

プ レスト レスト・コンクリート講演会

1.  主 催 プレス トレスト ・コンク リート 技術協

A  

=-

1. 口 l時 5 対17日 2 11寺- Ｔ ＱＱｾｦ＠

1. 場 所 大 阪 クラブ 3 階 ホ ーノレ

1. 演題および講師

デイピダーク 工法による新しL、構造物について

デ イッカ ーホーフ ・ビ ドマンネ土

Dr. 109 ハ イン y ・ネーゼ氏

1. 後 段

土木学会関西支部 ・建築学会近畿支部 ・_，j-:会

11111111111111111111111111 11 11111111111111 11 111111 111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

6 月 号 訂 正

‘ 法規ア ンケート 中， 大11¥敏811民の 「建築士法の一部改正をのぞむJ の

紀 01中つ吉のm大IJ 文 ( 傍点の とζ ろ) が白けていましたので， つつし

んで訂正 します。

110頁 上より 17行自 建築士法 ｉｾ 関する設計監ｬｬｬＱ ｬｦｬ 係を担当・ Ｐ

III 頁 左段上より 15行目

i I l 築設計ijl f 6 所関係の16%および建設業関係者のうらの何

Ｅかの 人速を除いた残りの ＶＰ ｾ ＷＰ 郊の 人達は

‘ 唱法規座技会の記事中， 75頁の左段上より 17行目 の駒氏の発言のう ち，

r...... : 1! 地の緩和が'... いというの1 0，/ して ，一 ー」を r.. .. .. :1! :也η 日、] !

がないの ｉ ｾ 対して ， ーJ と訂正します。

11111111111111111111111 11 111111111111111111 11 111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11 1111111 11 

編 集 後 記

本 η11， Ｑ 昭和 ＲＹ 年か ら ￞ｨ Ｑ った ｬ Ａｊ ｾ 年 処集家符ｊｬＡ 勾の ￭ｮ Ｗ 回目 ｉｃ 当る。

今回l で，百政卜名のJJ が軒1介さ れ. それぞれ， 寄切1 線で活活- 附 され，ま 1たこ

箔

今凶は I l'f 年i I ! 築家候補者として 20名のすいせんがあった。そ の促出

作品をもとにJ白紙の詮衡K ついて，幹事会， 委員会で協mしたと E ろ.

￯ Ａｩ減 Ｑ ＱＱＺｉ ］ｾ /J (匠11.1' 小凶処築事必所) は怨念ながらt日戦からはずれるとと

IU... った。

「しのびよるロマンテイシズムJ は， 村野先生がアメリ カで感銘をう

けられたハンコツ ヲピ ル ｉ ｾ つ いて の 感個文である。 乙のヒソレのi役計者は

38才と聞 く。 年令からいっても i!j' 年i I l 築家特集にもふ さわしかろうとい

う ζ とで ， とくにとの号 ｉ ｾ の せていた ｔ ごいたが，そ の反 響や ｌ 、 か ｉｃ 。

以上 c 悩)J いにだいた方々に jy. < お礼rll しあけ. ま す。次号は施工特

J l ! りの予定である。

11111 1111 1111111 11111 111111 111 11111111111111 1111 111.1 11 111 111 11 11 11111 11111 11111 11 111 111 111111 11 1111111 11 11 11111111 

建禁抑思待孟手庁儲庭錠一一一- 一J -

2剖益勾JI. . : 1. 一固ツク

日本 住 宅 公 団・ 公 営 住 宅 御 指 定 f5321VJJ 鑑

お 谷 山 製 作 所 正 日 江i
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社団法人 日 本 建

会 合 と 事 業

高松・ 松山建材説明会打合せ会

12 日 11時一 1 時 於 日 本 建 材 会 館

永大産業 ・恒和化学 ・田島応用化工 ・大建ウオ ールボ

ード ・日本板硝子各社関係者出席，来る 24 ・25 日の高

松 ・松山の説明会 lζ っき内容，持l時間など協議打合せ

た。

事業部理寧会 12 日 3 時一 4 11寺於日本建材会館

金光理事長，大和常務理事，村上，横田理事出席35年

事業諸般につき協議した。

理事会 12 日 4 時- 6 時 於 日 本 建 材 会 館

35年度事業，事務局女子職員退職，入退会詮衡その他

協議した。

相談役会 21 日 12時一 2 時 於 情 交 社

相談役石 ｾ ｉ ＮＭ 信氏外 Ｘ 名，理事金光型事長外 ＱＱ 名 出

席，相談役としてより一間協会の迩蛍などに と協力と

ど助ノJ を願う よう懇談した。

高松建築講演と建材説明会

24日 10時30分- 4 時 於千代田ビノレホール

10時30分香川県建築士会平野会長の開会の辞で始まり

本会田村副理事長の協会 PR と本日の催の趣旨および講

師紹介を兼ね挨拶，高 Ａｩ 水化学のオートスライド，大主 ｾ ウ

オー J レボード 「グイケンボード J W%，フィルム， i 最近

の景気について」 と題し同志社大学徳永治行同士の論演

後昼食。

午後 1後より恒和化学 「ダイヤリシン J 16% と説明，

日本板硝子「板硝子の出来るまでJ 16務! 決写，永大産業

「プリント合板とその施工方法j ，田島応用化工 「アス

フアルトI ¥}j ;kJ をそれぞれ説明，最後』ζ 大阪大学足立孝

博士の 「主t3l l ! の人間化J とj返 し 抗 孔 以 上 で 終 鱗，香川

県久保田建築課長の閉会の畔で脱会組に終了した

来会者凡そ 120名

松山建築講演と建材説明会

25日 午後 1時- 5 時30分 於 れ 治 会 館 ホ ー ル

1時愛媛県土木建築課山田政光主事の司会により本会

田村富IJ 理事長，高松同様挨拶後，愛媛県山口建築課長の

58 

材 協 会 5
4

2

 

月 幸R

挨妙につづき高松同様に出諮後愛媛県建築士会代表者の

閉会の辞で終了した。

日 ｾ ￨＠

7日 K.K 橋本硝子庖社長橋本忠次郎氏の葬儀

;;1>:会沢田理事外参列

9日 島根県吉川建築謀長来会

山陰地方説明会につき打合す

10日 本会顧問伊東五郎氏鹿島述設 K.K 大阪! 駐在常務収

締役就任挨拶』ζ 来会

23臼 事務局吉見，田島職員は高松 ・松山説明会のため

出発。 26日帰阪

27日 事務局田中庶務係長広島展示場および山陰地方建

がi説明会の打合せのため出発。 31日帰阪。

. 6.  

=  
静員 動

会 員 の 言ト報

本会々員 K.K. 橋本1尚子庖社長橋本巡次郎氏は 6 11逝去

されました。謹んで哀悼の走、を表します。

電 話 番 号 変 更

問中工業 K.K. 大阪出張所は大阪 ( 40) 6341 - 2 1乙変更

にK. 室谷商庖大阪支庖は (312) 2031- 4 1ζ 変更。

K.K 竹中工務庖は大阪 ( 312) 1251  ，ζ 変更。

町名変更，電話増設

田中 ・ 小凶建築Ｇ｝Ｑ務所は大阪市西区阿波座 ｬｾｩ￹ｬ Ｒ の ＶＰ

K 地名変更。 iG話 (54) 8097番を増設。

設計事務所関設

本会特別会日川村統之氏は，大阪市浪速区河原町 2 の

1456
0

ナンパビル電話 ( 64) 4990番に事務所を開設し

fこ。

住 所 変 更

本会々長( 日本板硝子 K. K 社長〉中村文夫氏の住所は

西'品市上 申点闘 2 の50電話I1Ii ' g' ( 5 )  0270番に変更し

fこ。

設 備 の 拡 張

万年スレート K. K. ではこのほど波型スレ ート工場の機

械設備の拡張をし量産を期してい る。



⑧ 

の 利 点 を 持 つ 竹 製 カ ー テ ン /

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 T E L ③ 代 1751- 4

東 京 ・横 浜 ・ 和 歌 山 ・ 広 島
カタログ贈呈

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌテールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ'Yター・オペレーター

岡田中工業株式会事t大阪出張所

大 阪 出 張 所 兵 庫 県 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 89 T  E  L 大 阪40)6341 (代 表) .  (40渇342

i韓日韓言語抗議pkkiiii122;o
長 崎 代 理 庖 長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関西工費量 ( 有 ) T E L 長 崎 ② 6046

田中式

商 庖
4

m

員

同

職

舎

大

z  

ー

』

電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7



沼

浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表⑮730 ・737- 9番

庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 (351) 4141- 4番

名古屋市中村区太閤通 リ一丁目 ・電話(54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山・奈良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

組浅

式

社

株

メ』

A  

⑬ 
取締役社長

本

支

所務工新

式

社

株

t . . .  

A  CD 
新 順

本 庖 ・大阪市北区曽綬崎.中一丁目四三 ・電話代表大阪 (34) 9151番

支 庄 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七 ・電 話 代 表 (291) 3741 

出 張 所 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 奈 良

取締役社長

22 安 藤 組 大 阪 支 庖

雲控室 瀬 川 博

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 土 通 ー

電 話 大 阪 (44) 3788 ( 代表) 3789 ・3780番 (45)  393番

支庖 ・出張所・名古屋・仙台・千葉・静岡 ・横浜・水戸・盛岡 ・新潟 ・神戸

⑤ b  

組林

取締役社長 大 林 芳 郎

庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 大 代 表 (94) 8  6  1 番

支 庖 ・東京・札幌・仙台・横浜・名古屋・岡山 ・広島・福岡・高松

出 張 所 ・神 戸

大

式

社

株

メ』

A  

本

@  

組奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 庄 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 電 話 奈 良 県 下 回 局 477

営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町一丁 目五一電話大阪⑪代表 Oお6(5)

支 居 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

出張所 ・千 葉 ・奈 良 ・西 宮 ・ 光 ・松 山 ・福 岡

株式会社

@  

2  



建 設 株 式 会 社島鹿
苅

助

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 の 三 三

電 話 大 阪 (77) 代 表 3 7  3  7 番

之守島鹿長会

本 社

大阪支庖

呂 組 大 阪 支 底勝

式

社

株

会

⑨ 

大阪市東区石町二丁目五十番地 電話 (94) 6861 ・6862番

本 社 ・静岡市日出町一ノ二 電話静岡 (2) 7171- 5番

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・福 岡 ・札 幌

営 業 所 ・会津若松 ・泊津・岐阜

出張所・滋賀・広島・八代・熊本・鹿児島・ 宮崎 ・函館 ・北見

神 崎 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社

Ｍｾ‘ＡｉｩｉｏＮＮＮ｟＠
-、r-

市

阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (34) 7  8  3  7  - 8 番

庖 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6 - 3 電話代表姫路2020

繁西大
取締役支庖長

大

本

熊 谷 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電話大阪@1726 ・1926番)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 ( 市 外 専 用 12 ・48∞- 2)  

営業所東京都新宿区築土八幡町二二番地( 電話九段 (331) 5281- 9番)

支 居 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横 浜 ・仙台・ 静 岡 ・佐久間 ・下 関 ・神 戸 ・岡 山・ 福 井

長野・青海・山形・高知 ・宮崎・旭川 l・鳥取・高松 ・諌早 ・北山川

• 

.. 

組池鴻

式

ネ土

株

メ』

ヱミ

⑩ 

3  

庖・ 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 三 丁 目 六 七 番 地

電 話 (46) 代 表 2 6  3  1 番

庖・東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡・広 島 ・松 江

本

支



4  

佐 藤 工 業 盟 大 阪 支 応

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 大 阪 支 庖 長 北 村 平 作

大 阪 市 東 区 北 浜 ー ノ 二 五 電 話 大 阪 (23) ＶＷＳＱｾＳＮ＠ 7293 

本 社 ・富 山 市 総 曲 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノ二

名古屋支庖・名古屋市中区仲ノ町一ノ一

札 幌 支 后 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

本 社 分 室 ・ 同 左

富 山 工 場 ・ 富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

出 張 所 ・神戸 ・横浜 ・岐阜 ・三重 ・仙台・ 盛岡 ・宇都宮 ・浦和 ・横須賀 ・静岡 ・四日 市

春 日 井 ・金 沢 ・高 岡・新潟・今庄・ }II 口・和田川・ 黒 部 ・御母衣 ・岩清水

清 水 建 設 株 式 会

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 宝 町 ニ ノ

常 務 取 締 役 支 后 長 城 戸 七 太 郎

大阪支居 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ

電話 (44) 1531 (10) 夜間専用 (44) 1531- 32 

社

。
株

メL

:z:s¥ 

式

社 銭 前 組

取締役社長 銭 高 輝 之

⑤ 

⑧ 

大

本 庖

東 京 支 庖

名古屋支庖

福 岡 支 庖

出 張 所

成

大阪市西区阿波座上通三 丁目 二番 地電話代表大阪ｾ 8178番

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

福 岡 市 箔 ! 里 町 一 六 務 地

札幌・ 盛 岡・仙台・前橋・新潟・千 葉 ・神 奈 川 ・三 島

京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・徳 島 ・松 山 ・長 崎 ・沖 縄

建 設 株 式

l 込

Z 玉 社

常 務取締 役

大阪支庖長

石 井 源

大阪支庖 大阪市東区南本町 4 丁 目20番地

電 話 大 阪( 25) 0778 ・4254( 代)

( 有楽 ピノレ内)

大日本土木株式会社大阪支唐

取 締 役 支 庖 長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電 話 @ 代 表 5931

神 戸 営 業 所 ・神戸市生田区下山手通八丁目四二番地ノ ー 電 話元町④2114番

和歌山営業所 ・和 歌 山 市 小 松 原 通 一 丁 目 一 番 地 和 歌 山 ②9869番

本 社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三番 地 電 話 岐 阜 ② 代表6141- 6145番

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋



• 

』

③ 

一 一

?株 式

会 社
竹 中 工 務 応

本 庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 却 番 地

電 話 大代表 大 阪 (312) 1  2  5  1 番

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・静 岡 ・名 古 屋

京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・岡山・ 福岡・八幡

⑥ 大 鏡 工 業 株 式 会 社

① 

⑥ 

@  

木

支

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地

電 話 ⑧ 1 7  1  - 5 番

支 庖 大阪 ・天王寺 ・津 ・名古屋 ・米子 ・福知山

鉄道建設興業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 西 島 尚 義

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピノレ七階)

電 話 (35) 臼30 ・883 ・2427 ・2693

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎町二丁目六番地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

雲 室 戸 田 組 大 阪 支 底

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 底

取締役支庖長 牧 村 利 勝

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七O番 地 ( 電 話 @ 代 表 5 0  3  5)  

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地( 電話東京 (408)代表2171)

庖 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

5  



@  雲 喜 藤 木 工 務 底

本 庖 ・大阪市東区両替町一丁目一三電話( 94) 451- 4番

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 損 所 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

@  
式

社

株

会藤 田 組 大 阪 支 底

雲控室 村 島 良 雄

大阪市北区堂島中二丁目三八番地 電話( 代表) @0757@5379

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 州 四 の 五

支 底 ・横 浜 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九州 ・札 幌

‘' 

22 呉 柄 組 大 阪 支 底

漆 村 重 一

電話⑪1272 ・1273 ・1274番

電 話 金 沢 代 表 ③ 1266番

。 式

社

株

会
組松 村

雄取締役社長 松 村
士

口

本 社 ・大阪市東区京橋二丁目二八番地 電話代表大阪 @3 1 7 1

支 居 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・福知山 ・岡山・ 呉 ・高松 ・八幡 ・大分・沖縄

⑥ 
三 井 建 設 盟 大 阪

雲控室 伊 豆 倉 武 一

本 社東京都中央区日本橋室町二ノー( 三井ピノレ)

支 庖

電 話 大 阪 (44) 代表 8951

電 話 東 京(241) 代表3261

島 ・福 岡 ・大 阪

山 ・奈 良 ・岡 山

6  



宇土
A .  

ヨｾ株 式組JII 谷長

⑮ 
長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9  2  9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道ー二 丁 目 三

電 話 (77) 9  0  4  4 番

取締役社長

社本

工 作 場

庖支阪大

式

社

株

会
設建野水

⑥ 
取締役副社長 水 野 久

支 庖 長 梅 津 正

大阪市北区太融寺町120 電話大阪 (34) 2107 ・2816 ・(36) 3987

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 71 電 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庖京都市下京区西七条市部町17 電 話 下 8052 ・8277

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

株 式 会 社設建月望
⑬ 

良日太月望取締役社長

電話@614- 5 ・3805 ・7883 ・7913

電 話 @ 1  1  5 ・1 1 6 番

大阪市北区堂島上ーノ一八

豊 中 市 庄 内 東町 2 丁目 37

本 社

工作所

〆了、

にν1
底木 工 務

八 木 一 郎

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

電 話 ⑪ 1626 ・5772 ・9256 ・8990

大阪市阿倍野区松崎町 3 丁目 10番地

電 話 ⑪ 1 0 5 3  

大 阪 市 住 吉 区 加 賀 屋 町 3 - 5

を入

取締役社長

本 社

倉庫 ・工作場

株

メ』

Z 又

‘  

'" 

I  

社会式株設建島矢
。

号
助

電話東京 (591) 代4181番

電 話 大 阪 @ 代5837番

取締役社長 矢 島 高

東京都千代田区内幸町一丁目一番地

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地

常務取締役

仁 平 信

支 庖 長

支庖 ・営業所 仙 台 ・名 古

本 社

大阪支J苫

也

屋 ・福 郡

7  

岡 ・蒲



8  

。

グ琴、

' *. J '  

@  

r等、

河 ｾＡｉ

⑧ 

株

ム.

式

社 井

代表取締役 井

上 組

上 福 蔵

本 庖

出張所

大阪市都島区東野田町二丁目一五番地電話@0530・2823・4038・4782

神 戸 市 生 田 区 加 納 町三丁 目 一 番 地 電 話 葺 合 ② o 9  1  4  

株

メ』

:z;3¥ 

式

社

A  

E  

取締役社長 佐 藤

西

コ包

日

組

松

本 社

支 居

出張所

出張所

営業所

大阪市天王寺区上本町七丁目三四番地 電 話 ⑪ 8 2 3 1 - 3

東 京 都 渋 谷 区 南 平 台 町 一 二 番 地 電話 (461) 9  4  6  0  

神戸市生田区下山手通四丁目四番地ノー 電話 @  6 0 6 0  

奈 良 市 学 園 町 南 二 丁 目 九 一 五 番 地 電 話 富 雄 3 0 9

芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地 電 話 芦 屋 2 2  2  6  

株 式 会 社
岡 組

本 庖

支 庖

工 作 所

取締役社長 岡

大 阪 市 北 区 堂 山 町 八 九 番 地

京 都 市 右 京 区 嵯 峨 明 星 町 一

大阪市大淀区中津本通二丁目

三 郎

電話大阪(36)2967・2984・7720・9496番

電話 (86)  4  1  5 ・2 1 8 番

電話大阪 (37) 5  4  9  3 番

鍵 仲 建 設 株 式 会 社

取締役社長 鍵 仲 定

本 社

営 業 所

大阪市阿倍野区阪南町中一丁目九番地

大 津 市 膳 所 北 浦 町 一 四 一 一 番 地

電話 @ 0 2 6 1 - 2

電 話 大 津 6 5  1  4  

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 村 上

本 社

工 作 所

出 張 所

大阪市西区北痢江通一丁目三一番地

大 阪 市 城 東 区 森 町 二 番 地

東 京 ・ 和 歌 山

勇

電話@ 代表 5801

電 話 @0  5  6  9  



。 株 式

坂 井 組ｾ＠ 社

代表取締役
111 崎 盛 治

本 庖 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 八 三 番 地 電 話@9331- 4

出 張 所 京都市上京区寺町今出川下ノレ扇 町 二 六 七 電 話 @ 3 9 2 8  

。
大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義

本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区北河堀町五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・沼80

本 庖 和 歌 山 市 南 材 木 町 三 丁 目 二 番 地 電 話 和 歌 山 ② 3 2 2 5  

営 業 所 京 都 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 電 話 京 都 ⑤ o 4 7 0  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 電 話 泉 大 津 1 6 7 5  

Q  

式

社

株

会 大 末 組

取締役社長 山 本 末

本 社 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5

男

話松原526 ・黒山135 ・61

大 阪 事 務 所 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 電話@ 代0555 ・6345 ・6346

東 京 支 庖 東 京 都 豊 島 区 池 袋 1 の 693 電話 (791) 3658 ・3958

出 張 所 神 戸 ・ 奈 良

‘  

⑬ 

』

本 社

東 京 支 居

神戸出張所

姫路出強所

式

社

株

会長 谷 川 工 務 底

取締役社長 長 谷 川 武 彦

大 阪 市 東 区 淡 路 町 五 丁 目 二 番 地 電話@7646- 9・32∞・8239・7650

東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 二 電話 (231) 1  5  9  1  - 8  

神戸市葺合区雲井通七ノ四〈神戸新開会館五階) 電話 ② 4  8  4  7  

姫 路 市 飾 磨 区 御 幸 八 五 番 地 電 話 飾 磨 o 3  4  8  

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長
圧 野 勝

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 電 話 @ 代 表 4 7 7 1 - 7

東 京 支 庖 東京都中央区銀座東八丁目四番地( 燃料会館内) 電話(541) 5711- 21・直通0967

神 戸 営 業 所 神 戸 市 灘 区 大 和 町 一 丁 目 六 番 地 電 話 @ 9  6 0 5  

9  



一 一 特 命 叉 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

ム

一え
五

株式

会社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸塑南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 務

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・机幌 ・仙台・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・霞語大阪@7575(代表〉

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・m諾神戸④5892

庸口城代表取締役

后

所

支

出 張

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

屯 話 東 京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻. i r n 大同 ピノレ714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 田 ( 札 幌 駅 前 〉

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 電 話 中 局 @1 7  6 6  

創 業

大正二年

1長

広

r.5 

名 古 屋 后

阪

幌

株 式

会社

東 京

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイ γ 製造販売

(旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l脱皮町通一丁目四四番地

電話大阪｀代表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ ｩ 寄

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

電話 ＨＲ ＸＱ Ｉ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 屯 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 了 九 電 話 高 松 ②5195

応

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

一

角

本

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

峻冷房 ・環境術生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 綴 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐婦通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 Ｖ 丁目電話 ｾ Ｔｾ ＱＩ 代表 ＷＱＲＱ

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生国区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社
須

機

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 厄

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

支 庖

大阪 市東区高麗橋 三 丁答壱番地 ・ 電話代表 ＲＶ 局 ｻ ｾｾｾｾ
l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 接 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電 気 ・ 曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

阪業 大工

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装i丙

社材建

株式

会 社

庖

大阪市北区中ノ島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 ー

支阪大

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区 中津南通 2 丁目51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451)' 5281

広島出彊所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7544

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳ピノレ

株 式

会社

本社及東京支庖

営 業 所

本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 岡 町 一 六 @7031@6793

東京都中火区宝H可二 ・六( 村幸ピル2階メ561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ①1820

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目 一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 II IJ 八 ②1938

福 岡 市 美 巴 町 二 二 0 1158

株式会社

10 

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・ 4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電話 ｾ ＰＹＶＶ

東 京 都 北 区 よ 十 条 l の10 包 (9II ) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 31 電 ② I 3 7 5

営業所

所張

H

H

山

山



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工
暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

底

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 8 階)

話 大 阪 @ 7 6 4 1 ( 大 代 )

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目2 番地本土本

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 書 宣 装

設 計 施 工

株 式 会 社 朝 日 ヱ 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 脂 東京都港区芝浜総町 2ー 7 包 (431) 7  3  4  1  - 5  

北海道出張所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374.5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路t五城ピル} 電 ② 8061・@9261

名古屋出張所 名古屋市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1 4 H

広 島 出 悦 所 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9  4  9  

稲 岡 山 娘 所 福 岡 市 費 研 町 3 電 0 0788・⑤ 0296

社

生

置

暖

温

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 ー務地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 蕃 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁 目三三 電筒元町0 3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 週三条下ル 埼 舘 上 ③お69番

背 縦 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 得 館 大三沢36番

4 泊-

ｾ＠株式会社

后

本

支

神戸出強所

束事E出強E時

三沢出強所

温湿度調盤・暖冷房・換気給排水・衛生殴備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 間 町 30 電話大阪@ lo読まな私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

匂 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 進 男

@  

京都市中京区両替町通リ姉小路上J レ

電話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満縞筋1-37(天満橋北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503，3臼 5

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 黛 所
仙 台 支 応

四日市営事院所

簿 営 割 健 所

名古屋出張所

和

気

調

工

気

ι
電

施

気

生

換

衛

計

房

水

:

冷

排

5

暖

給

社

京

大

• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

匂 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 国 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866)7683 ・7716 ・2594

下 関 市 大 和 町 33 大和ピノレ 23号室

匂 話 ② 7 3  0  6  

日

‘  

本

東 京 支 庖L  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営鍵所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピノレ)

包 大 阪 代 ( 44) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大岡 ピル)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

出強所

煩房・冷房・温湿度調整・衛生股傭

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ六階

話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9851- 9 ・9951- 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

西部営鎌所

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

本社・工場

本社・分室

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 3 丁目 46 君子地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 71在地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

所

11 
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一 一 特 命 文 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 します一一

社

各 種 電 気 工 事 政 計 施 工

気

取 締 役 社 長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 ー 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (必1) 1316・2536・4715 ・3573

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 沖 縄 ・ 福 岡

必泊-

' : zx 株 式浅 海 電

本

東京支社

電 気 工 事 設 計 施 工

電

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 番

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3 0 3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

社

A .  

ｾ＠式株気藤エ

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

A .  

ｾ＠

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町二五番地

包 話 大 阪 @8131代表- 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村
A  

寸
取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松11汀( 大門ピノレ)

出張所 名古屡 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

ユ

ヨ

ロ原栗取締役社長

A .  

ｾ＠

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室電話東京 ( 541)7464

北海道 ・名古屋 ・四日 市 ・福 山 ・福 岡

気ト 電マヤ株式会社

龍本山取締役社長

社

所

東京営業所

出 張

本

.電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分 電 盤 ・受 電 盤

自動遠方操作盤 ・電動機単逆相運転防止装置

温 湿 度 自 動 装 置 監 視 縫 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各 種 フロ シ トスイ ッチ ・スペースヒ ータ ー 及 び

クォータヒーター・ 其の他特殊電気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 間 綱 町 一 番 地

電 話 東 京 (450 9  6  1  1  - 5 番

工 場 東京都港区麻布新広尾町一丁目一三四番地

電 話 東 京 ( 450 0  5  3  5 番

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪 (44) 9516- 8番夜間専用( “ )502番

名古屋出張所 名 古 屋 市中村区長戸井町三丁目四十一番地

世I! l I i ! i 笹島 l 5( ) 6 8 6 5 ・9 4 9 5 番

福 凋 出 張 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 番 地

電 話 (4) 7  8  1  3 番 (5) 3  5  1  6 番

気 株 式 会

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ J レ7 階

ー 電 信 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大 代 表)

営黛所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 路 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表 ) - 3  

出現所 京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電 気 工 事 股 針 施 工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ピノレ3 階)

電 ・ 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @ 5  1  4  8 ・6 6 4 6  

東 京都 中 央 区 西 八 丁繍 4 丁 目10番地

f ゑ関ピル 3 階) 電 話 ( 551) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 林 区 泥 江 町 2 ノ l

電 話 ⑧ 7 1  4  6  

社

事

エ

エ

施

気

計 ・

電

設

電陽朝

社

• 取 締 役 社 長

庫

庖

本

倉

支

営業所

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電話大阪⑮代表 4 0 3 5 ⑪5 5 1 5

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

.，6.. 

ヨコE

明

式

正

株

本

畠 -

ヌL

中

電

取締役社長

本中社
4

2

 

式株気電東j工

大 阪 市 城 東 区a野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

話 ③ 51 43 ・5373 ・9594 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一 三

電 話 @ 2  1  9  3  

社本

社

本

支

微量豊工場

資材倉庫出Ｕｉｾ野
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鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア l  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

式

ヤ

ゆ

γ

タ ア 工

鈴 木

ヤν  木鈴

ア株 式 会 社

' i R 話@∞98 ・5837 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

軽 量 鉄 骨

段 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

包 話 I @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町田

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9  6  8  向 島 西 1 9  

社

ー・

本

工

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 l町

電 話 大 阪 (94) 6531 ' ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出強所 東 京 ・悶

リ グ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

司山・ 門

製造 ・販売・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社岨.、 商 月 報 無 料 送 呈

。 井 田 商 事 採 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七. 地浅町駅貨絢λき門前

電 話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  ＰＸＰＸｾＹ＠

大阪市西区南煽江上通一丁目三一

電 話 大 阪 I @ 3 4 2 6 - 7  

信本

て覇軍方&

S  

標準セメシト 防水材・ 特許ニッポン

特許ニ ッポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメン ト防水材特許権実

施工場

i文阪附営*糊所) 北区芝困町六八 電話大阪@乃

本社. 工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1凶87初6.

‘  神戸③2723

.  
， 

L  

赤褐色 ・銀黒色・ 育 緑色及瀬戸焼色瓦

辱場氏耐台風に耐震に

優 雅 な 瓦

各種瓦主主工事請負業

皇室 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京構前之町 2 ( 市電京阪東口停前)

旬2 話 @ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 ・1 5 2 8 番

負

塗 装 庖

CONT RACT OR 

3青事工

PAI NT I NG 

装

林

塗

株式

会社
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 PIJ 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大 阪 市 北 区絹笠岡J 1 8 器 地 ( 来 臨 ピ ル 3 階)

m 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ピル) 133048 ・4593

福岡市橋口町15番地の1 (サ Y ピル 3 階) ④邸25

本社及工場

名古屋支庖

福岡出張所

大 阪 支 庖

ァ
u

p

 

-ン
ツ

ム

サ

ス

ウ

レ

-

一

ン

ル

テ

ア

ス

タツル シ ヤチ ース

ア- 7 ーコート 西日本代理庖

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防水美装塗料… … ア ーマーコート

特殊防水パテ… … タイガ ー印コーキング ・

ハイ ドロ ν ーノレ

床 面美装仕上材料… … フアノレベ トン

美 装 吸 音 材 料 … … ラ テ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 崎 町 33 T E L大阪⑮3∞3番

九州出彊所 久 留 米 市 原 古 賀 町 北134の1 T E L久樹米7侃5番

北陸出強所 石 川 県 松 任 町 字 布 市 町50 T E L 松 任 672番

工業用及建築用各種石灰駁造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売庖

プ ロ ッ ク

セ ン ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜様電停曽根崎新地西入) 電話大阪@ 1274- 6

支 唐 ・ 東 京 ・神 戸 ・ 姫 路 ・徳 島 ・高 松

.  、

海管録 ｾＮｴ ューほ

ベンキt-?-. v.ン古寸し

曾

τ

M

商

吹

い

幸

一一

一

一

一

城

山

許

⑩ー

特

白 峰

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話 奈良4 ω8

出張所 奈良市春 日町尾団組内 包 謡曲11 ・6012

本 節 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

所

話 奈良 4 0 9 8

防予滋殺式平松

FUTABA YA DECORA TORS， L  TD.  

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具 ・建具・室内装飾工事

内外織物・敷物類一式

モデ‘ ルルーム へどうそ設 計 施 工

味でも時代感覚iこ奴Lょうミ努力町、ます

立;zz圃 姐7ri
@ニ考空間工副長土

大阪市大淀区本庄川崎町

電 Ｈ天 六 電停西 北 Ｒ ｾ ｦＩ
話 ・大飯 @ 3321- 3 ・3日O

14 



耐 酸 ツ ポ 各 種

天窓瓦福材産地直売

例数必

続吉田芳雄翻高

だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風 lζ 強く緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重( 坪当 37貫)

和型より安い

組 大仏瓦各種和洋瓦

工 事 情 負 一 式

京都市東山区今熊野池閃町九 ⑥ 3555 

大阪市東区内淡路町一丁目 @  975 

発 売 元

仏

ぷ

大

本大

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 応

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピノレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 番

雨 水 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 劇 風

安 定 軽 量

ナニワ緩匂 ｾＲ 買

決然えない建築資桜

匝E軍 軍 司

ド

シ

財

~

一

館

書

m

k

'

m

-A-附

~

7

ガ

駅

事

月

イ

w

厄

M

A

U生裂亀
ほ

杷

ナ

ニ

ワ

瓦

練

式

会

龍

太

需

護

語

一

T
E
M

回
二
塁
。
六
五

衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の l苫

t 愛川 j S掌 窯 業

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理庄 、株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 星 電 停 前

製 造 元 東 京 サ シ ヒ γ ト商 会 電 大 阪@0417・4091

張出阪大

凶 ｾｴ Ａ￟魁魁温
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支底

吸

音

テ

ッ

ク

ス

生

L  

本

福 岡 嘗蝶 所

15 



ＹｾＺ 宮参 - 新 ι ι3建 築 資 材

- E函 E・E 量・・E車彊圃

音 響 材 料
アズマ・味の索・ジヤバ

ゴールデン- ヤマ八アコヌ

三子ヰボード ・ 才 ＺＢＧｊｾ デ〉ボード

イワ7ラ峨モゲン・ヤマ八木-F

創 雄 明 治 24 年

貿易・木材・建材 ③ 

J¥ードボード

インｾション

高 級 合 板

装 飾 緩

田村商

子 ｊｾ ｔ ンインシュレーショ〉ボ Ｍｲ
テ ・ ソ ク ス 各 種

ヤマ八合板・ランJ¥"- コ7

7ライロン・3リデ: めFヰヲチ

連羽部

本 臨 神戸市生田区京町 7 2  (，フレセントピ J レ) 電 話 代 表 神戸 ⑧ o8  8  1  

支 底 東京都中央区八重洲一丁目 ー西 河 岸 橋 函 館 電 話 東 京 (271) 6181 ・6182

最 も 新 し い 防 水 工 法

強 靭 、 耐 薬 品 性 で 老 化 し な い

火 熱 を 要 し な い の で 施 工 容 易

責 任 施 工

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 融

大 阪 市北 区 高 垣町 八 十 番 地 電 話 代 表 @ 0  1  7 8 ・4 1 6 1 番 ⑪ 4 9 5 7 ・ 4 9 5 8 番

16 

， 



• 

a  

、同

日本て初めての年限仕様

(A) 

地区| 組
メ日、

員 名 住 所 電 話

( 隊) 久 保 商 庖 大阪市北区真砂町5 大 阪@ω0 7 - 8・4836- 7

( 株 ) 木 下 隆 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通5/ 35 大 阪 @臼08・5486

近 ( 株) 明 正 社 大阪市東区高周締結町21 大 阪8 812沼- 8 ・0761

( 妹 ) 井 上 r. J t 夫商底 大阪市西区江戸掘下通1/ 7 大 阪 @お31- 5

( 株) 大 和 商 会 大阪市南区高津町41昏丁73 大 阪0 6221- 4

( 株 ) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 @ お40・ぉ05

内 外 工 業 抹 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町l ノ51 大 阪O 3434- 6

• 旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大阪@ 6 S55- 7

聖

日本源背工業( 株) 大阪支庖 大阪市北区富田町40 大 阪@1804

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵雌区荒田町1丁目 神 戸 ⑤2140・2 ω7

同

( 株) 中 出 商 会 神戸市兵庫区上沢通6ノ9 神 戸 @ 4臼O

タ テ パ ヤ V 商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都9 4468

田島応用化工〈隊) 大阪出張所 大阪市西区京町婦上通l ノ14 大 阪@5951- 8

車 問 問 建 材 抹 式 会 社 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋 ｾ ＲＰＵＷ ・ ＰＱ Ｒ Ｑ

( 株) 名 u  商 会 名古屋市中区宮出町41/ 2 名古屋@1329・2817・21C路

海 高 締 E墨 本占 r.5 名古屋市中区材木町1 / 12 名古展@辺95

ｾｴ 北川工 業株式会社 金沢市西側町8 金 沢 ②4552- 3

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新町23 富 山 ②2218 @ 1014 

北 川 工 業( 株) 福井営業所 福井市大和中町70 福 井 ②4532

( 株 ) 小 島 工 務 庖 高岡市大lif 畑町2丁目32ノ1 高 岡 24臼

隆 ( 株) 小島工萄庖富山営業所
富山市神通町3区1∞3 富 山 8221

中 背 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

ft 盛 建 材 ( 隊 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東田町3 岡 山 ②7911・8169

国 ( 有 ) 小 野 益 商 庖 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②42η

( 抹 ) 浜 原 豊 商 庖 烏道市若宮町 尾 道 27ω

四 ( 株) 浜 原 ft 商 庖 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 l ω7

古 市 断 熱 工 業 株 弐 会 社 高f;} 市宮脇町%。 高 位 ③釦34

国 正 和 商 事 株 式 会 社 絵山市1番圏J 21 松 山 ②8161- 5

九 背 盛 建 材 ( 株) 福岡 営業所 福岡市万行寺前町14 福 岡 ③1225- 6

暁 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市薬院町65 福岡@4 3 26 ・8467

州 高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大栂町138 長 崎@ 1726

建2量省阪建 22 号館可

出資金 600 万円

亘 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 娼 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京都足立区小台町六三三( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中国 ・四 国 ・九州

T E L  @ 代 表 5951

T E  L  (911) 代表1181

17 



(  ;カ タ ロ グ 進 呈 )

18 

角 形 鋼 管

「鋼 管 を 索 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管 」

形 鋼を組合 わせて 港接し た角 形 鋼管 と比べ ると

均 質 で 、経 量 で、経 済 的 な( 高級) 継目無角形鋼 管

。

住友金属工業株式会社

本 祉 大 幅 ，ti .1k l 1 ( 瓦町 ・ T 目 3 1 電話{大代表}大匝肺) 2201

宜 祉 班点II H代川区九 J 向 1丁目 8 / 6 (舗住在ピル) 電話 (;k代表). J ; ( 1Il 1)2211

指 定 問 屋

fl . ! i 商 $ 検 式 会 社 大 凪 ，1，M li .I t 嗣 5 T  LI 2  2 電品 大阪 @6 7 8 1  

Ｔ ゲタ 園 管検 式会 社 大 飯 市 西 ｬ 韮 厳町通 ｉ ｔ ｕ ｉ ・ 番地電 品 大阪ｾ 6 3 3 1  

山 本 圃 墨 除 式 会 社 ) <駆宿禰I i 安宣寺嶋過 1Tt l lol i 地 ‘ 鼠 大阪4 t 2 8 3 1  

合名書祉 施辿・1:宮本町 制 岡 市 1  両 胴r 1  6  1c品 舗関 ⑤ 2 2 3 5

燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で は . 毎年 火 災 の た め に 400 億 円 に 近 い 莫 大 な 損失 と . 大 き な

不 惑 を生 じ て い ま す 。

私 達 は. 一 日も .!j!. < こ の よ う な こ と か ら解 放 き れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 建 築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社 で は . こ の 要望置 に 応 え る た め に. 最 適 の 建 築 材 料 と し て. す で に

欧 米 で 大量 に 使 用 き れ て い る 「軽 量形 鋼J を. 当 事 土 川 崎 製 鋼 所 の新 鋭 股

備 で生 産 し て お り ま す 。

こ の 「鞍 量 形鋼_ J 1: ， 戦 〈 て 丈夫 な 「樽 鋼 板 』 を 冷 附 成 型 し て . 各 種

の 形 鋼 を 大震 に 生座 す る も の で 価 格 も 低 師 匠 で すL

a  

4  



-!・電気工事

太

本 医大括計剖 口 辺布扇 町 ＱＲ 電話Ｈメオ匂ｾ大阪 ＳＱＲＭ Ｑ ＳＳ Ｑ

支 窟$ 支 社 大 阪 北 ・大 阪 商 ・京 都 ・神 戸 ・姫 路 ・奈 良

和 歌 山・ 滋 賀 * 名 古 屋 ・広 島 ・東 京

藤佐

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

是 非 当 社 へ

取 締役 社 長

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

剣勝

ドライアリベ外Z誕
‘  

ド ラ イ ブ イ ッ ト ・ ド ラ イ ブ ピ ノ

ドライブリベ ッタ ー ・ ド ラ イ ブ リ ベ ッ ト

製 造 元

日 旗 ド ヲ - r 7 同f ・・，ト事業式会審企

東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋

34- 6  4  4  4  

36- 8  7  0  9  

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

ブ

イ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

岡

田

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

令

車

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

ι  

大阪 市 北区 絹 笠町 11 T  E  L  
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IU 野 田

建築め美濃化

自包ボルトランドりント

用 途

建 築 の 内 外 面 の 仕 上 塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

Jll 野田セメント株式舎鼠

木 部 東 京 丸 ノ 内 l ノ l ・鉄鋼ピノレ

大 阪 支 庖 大 阪 本 毎 倒 ・ 第 一 生 命 ピ ノ レ

特 徴 透水比も l吸水率も詳しく低〈且均質優秀な防水モ

ルタ J レや防水コ ンクリートをつくる為の浪人向j で

あります。

御一報次第詳細な説明印刷物を御送り致します。

般針・施行の御相駁・御世話も致します。

ｾＮ￐＠ IJ¥野田コ" ロック株式会社

本社 千代田区丸 ノ内 1 町 1

電話 ( 201)  1311 ・ 1411

内線 3  6  5  - 7  

20 
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ｅ ＮｊｉｾｉＭく

自家包メント

.‘  

、

電話大阪 (36) 3351--6 

東京都千代田区大手町 1 - 4 ( 大手町ピノレ〉

北 海 道 ・東 京 ・関 西 ・九 州

仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 知

新阪神ピル 6 階大阪市北区梅田町47番地

社

所

所

務

張

本

事

出

関西事務所

遂に詑威一… ・后膏の

ｳｳｳ 拘ヲＭｾ］ヲ叉勿ー
合寄与 ｡ ない妻、 ｾｌ 争い ヤイント1-¥' ・節減.

ハヒヲイトロ IC#-

5 S S円. ーヲ4 ト用ヲヲ叉勿ー

経量失井 吸 音 イ 宗 温 断 熱 i之

a  

21 
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'  

電 話 @ 6 5 0 1 - 2 番

雄

大 阪 市 北 区 神 山 町26 ( 富国信 用ピル 2 階 )

支 部 長 福 田 好

部支西関

西

日

本

規

格

サ

ッ

シ

株

式

会

社

建

材

工

業

徐

式

会

社

朝

日

旭

鋼

銀

株

社

麻

村

サ

ッ

シ

ュ

工

禦

繰

式

会

社

尼

崎

建

材

株

式

会

社

砦

栄栄

工

• 
式

会

株

式

会

大

阪 進 進

築

住

株

鉄

会 工
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ホイスト・リフト・クレーン・エスカレータ

位 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K. K.  

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 様 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル

電 話 大 阪 ( 35) 3  8  1  2 ・4 9 8 7 ・9 3 3 9 ・7 0 7 1  

工 場 大阪市東淀川区小松中通 5 丁目6 番地ノ 2 電 話 ( 38) 0363

• 

カ ー ペ ッ

椅子張地、

住 江

本 社

. 京 支 后

質
…

…

鍛

別

1
n
w
"

株

U

U

地

物

の

フ

ン

吋

グ

一

↓

:

ト

ヵ

通 、 モ ケ ッ ト

珍 、 紡 毛 糸

織 式 会 社

大阪市南区安堂寺構通 4 (御堂筋) (篭) 大阪 (25) 代表81番

東京都港区芝田村町 4 番地 (電) 東京 ( 431) 代4166番

t t・_ .・.. '  ..... :・ : "..'"0'"・_. 九九二九・. . . ＧＮｾ＠ ":..-::・:..-_" ＧＺＡ・ＺＺＮｾＮ・Ｎ
目

-.  

a  

'
・
・
.
・
.
山
句
、
同
・
・
"
い
句

L  

.  
、

:1  

.  
，ｾ＠ .  .  .  

‘  

.  .  .  

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

電 話 大 阪 67- 6751  ( 代表) - 4 ・1590

堺 工 場 堺 市 浜 寺 石 津 田T 中 二 丁 目 二 四 O 番 地

官置 話 堺 ① 1 2 1 3 ③ 1  3  2  2  

出 張 所 福 岡 徳 島

.._'" ＺＮ，，ｾＮＮＮＮＢＢＮＧＺＮＭ，，Ｚ・ Ｑ ・Ｎ乞Ｎ，・Ｎ .- ....・.-.，:・、墨・・: .;.":.， : .  ｾ＠ :・: . ・: :  ｾＮＭ ・ ・ Ｑ ・Ｎ｟ ・ ・正ＮＺＮＮＮＮＮ Ｎ ＧＮ・ｾて［百 ＮｔｲｺＮｊ ・Ｂラ・ＧＡ ....: ..:. ・・'" ｾＢ｟ＧＮＧＮＮＮＧＺＧＧＧ｟Ｎ￞＠

‘  

住宅や家具につく自アリや害虫を退治します、そのよ「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります。

協議

ｾ＠ a 7 リに p  ・ ｊ ＮＮｉｾ
ｌ 二「ぺｾ山宗化学株式会社 阪 区

23 



不二のレディメード・アルミサッシ F R型

不ニの ｮｾ｡ ニ ｡

24 

。不ニサッシエ林地本土

取 締 役 社 長 佐 野 友 二

本 社 及 工 場 川 崎 市 中 丸 子 1 3 5 番 地

包括 721- 4261 ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5番地

iE話 571 - 5526 ( 代)

大阪本庖及工場 大阪市西淀川区御幣島町中 3- 4番地

電話 47- 1 4 5 4

営 業 所 続 問 ・名 古 反 ・金 沢 仙 台 ・札 幌

lEII 

• 

A  



a  

‘  

‘  

L  

広
主包

C I  
目

ア 浅 海 電気k k … ....・ H ・.. .・ H ・-… .. 12

k k 朝日工業社・H ・P ・.. ...・ H ・-… ・・ 11

朝日石線工業k k ・・ H ・H ・. ...... 表4

伊奈製陶k k ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・- 中挟

井田商事k k …・……. . .・H ・..…・・ 13

kk 岩住鉄工所・… ・・・ H ・H ・- …・中挟

岩元工業k k ・H ・H ・- …. . . .・ H ・.. .30

宇都ス レート工業k k ・H ・H ・. . 本文

k k  A B C商会・ H ・H ・.....・ H ・. . 中挟

k k 栄興商会. . .・ H ・H ・H ・.. … … … 11

オリエンタノレメタル製造k k 中挟

大阪建材工業k k ・H ・H ・... .・H ・. . .32

大阪コγ ベス建材社 …...・ H ・. .28

k k 大阪城口研究所・… .... .… … 10

kk 大阪電気暖房商会・… ...... ..10

大阪耐酸工業所. . . ・ H ・....・ H ・.. .30

k k 奥村重兵衛商庖・…. . .・ H ・- 本文

奥山化工業k k … ・・・ ...・ H ・H ・H ・..31

小野田プロ ックk k ・H ・H ・. . …… 20

絵本建築事務所…・・……・・…・・27

カ 鹿野石灰工業kk. . .. ・H ・...・ H ・... 14

k k 桂商会……. . . . .・ H ・...・.. . 前 付

亀井 kk. . . . … H ・H ・-…...・ H ・..…・29

k k 川岸窯業… .. .・H ・.......・ H ・.. .15

川口ゴム工業k k … …...・ H ・. . 前付

関西暖房k k …. . …. . . ・・・ H ・H ・.23

関西三星タイノレ会… … … … 表4

近織建材工業k k ・・ H ・H ・...・ H ・...14

ヱ総電気k k … ....・ H ・.....・ H ・- … 12

kk 久保商庖. ....・ H ・- …………・ ・1

栗原工業k k ……. . . ・H ・....・ H ・.. .12

黒川化学工業所 ・H ・H ・.. .. .・H ・..13

懇精工業kk. ・・…・ ……・・本文

kk 建材社. . . . ・ H ・. ....・ H ・H ・H ・.... 10

江東電気k k …・ … … … … ・ … 12

小西儀助商庖…. . . ・ ・H ・H ・-…・32

k k 小俣製作所・……・……・…本文

k k 金剛商会…・・……一 … … … 15

サ サン エス石膏k k … … … … … … 21

務久工業k k …. . . ・H ・...・ H ・H ・H ・.10

k k 斎藤省三商庖・・ H ・H ・… -… . .10

「材料と設計J ....・ H ・- … 本文

三織工業k k ………・………・… ・10

k k 三幸商会.. .・ H ・.. .・H ・H ・H ・- … 14

k k 三晃商会・・・………. . . . ・H ・. .10

暑 中 号 広 告 。額不同)

大阪窯業セメン トk k ・H ・H ・. . 前付

五日会 ・十日会関係・ H ・H ・" 2 - 9

佐村木 商 庖 … ・・- …… .... .... .13

次 ( 5叩 建 築 と 社 会 昭 和3時 VoJ. 41 No. 7 

会三宝電機k k ・・ H ・H ・. ... ・H ・.....… 12

k k 三和ν ヤ ッター製作所… 前付

敷島金物k k ……. . .・ H ・H ・H ・- 前付

昭和アルミニクムk k …...・ H ・..26

新鋼建設工業k k ・・H ・H ・... ・H ・...13

k k 新興建材工業所… ... .・H ・- 中挟

須賀工 業k k … ... .・ H ・-… ... .・ H ・.10

鈴 木ν ヤタア商会 ・H ・H ・. . …… 13

住友金属エ業k k ・・ H ・H ・.. . .…・・ ・18

タ 田島応用化工k k …. . . . . .... …表2

回中工業k k …. . .・ H ・...・ H ・.. .・H ・1

k k 回中風呂製作所・… … H ・H ・. .29

田辺工業k k ・H ・H ・.. .. ・H ・-… ・・本文

図村高会建材部・・ H ・H ・. .. .…・・・16

k k 谷山製作所・ H ・H ・...… ・・…本文

第一企業k k ・・ H ・H ・.....・ H ・，・… .11

第一工業k k ・H ・H ・-…・・ H ・H ・-… .11

大嘉熱工業k k .... ・H ・-… …・… ・・11

大日本硝子工業k k … ....・ H ・....30

大仏組・…. . . . . . . . ・ H ・...・ H ・- … 15

耐重量化学工業k k … ... .. ・H ・-…・ 16

高砂熱学工業k k ・・ H ・H ・...・ H ・...11

k k 武智エ務所・・ H ・H ・....・ H ・. . 本文

淡陶k k … .. .・H ・. . .. .・ H ・. . . . . …中挟

中央電気工業k k ・H ・H ・.....・ H ・.. 12

朝陽電気k k ……. . .. ...・ H ・- … 12

東京鋼板工業k k …. . ・…・・・・ .14

東洋キヤ Dア工業k k .. …・・… 11

東洋ν ャッタ ーk k …...・ H ・. . 前付

東洋陶器k k ・H ・H ・.. .… H ・H ・. . 前付

東洋 3 ノ 3 ュームk k … … … 前付

東洋レー ヨ>， k k … .....・ H ・. . . 前付

ナ ナ ニ ワ 瓦kk. . …・- … - ・…… .. 15

内外工業k k …・ ・H ・H ・... ・H ・-…・28

内外土木建材社. . ..・H ・..........26

中本包気k k … … ...・ H ・...... ・H ・.12

浪 速 合 板 … ... ・H ・.... ...・ H ・- … 14

浪速建材工業k k …・… ・・・ H ・H ・..31

日共冷熱機材k k ・・……・・・・前付

日新工業k k … …・… ・… … … 中挟

日本管工業k k ・・ H ・H ・..... .・ H ・-一11

k k 日本金具製作所・・ H ・H ・- … 前付

日本建鉄k k ・・・ ... . .... … … 表3

日本ナ ッν 協会関西支部… … 22

窓土製鉄k k ・・ H ・H ・- …・…・・・・ .18

近後電気エ事k k …- … … … ・・19

小野田セメ y トk k ・H ・H ・..… . .20

k k 日本 ν ヤッター製作所… 表3

日本セメ γ ト防水朔j製 造所 ・・表3

日本ドアーチエ Y ク製造K K … … 中挟

日本ドライブイ ッ トk k ・H ・H ・・19

日本熱学工業k k ・・H ・H ・.... ..・ H ・11

日本ペイシト k k .... ・H ・... .. ・H ・.29

日本ユニロン k k ・H ・H ・. . ……中挟

日漉化学工業k k … ...・ H ・. .. . 前付

西日本アス フアル ト事業偏問組合・…・ .17

k k 西原衛生工業所…. . . ..・H ・. . .10

ハ パ ラマク ント硝子工業k k … 前付

k k 林塗装庖… ・… .. .. .・ H ・....・ H ・13

kk 汎建製作所. . . .・H ・....・ H ・.. … 27

k k 日立製作所・…・……- ・…・前付

k k 平川鉄工所・ ・… ・・ ・・・ ・・… . . 前付

平田タイノレ・・・ H ・H ・" …...・ H ・... 30

ブタパ黒板 …. . ... ・H ・- … …・… 13

ニ茶屋装備工業k k . … -…・… 一14

福屋工業kk. … .. .・H ・... ....・ H ・..13

藤森建材k k ・….. . . .・ H ・. . . . …前付

不ニサ ッν工業k k … … ・・… … 24

「プラスチックス ・エー ジ」…本文

平和工業kk. . .. ・H ・....・ H ・...・ H ・.29

登国 セメント k k .，，，…… H ・H ・..26

松平式白磁殺滅予防所. .. .・ H ・.14

マ 水谷ペイント k k ・・ H ・H ・…・…本文

k k  水島商庖・ ・. . …. . . . ・ H ・-… .28

k k 三高製作所… ....・ H ・... ・H ・.. .27

三井金属鉱業k k …. . . ..・ H ・.. . 前付

k k 室谷商庖・ H ・H ・. . . …ド……・・ 15

明正社・・ H ・H ・....・ H ・- … … H ・H ・.28

k k メ J レコジ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・29

森井電業k k .…...・ H ・... ..... . .… 12

ヤ 山 田 工業k k ・H ・H ・.. . … 一… … 10

山宗化学k k ……・. . . . . .. . …… 23

k k ヤマト電気商会…. .. .. . … ..12

八千代電設工業k k …一 一H ・H ・.. 13

矢橋大理石商庖 .. .. .. … ・…・・ … 15

k k 山本建材社. . …- ………・前付

k k 油脂化エネ土. . .・ H ・- …. . . ・H ・表3

k k 吉田芳雄商庖・・… ・・ ・・… ......15

吉野石膏k k .. …....・ H ・- ……・・ 15

k k 寄木商庖 ...・ H ・.. .. ..・ H ・...… ・26

ラ k k ライ ト製作所…・・………… 1

理研鋼機k k ・・H ・H ・.. . ...・ H ・...… 11

日本セ ，.J>- トk k . . . . . . . . …・…… 21

日本エレベータ工業k k ・・ H ・H ・.23

住江織物k k ・・ H ・H ・.... …・…・…・お
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豊 国 セ メ

@  

ン ト 株 式 会 社

し一

本 社 福 岡 県

事 務 所 小 倉 ・ 大

町

京

苅 田

阪 ・ 東

• 
ｾ＠

昭和アルミの 押 出 型 材 ， 

ア ル ミ ニ ウ ム の抑 出 型 材 は 制 維 起 型 状の も の が 容 易 に 作 れ 、 製 品

コ ス ト を 下 げ 、 美 し く 、 銭 び ず 、 合 金 に よ っ て 鉄鋼 に 匹 敵 す る 強

度を持ちます。最近は、i l ! 築、船舶、航空機、その他軽工業や家

路 器 具 等 極 的 て 広 範囲 に 使 用 さ れ て い ま す 。 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 に

於 て 伝 統 を 誇 る 当 社は 、 品 新 式J甲 出 般 に よ り 、 管 、 棒 、 線 、 そ の

他 各 樋 の 型 材 を 生 産 し 、 急 激 に 地 大 し て き た 新 し い 需 要 に 応 じ て

います。

40年の伝統と経験を誇る

内 外 式

パーチカル( 電動式) ベンチレーター

工場 ・発電所 ・病院 ・ボイラ一 室 ・倉庫 ・料理屈等 自然換気の 15 倍 ・従 来

特に熱及び臭気の発生する 所 lζ 最適です のもの より 5 割も効率大

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

タ ー ピ ヤ 舗 装 工 事 ・設 計 施 工

22 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐郷船1 l lJ23 ( 大阪商工ピノレ) T E  L  (44)  3983 ・4396

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1- 141 T E L  (98)  1  1  4  9  

4  

負

付

請

取

工

作

施

造

桜

グ
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削
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げ

床

床

3

1

一

Y
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リ

ν

ダ

貼

ツ
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フ
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E

E

フ

イ

y

ロ

寸

ラ

寄

ブ

プ

ベ

グ

ｉ ｾ 夢幻寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

電 話 @3  7 3 1・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 助 助 町 1

26 
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園

田

圃
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ν
円

一

ぺ

ド

オ

骨

d

v

開・Ｎシヤ Ｑｾ Ｑｪ・

臨主主主理ヨ調

本 社 工 場 大 阪 市・東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37ー 1 7  5  4  (代 表)

J レ サ ツ シ ユ

J レ シャツ タ

J レ ド ア

• 
伝 統 に

輝 く

優 秀 な

製 品

チ

チ

チ

ス

ス

ス

ロ

聞

由

克

製規新

全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社

汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 懸 賞 島 北 之 町 1 1  電 信 此 花 ⑬ 2 9  0  3 ・ 4 4 6 1  

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コ ンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイヤ モン ドトラス・ ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

PAT . O式 ( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、b 広明心

地質部 ボーリ ング ・建築物基礎工 '" v  

事 の為の土質調査

ｾ可
‘  

t. 

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧絵本建築設計々算事務所 ・織本特殊権造研究所 ・合体)

東京郎中央区日本縮か きがら町 3 の 2 屯JiIi ( 671) 臼43 ・7∞7 ・7062

株式会社
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最も進んだ ゴム のクッション

志 t互の

大阪市東区高麗橋詰町21

T  E  L  (94) 8125- 8 ・0761( 夜間用)

園周l E 宗主

11.0. ( ; 式

内外Z 業株式会結

脇 山 町静 夫

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

ス ポ ン ヂ シ ー ト

大 阪 ヨ レ ペ ス 建 材 枇

大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 電 話 豊 崎 ⑪ 6 7 6 0 ・

ゴ ム タ イ ル

プ ラ ス チ ック ラ ブ

'
'
X
 

B

A

A

 

M

一闘

W

. . f"' ¥ 

h

J

 

近代建築の玄関に美しい

デザインのマット

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信用と品質を誇ぷ庖

OS A K A ミ ツ' UP  K Y OT O 

ユ ー ピ 金 属 マ ッ ト・ユ ー ビ ゴ ム マ ット

ユ ー ピ 鉄 7 ッ ト・ ライ Y ゴムマ ット

カラ ーライシマ ット・ニューライン 7 ッ ト

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

ダ ス ト パ ッ ク 1 型 2型 発 売 元

株式会社

水 島 商 庖

大 阪 底 大 阪 市 西 区北掲江上通一丁目 ・T E L i@3514 ・8246

京 都 庖 京 都 市 中 京 区鈎薬師烏丸西入 ・T E L② 5363 ・0214

工作所京都市右京区西院松井町八 ＮｔｅｌｾＱＶＹＷ
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E 哩- 盟国首. - . . J ・

・圃・・・園田・・--

• 5 0 0 0間 的効

6 0 0 0湘 剤 到

•• - m W亀 〈 経済的である

舵燥が早〈、密情性カ慣れ、 V J V u  ｾ・ 一 く険ペイシP

大 阪 ・ 東 京

大阪ガス会社指定

ガス風呂

国 申 風 呂 態 依 京

大 阪 市 浪速 区 元 町1丁目 742 但 ν 賑 橋 電 停 前 電話 ⑧5313 ・8128

窓 掛 、 椴 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 紙 鹿 、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロシ鍛通と紙麗発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  353 -- 5番

ｅ ヨヨ ｉｅｊｉｾ ＢＢ，［・

シヤν9・
工 業 株 式 会 社

大阪工場 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 色 ( 64) 5750 ・8444

東京工渇 東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目 霞(741)0160 ・1733

J l : l : J  
熱 海 策 の 宮 ホ テ ル 全 室 装 備

大 阪 市 東 区 今 橋 ー ノ ー O

製 造 元 株式会社 メ ル コ ン ( 朝日生命ピ ノレ) T E L 大 阪 @ 5110
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スカイライト並開ベンチレーター l
岩 元 式

サッシュ、ドアー 、シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

川

引

式

四

川

株

附

山

業

献

⑧

.

.

司

話

E

阪

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

党け液型煤号ス

履笠霊敷島

大日本硝子工業雲霊

ポ 3 エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

d訓
大阪市北区玉江町 2 - 4 ( 三菱念庫 ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 橋 3 - 6 電 話 (281) 6 9  2  6  - 8  

製造元

アスフ ァノレ ト防水工 事 懇

アスファ j レトタイノレ工事 選

各 種 床 工 事 選

アスフアルト専門工事

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事

S  

S 耐酸モノレタノレ工事

A  業z  酸耐阪大

電 話 大 阪@1333番
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- 黄綬褒章受賞

- 御申越次第カタログ進呈

〈R.

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

拘d ト 踊711，帯

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

浪建式

アルミサη シュ・ドアー

スチールザ・，リシ.:1.-ド7-

シャ.，ヲー .it ベレーター

j トカライジ〉タム処理I揚誠

4 盤 h 一製造販売ー

記血出: 主

場建 捗

浪速建枝Z業様式会社

醐 例

全回線代理厄

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 電 話 大 阪 ③1171- 3番

第 二 工 場 ・ 大 阪 市 城 東 区 茨 国 繍 峰 町 四 一 需 地 電 話 大 阪 @晒1日・伺24需

東京営業所 ・車京都中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541) 4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ンピル内 } 電 話 沼 岡 @ 制限番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 酢 地 電 話 大 分 I 3 6 6 番
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ド

、
44 ，目、

@

 

C V2000 ボ ン ドハ ー ド ポ ー ド 用
C H2  オミンド問工木

その千也

1 7 0 種

Gs  

G l OO  

ポ ン ド

ポ ン ド

用

ビ ニ タ イ ル 回

サ ラ ン 山

木 材 構 造 用

キ反粧イ七K  

C Z  

ボ ン ド

オミンド

テ ッ ク ス 閉

ボ ー ド m

七メ ン トモルタル

補 強 用

宕ク142ト 用 K R  

ド工場

電 話 ( 23 )  Z047.  2057 (代表)

fti;話 (241) 5 5 2 4- 8.  

電 話 (241) 2191- 4 . 2541  

1屯話 ( 55 ) 0 6 5 8 . 1 0 5 8  

ポ ン ド

22 小 西 儀 助 商 底 ボ ン

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地

分 室 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本町 1 丁 目 7 番 地

名 古 屋 市 西 区 菊 井 通 り 8 丁 目 1 7 番 地

工 場 大 阪 ・ 東 京

E  

製 造 元

営

難

所

オミンド

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

友子-"If ' "シ ー

ド F 三

シヤ''19- 三

方句レf- 霊

童

I  

董

霊

童

住 友 軽金 属 工 業 株 式 会 社 と提 携

⑧大阪建材エ業株式舎社

0836- 0839需

7127 ・7047番

3323- 3327番

o  8  3  0 番

o  2  2  3 需
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大 阪 市 南 区 九 且11 右 衛 門 町 ニ 十 一 審 地

全 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 帯 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 番 地

大 阪 市 大 正 区 北 村 町 三 丁 目 十 二 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢
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E白書事轟温! ｩＧｾ｛Ｚｴ 書調
責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

民話菖ヨ園 ｅ 劃層藷湾 ｾｾｉ

八 幡 メ タ ル ホ ー ム K K 推奨品 -

25油 脂 化 工 社本 社 東 京 都 州 一 一 州 一(川 1三
取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 成 反 西 今 里 町 2 - 48 屯 話 @4765 ・0063 :  

. . . . . . 10. .11111111111111111111111111111111111111111111111111111_ー一一←

日本建築協会優戻謹明

ヲ方-fJィ1- 8雪

セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

機 ｨ 愈ＢＧｾ、
、齢、

・E・哩1 ト

株式会社日本セメント防水剤製造所

宇土 兵 Ｑ ・ ｬＨ 県宝塚市 ι Ｚｾｦ￬ 1-のi也北28- 1 泡 J[i ｾ＠ ｾ家 ＰＷＹ 2  1  5 3  

1I反 述 給 所 大 1I反， Ii 点 1'( 南口組問r2  - 31 ( 南口組ピル ) '，U ，;，T;⑧ 2626 (凶: 泌 )

桜 所 泡 活 東 京 431)  .0 8  7  4 ・ 名 古 屋 ③ 1 3 3  1  

ウ すータ イト 式 I;/i 水 [ ' h 仙 台 ③ 0 7 2 1 ・札 帆 5 . 7  1  7  1  

Ｈｾ＠ j f 府 屯 ぷ 大 ζ 1: 来，::，H¥.  2  8  6  9  7 安 藤 E 事 柄 陪l 亘 5 7 6 5  

¥! 1 . 永建材 広 白 ④ 3 5 6 7  
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号7  第

建 築 と 社 会総第 4 1  

朝日石綿工業株式会社

電 話 犬 阪 ⑧ 233i 諸説大阪市北区神山町四六大阪営業所

東京銀座七営業務- 東京検浜. 名古屋岡山九州北海道
社本

売

価

山梨 . 名古屋. 大阪岡山門司宮城東京横浜.場エ

部

金

百

八

十

円

(
送

料

共

テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 畢 下 ル 旬 結

岡 ー田 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 首 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2 ・E 鮪 ⑬ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 宮 町l 町 4 1 ノ 2 電 話@ 1329・21崎・ 2817

@  4 ‘ 6 8  

タ
株 式 会 社 木 下 建 三 商 底

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 南 通 5 ノ 3 5  

電 醤 @  5 . 0 8 ・5 . 8 6

商 庖

砂 町 5

電 醤 @田r 1 7- 8 ・ 岨 掲 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 姻 江 上 過 1 ノ 3 5 電 話 @ 6 1 6 1 - 4  

f呆

区 真

久

市 北

株式会社

大 阪

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ 名 古 邸 中 医 東 瓦 町 3 9  旬 開 @6 1 7 6 - 9  

植 阜 出 損 所 ・駐 車 市 竹 原 町 2 7 句 n;fQl 2 2 0 1 ・2 3 6 0

合 名 会 社 利 倉 ' 幸 商 高

大 阪 市 南 区 品相 暗 筋 2 ノ20(泊 柑 姻 電 停 附)

電 話 ⑮ 叫71- 2・回 71 ⑫ 76旧

東 郡 嘗 揖 断 京都 市 中京 区 河 原 町 拠)11下 ル 電 話 @  3 2 7 7  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6 電 話

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 ・E 肱 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・ 岡 山 市 車 問 町 3 電 総@ 7 9 1 1 ・8 J. b 9

福 岡 ・倒 岡 市 万 行 寺 川 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

@  3 2 8 6  

辛口

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 臨 区 荒 間 町 1

電 話 ⑤ 2 6  9  7 ・2 1 ‘。

石

関西三星タイル会員

電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ー ・ ・・・・・

「建 築 と 社 会 」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 . 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7


